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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　裏切られた。無数の楔くさびで大樹に縫いつけられ、哀れな昆虫のように磔はりつけにされている。痛みはすでにない。流れでる血液もない。全身を縛りあげた鎖を冷たいと思う感覚もない。

　因果が腐ったこの場所は永遠に動きを停めている。太陽が温めてくれることはない。蛆うじや蠅はえすら気づかず通りすぎる。空気もひたすら沈殿している。無意味な時間だけが訥とつ々とつと流れていく。

　退屈という名の毒が、彼を内側から溶かし――崩していく。




　百日が経たって、彼はここから出してくれるならどんな願いでも一つだけ聞くと誓った。

　百ヶ月が経って、彼は願いを三つまでなら聞くと誓った。

　百年が経って、彼はどんな願いでもいくらでも聞くと誓った。

　………
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「――ですから貴方あなたの思考は非効率的だというのです、〝きりぎりす〟」

「〝くだん〟は人生を楽しむという才能に欠けているよね？」




「ですから心しん臓ぞう食たべる子こちゃん略してベルコちゃんというのが最良です」

「眼がん球きゆう抉えぐり子こちゃん略してグリコちゃんというほうが外け連れん味みがあって素敵じゃない？」




「ところでベルコちゃんはまだ尾ついてきているのですか？」

「グリコちゃんはまだ尾いてきているようだよ」




「困りましたね」

「困ったね」




　……………………？




　百日が経って、彼の精神はすぐに狂った。

　百ヶ月が経って、彼は狂っているのにも飽きてしまった。

　百年が経って、彼の心は植物か禽きん獣じゆうのごとく無感動になった。




　その不思議な旅人たちが現れたのは――彼がすでに絶望しきって思考をやめていたときだった。長い、長い、数えるのも面倒なほどの時間、この場所から動けずに、彼の精神はすでに活動をやめて死のうとしていた。




「………誰だれかの声がしなかったかい？」

「さて。ここには私たちと虫と鳥と――あとは神様くらいしかいなさそうですが」




　奇妙な旅人だった。どこか人間離れしていた。鬱うつ蒼そうと茂る、人間の侵入を拒絶した森の最奥に、手慣れた動きで薪まきを組みあげ、焚たき火びをすると和やかに談笑している。

　全身を鮮やかな緑色の衣服で隠した男。

　額に巨大な眼球がある、禿とく頭とうの尼あま。

〝きりぎりす〟〝くだん〟と互いを呼びあう不思議な二人組は――やはり他の生き物たちと同様に彼には気づかず、炎の照りかえしを受けて朱く染まりながら会話をつづける。

「ところで――〝きりぎりす〟、こんな話を知っていますか？」

「なんだい〝くだん〟、君の話は退屈だから手短に頼むよ？」

　三つ目の尼あまへ緑色の男は茶化すように告げた。尼もさして気分を害したようではなく、両眼を瞑つむり額の眼球のみを開いて語る。

「……世界とは」

「うわ、また素晴らしくつまらなそうな話題」

「世界とは――私です」

　男を無視して尼は囁ささやく。彼女がまとった僧衣は泥や血らしきもので薄汚れている。奇妙な旅人だった。人間なのかも疑わしい。神や仏か、あるいは悪魔や妖よう怪かいか、長い長い退屈に倦うんだ精神が見せた幻覚か。

〝くだん〟と呼ばれた尼は舐なめまわすような声で言う。

「私たちのように長く生きていると色々なことが見えてきます。たくさんの事柄を知り様々な人々と出会い、世界について多少は詳しくなってきます。では〝きりぎりす〟――世界とは？」

「うん？　あー、おいら、考えるの面倒なんだけど。世界って――これじゃん？」

〝きりぎりす〟は適当に地面を掴つかみ、握った土を尼に無造作に投げた。

　すう――と不思議なことにその土は尼を通過する。避よけたのか。あるいは、やはり彼らは幻覚なのか。

「……避けるなよ」

「避けますよ服が汚れますし。……そうですね、あなたの言う世界とは世界の一部でしかありません。地面？　空？　自然？　町？　たとえこの惑星のすべてを世界と呼ぼうとも、それはやはり世界の断片でしかないのです。私たちが知覚できる、私たちが把握できる範囲――それが世界です。たとえば」

　一瞬、〝くだん〟が首を回してあらぬ方向を凝視した。




「そこに閉じこめられている彼にとって、世界とは――彼の周囲にある極狭い空間のみ」




　…………。

「自分が認識できる、自分を中心とした世界――それが、私たちの考える世界のようです」

　彼がぴくりと顔をあげたのに気づいているのかいないのか、〝くだん〟は淡々と言葉をつづける。

「世界とは盤石で、神に守られた不滅の領域で、完かん璧ぺきに無敵だと――私たちは勘違いしがちですが、〝きりぎりす〟、私にはあなたの世界を簡単に消すことができます」

　隣りに座る〝きりぎりす〟の両眼を、〝くだん〟はそっと指で隠した。

「……何も見えない」

「ほら、世界が消えました」

　悪戯いたずらっぽく笑って、〝くだん〟は手を離すと姿勢を戻す。

「神は最初に『光あれ』と仰おつしやいました。それから天と地を創造なさいました。この意味がわかります？　それは決して大したことではないのです。神様だけではなく、私たちが常に行っていることなのです」

　彼女の額にある巨大な眼球が、大きく震えて瞬まばたきをする。

「目を閉じれば、世界は消えます。音や匂においが残りますが、それらも眠れば消えますね。そうして――目を開くと、『光あれ』、光が私の世界を照らします」

　両手を広げ、何かの講釈のように滑らかにつづける。

「私たちは天と地があることを理解します。海や風や植物や動物を知覚します。自分の周りにいる人間たちをこれは親だこれは恋人だと学習します。神は最初に光あれと仰おつしやって、それから天地を創造なさり、最後に人間を生みだしたのです」

　静かに微笑ほほえんで、〝くだん〟は囁ささやいてくる。彼女は誰だれに語っているのか。あるいは意味のない独り言なのか。

「理解できますか？　神様と人間のしていることは同じなのです。私たちは毎日、目覚めたら天地を創造し、いくつもの滅びや誕生を体験し、また夜になると暗くら闇やみに飲みこまれ――世界を消失させます。神と私は一致していて、世界と私も一致しています」

　そして――また、彼を指さす。

「それでは、天地を創造しているのは私たちのどの部分でしょうか？　簡単ですね――それは脳髄です。脳髄こそが私たちの中心。世界の中心にして神の中心。そこで世界を理解しないと、光があっても世界は生まれない――」

　彼女はばちばちと爆はぜる焚たき火びに定期的に薪まきを投げこみながら、やはり彼のことを哀かなしそうに見つめていた。

「神の脳髄――貴方が消えてしまえば、世界も消える。ですからもう少し、あと少しだけ耐えてください。貴方あなたが神の創造器官。脳髄なのです」

　彼は消えたかった。もう生きているのは嫌だった。考えるのにも飽きていた。もう一秒だってこの世界に存在していたくなかったのだ。

　それなのに。

「あと７００年です」

　優しく、不思議な尼に僧そうは希望を示してくる。

「あと７００年で――貴方あなたは解き放たれるでしょう。私たちは世界から切り離され、因果に交われない旅人ですが――それゆえ世界を外から俯ふ瞰かんできるのです。……まぁ、７００年などあっという間です。歌でも歌って暇を潰つぶしていてください」

　微笑ほほえんでそう言う彼女に、すでに話も聞かずに寝ころんでいる〝きりぎりす〟が首を傾かしげた。

「……さっきから誰だれと喋しやべっているんだい、〝くだん〟？　独り言が多い人間は根暗っぽく見えるからお友達ができないよ？」

「何も知らない間抜けは喋らないでください。私は今、人知れず世界を救ったのですよ？」

「あー、そうっすかー、偉いでちゅねー」

　ものすごく適当に手を振って、〝きりぎりす〟は僅わずかに顔をあげると森の向こうに視線を向けた。そちらから――がさ、がさり、と落ち葉を踏みしめる音がする。

「……グリコちゃんだ。追いついてきたね」

「ひたすら尾行してくるなら――一緒に旅をすればいいのに。なんでいつまでも仲良くしてくれないんでしょうかね。ベルコちゃんは」

「グリコちゃんだよ」

「ベルコちゃんです」

「…………」

　二人の旅人は互いに睨にらみあい、やがて肩をすくめ、焚たき火びに視線を戻す。

　がさ、がさり、足音が近づいてきて――すぐ近くで怯おびえたように止まる。そこにいる誰かを安心させるためか、単純に暇になったのか。

「――――♪」

〝きりぎりす〟が弦楽器をとりだして弾き、〝くだん〟が彼の旋律にあわせて歌いはじめる。素朴で、微妙に下手くそだったが、耳障りなほどではない。

　それは珍しくもない、極めてありふれた、誰でも思いつくような歌詞の愛の歌。
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　――――。

　………――。

「…………」

　また――意識が飛んでいた。どのくらい眠っていたのか。彼は随分と昔のことを思いだしていた。〝くだん〟と〝きりぎりす〟――二人の奇妙な旅人。

　時間の感覚はすでになく、あれから何年が経たったのかもわからない。世界は色々と目まぐるしく変わっているのだろうが、彼の周囲を包んだ森は今も昔もあまり違いはない。

　あれから――どれだけ年月が過ぎた？

　まだ――生きていなくてはいけないのだろうか？




　歌声が聞こえた。




　美しい声だ。鈴の音。鳥の声。高価な楽器の響き――それらを混ぜたような、超越したような、虚ろになった彼の心すら揺るがせる歌声だった。

　けれど、なんだろう。

　微妙に――歌詞が変だ。

「パパもママも大嫌いだからお兄ちゃんと家を飛びだしたの♪　暗くて気持ちの悪い森を歩いたけどお兄ちゃんと二人なら楽しいの♪　邪魔をしないで森の神様、あたしは帰りたくないし、とっくの昔に帰る場所はないの～♪」

　それは鬱うつ然ぜんとした森には相応ふさわしくない、底抜けに陽気な声だった。どうも森が暗くて怖いのをごまかすために歌っているらしく、声は恐怖に少し震えていた。

「辿たどりついたよお菓子の家♪　あたしとお兄ちゃんの楽園♪　けれどそこは魔女の家だったの♪　怒った魔女が襲ってくるから、あたしはお兄ちゃんを守るの～♪」

　朽ちはてそうな彼のところに、歌声と足音が近づいてくる。森の獣が、鳥たちが、浮かれた歌を響かせる闖ちん入にゆう者しやに驚いて騒いでいる。

「さぁReady――」

　気分が乗ってきたのか、嘘うそかと思うほど音階トーンの高い声があがる。

「チョコレートのLet's kill her弾丸で魔女を殺せ　with Chocolate♪　レモンパイのLet's kill her爆弾で魔女を殺せ　with Lemon pie♪　飴玉のハンマーでLet's kill her with魔女を殺せ　Sugar candy♪　アイスクリームのLet's kill her大砲で魔女を殺せ　with Ice cream♪　フルーツゼリーのLet's kill her　鞭で魔女を殺せwith Funny jelly――」




　がさ、とすぐ近くで落ち葉が踏まれる音がした。




　彼は俯うつむき、樹木に縫いとめられたまま頭を垂れていた。歌声の主はそんな彼に気づいたか――すっとんきょうな悲鳴をあげて、何歩か後ずさった。そしてなんだか失礼なことに、彼の頭を棒きれかなんかで突いてきた。

「………本当に、いた。ていうか――生きてます？」

　久しぶりの感覚。誰だれかから与えられる――刺激。

　彼はうっすらと顔をあげる。

「生きていましたね、良かった」

　その人物は、本当に嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

「えぇっと……」

　そいつ――彼女は、ポケットから何か紙切れを取りだして、たぶんそこに書かれていることを棒読みで告げてくる。

「あたしは破局ポイズンです」

　そしてこちらを、その特徴的な菫すみれ色いろの瞳ひとみで見つめてきた。

「――あなたが一人部屋ですね？」




　そうして、彼の世界は再び動きはじめた。

　あの奇妙な旅人が現れてから――きっかり７００年が経たっていた。






第一奏

歌だけじゃ届かないけど
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　（前略）――聖書におけるノアの洪水伝説、メソポタミア・ギルガメッシュ文明における世界大洪水伝承、インド・ヴェーダ神話におけるマヌの洪水伝説、北アメリカ・クリー族の大ガラス洪水伝説、その他、ギリシャ神話にローマ神話、もちろん日本神話――世界各国の神話には、ほぼ例外なく大洪水の伝説が残っている。その洪水により神話における我々の世界は壊滅的な打撃を受けるか――あるいは、完全に滅んでしまう。この神話の類似を指摘して過去、実際に世界を崩壊させるほどの大洪水が発生したと唱える学者もいるが馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　神話とは記録ではない。哲学書であり物語だ。その事実を、あえて説明するまでもない事実を、ここであらためて強調したい。というのも、どうも神話とは実際の出来事を克明に記録した歴史書だと勘違いしている愚か者が知識人の中にも多数いるからである。

　前記の大洪水についても、様々な反証から実際にこの地球上では起こりえない規模の水害であると断言できる。世界を押し潰つぶすほどの洪水が、実際に全世界で同時に発生したならば、地層や地形にその痕こん跡せきがはっきりと残るのである。これは地学的に間違いのない現実であり、加えて語るとこれまで地質は何度も調査されたが過去の大洪水の事実は立証されていない。

　過去に世界を滅ぼすほどの大洪水はなかった。それでは各地に類似した洪水伝説が残っているのは何な故ぜか？　地理的に考えてさして洪水の被害に遭うわけがない場所の神話でも、決まって世界を水すい禍かにより滅ぼされてしまうのは何故か？

　繰りかえしになるが改めて語ろう。神話とは記録ではない。哲学書であり物語なのである。そしてそれが物語である以上、その文章には筆者の主観や感情が混じり、その筋書きには当時の世相が溶け、その結末には人類共通の思想がつきまとう。

　その結果、神話の記録性は薄れ、神の神秘性は霧散する。

　そうして神話は物語に堕落し、神は人間に堕落するのだ。

　これも勘違いしている者が多いので面倒だが明記しておこう。

　神話とは神の物語などではない。極めて単純な人間の物語なのである。

　世界各国の神話に大洪水の伝説が残っているのは何故か？　という前述の疑問に話を戻す。これは至って簡単なことだ。世界を滅ぼす大洪水の記述が神話の最後を締めくくるのではなく、決まって神話の序章か初頭に描かれるのは何故なのか――それを考えれば自ずと答えは見えてくる。

　神話とは人生であると私は考える。自覚的か無自覚的か、そこまでは断定できないが――神話のストーリーは結果的に人生の筋書きをなぞっている。

　思いだしてほしい。私たちの人生の始まりに何があったのか。多くの学者のように世界で同時に大洪水があったなどという無む知ち蒙もう昧まいな妄想を持ちだすまでもない。我々は一度――どんな人間でも一度、生まれたときに世界を滅ぼす大洪水を体験している。

　それはすなわち出産である。

　我々は母の胎内という暗くて変化がなくて何より安全な世界から、光あれ、と強制的に外へ移住を強いられる。血と羊水の大洪水に母胎という世界は崩壊し、私たちは危険で不安なこの優しくない世界へと産みだされてしまうのである。

　その原初的な記憶こそが神話における大洪水の記述なのだ。大洪水による世界の崩壊。けれどそれは決して全すべての終わりではなく、むしろ全ての始まりである。それは大洪水による世界の崩壊からあらゆる神話が始まるという事実を以てして明らかである。

　その後の神話の物語も、人生の筋書きと一致している。

　ここまで書けば誰だれにでもわかるだろうが、神話の主人公たる絶対者――『神』とはすなわち『私』である。『私』は他の神々（唯一神の神話の場合は、悪魔、あるいは悪鬼と表現される）――他の『私』と争いながら、何度も失敗を体験し、それでも最終的に平穏な世界を創つくりあげる。

　聖書も、ケルト神話も、エジプト神話も、中国神話も、ウガリット神話も、あらゆる神話は同じ――それは『神』の物語ではなく、『私』の物語なのである。これは蛇足だが、神話のなかで最終的に『神』は人類を失敗作だと断定し拒絶した――という記述がある場合、これはその神話の筆者である『私』が他の人間を信じられなくなって拒絶しているだけである。きっと筆者は根暗で友達ができないタイプだったのであろう。『神』とは『私』であるという事実を踏まえ、そういうふうに推測しながら読むと神話も案外に面白い。

　話が逸それた。

　以上の論により、私は誰もが当たり前に思いながらもどこかで信じている幻想を否定しよう。神とは世界をどこかで俯ふ瞰かんしている絶対者などではない。それは所しよ詮せん、『私』の世界における絶対者、『私』の世界の中心でしかない存在、すなわち『私』なのである、と。

　奇跡と運命と神秘を司る神は存在しない。

　神話も所詮は人間の生をなぞっただけのありふれた物語だ。

　『神』と『私』は一致しており、『神話』と『人生』は一致している。

　これも蛇足かもしれないが――以上の結論を踏まえて考えると、神話における『神の目的』も推測できる。それはすなわち――――（後略）





　　――『神と私の一致構造』県立香か奈な菱びし高等学校一年Ｄ組　芥あくた川がわ白しら雪ゆき
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　ブレイクサン＝ヘンゼルマインには七十七人の妹がいる。弟は六十六人いて、兄や姉は一人もいない。母親は五十五人もいるが、父親はたったの一人だ。

　友達は一人もおらず、もちろん恋人も一人もいない。

　けれど近ごろ――不思議な同居人が一人できた。
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　髪を染めた。前から興味はあったのだが、髪を染めると元に戻らないんじゃないかとか、髪質に悪くて抜け毛しまくるんじゃないかとか、下手な色に染めると警察のひとに怒られるんじゃないかとか、生来の心配性な性格が邪魔をしてなかなか踏んぎりがつかなかった。

　けれど気分転換になるかと思ったし、やっぱり興味が捨てきれなかったので、目についた美容院に飛びこむと染めてもらった。何色にしますかぁと色見本を見せられたが、混乱しきっていたので適当に指さしてしまい緑色にされてしまった。

　鏡に映った自分の頭を見て、うわ、やっちまったと思った。なんだこの色は。まるで宇宙人みたいだ。宇宙人？　ナイス、宇宙人ってナイス、と三秒で気にいってしまい、自宅のアパートに戻ると同居人に見せびらかしてみた。

　この同居人は口が悪いので、青汁みたいな色だと言われた。

　自分はトマトジュースみたいな髪の色をしてるくせに。

「――ガリッ、ガリッ、ガリゴリッ」

　今日も同居人は犬みたいにプラスチックの玩具おもちやを囓かじっていた。犬みたいっていうか、まんま犬だ。この玩具も普通にペットショップで売ってたやつだし。

　燃えるような赤い髪に、飢えた獣みたいな目をした小柄な少年である。女の子っぽい顔をしているくせに、あんまり可愛かわいげがない、というかすごく生意気なやつである。

　名前はまだない。本人も名前がなくてもあまり気にしていない。けれどいつまでも名称不明ではやりにくいので、今日一日、朝から考えて決めてみた。

「決めたのです」

「……ガリッ、ゴリッ――んあ？」

　玩具から口を離すとそこに可愛い八重歯が覗のぞく。もちろん可愛いだけではなく無駄に咀そ嚼しやく力が強いので、噛かみつかれたら大変なことになると思うのだが――実際、けっこう硬度があるはずの玩具が見るも無惨に凸でこ凹ぼこにされているし。

　狭い狭い四畳半のアパートに二人だけでいる。貧乏なので調度は置いておらず、めちゃくちゃ殺風景である。安売りしていたのを買った収納ＢＯＸが三つと、実家から持ってきた古びたギターの入ったケース。

「あなたの名前」

　びしり、と指をつきつけて、呆ぼう然ぜんとしている彼に宣言する。

「命名、肉にく山やまカヂリ」

「…………」

　彼はなんとも言えない表情をした。水鉄砲をくらった犬みたいな顔だった。ていうか本当に彼は表情も動きもむしょうに犬っぽいのだが何な故ぜだ。

「………ガリッ、ゴリリッ」

　なんか無視された。

　赤毛の同居人は再び玩具おもちやを囓かじりだす。

「無視しないでくださいよ。良い名前でしょう？　カヂリ」

　首を傾かしげて問いかけると、なんだか馬ば鹿かにしたような顔で彼はまた玩具から口を離した。

「……ブレ子の色彩感覚と言語感覚は変」

「ブレ子ではありません。ブレイクサン＝ヘンゼルマインです」

　胸を張って宣言したが、彼の反応は微妙である。

「そんな長い名前を覚えられるわけがねぇし。ちぇっ、んだよぉカヂリってよ。肉にく山やまってなんだよ。人間の名前じゃねぇよ」

「文句が多いですね。せっかく考えてあげたのに。そういう恩知らずなひとは嫌いますよ？　玩具を取りあげますよ？」

　ひょい、と彼の唾だ液えきで大変なことになった玩具を奪う。

「あぁっ」

　すると泣きそうな顔をするので、ブレイクサンはすぐに返してしまう。どうもなんだ、こいつの哀かなしげな顔は卑ひ怯きようだと思う。ただでさえブレイクサンは他人の負の感情が苦手なのに、彼はあんまりにも正直に怒ったり哀しんだりするから。

　困っていると、彼は至福の表情で玩具を噛かみながら尋ねてくる。

「……それよりも、今日こそ仕事は見つかったのか？」

「ぜんぜん。朝から町を歩きまわったんですが、どこにも仕事は落ちていません」

「仕事って道端に落ちてるものなのか？」

「比ひ喩ゆ表現です。アイアム詩人」

　胸を張ってみたが、またまた無視された。

「……ケッ、まぁ別にいいんじゃねぇの。俺おれたちゃべつに金がなくても飯食わなくても死なねぇんだしよ、無理して働かなくても困んねぇじゃん？」

「そういうわけにもいきません。勤労の義務は日本国憲法で定められているのです」

「憲法ときたか。本当おまえルールとか好きだなぁ存在自体が無法地帯のくせに」

　意味不明なことを言われたが、きっと褒ほめられてはいない。ブレイクサンは生来の無表情をちょっとムッとさせつつ、床に胡座あぐらを組んでひたすら玩具を噛んでいる彼に手を伸ばした。彼は放っておくと永遠に何かを囓りつづけるので厄介である。

「………う」

　玩具を奪われると思ったのか、彼はわずかに警戒したが、ブレイクサンは気にせずにそんな彼を引きおこして立たせた。

「ごはん食べにいきましょう。晩ごはん」

「おまえまだ空腹感あるのか？　変だな、欠片かけらを手にいれた時期から考えるともうそのへんとっくに消えてるはずなんだけど」

「知りませんよ。それよりごはん。ごはん食べにいくのですー」

　無理やり彼を引きずって、ブレイクサンは玄関の扉を開く。カヂリが言うには自分は『神様の大きな欠片かけら』とやらを持っているらしく、空腹や痛み、熱さ寒さを感じない体質になっているはずだという。全然そんなことはないのだが、なんでだろう。

　まぁ今はとにかく晩ごはんだ。

「あ――」

　建てつけの悪い扉を開くと、誰だれかとぶつかりそうになってしまう。ちょっと驚いて身を引き、ブレイクサンはそこに立っていた人物に安あん堵どすると微笑ほほえんだ。

「Ring-bell。こんばんは」

「あ、こんばんはブレイクサンさん」

　礼儀正しく挨あい拶さつしてくれる、彼女の名前は宇う佐さ川がわ鈴りん音ね。家賃と住環境が何かの基準を大きく下回っているこのアパートの隣人である。今どき珍しい良い子で、ブレイクサンはわりと好きだった。

　薄く桃色がかった髪に、近所の高校の制服。鈴音はどこかから帰ってきたところのようで、彼女の部屋の鍵かぎを握りしめていた。

「Ring-bell、今日もバイトですか？」

「え？　はい。郵便局の」

　彼女はこんなアパートで一人暮らししていることからわかるとおり、かなりの貧乏学生で、毎日のようにアルバイトをして生計をたてている。そういう意味ではほぼ無職のブレイクサンよりずっと偉い。

「あ、っと……」

　脳内でそんな鈴音の幸福を祈っていると、彼女はブレイクサンの背後に立つカヂリに気づいてきょとんとした。ブレイクサンはちょっとだけドキッとしたが、持ち前の無表情を崩さずに言ってみた。

「あぁ。コレはあたしの若いツバメというか恋人一号です。毎日らぶらぶで酒池肉林な関係です。決して暗い森で拾ってきた怪しげなひとではありません」

　ブレイクサンは嘘うそが下手である。

「えぇ――あぁ、そうですか、あの」

　鈴音は反応に困った顔をしていたが、ブレイクサンの背中に隠れ、やはり犬のように警戒しているカヂリを見ると微笑んだ。

「あたし宇佐川鈴音っていいます。どうも、初めまして」

「…………」

　やはり礼儀正しい彼女に、こちらの犬は無礼者なので反応しない。ただ鈴音を親の仇かたきのように睨にらんで震えている。

　そう――彼、なんだかとっても人見知りをするのだ。ブレイクサンだって人付きあいが得意なほうではない――というか苦手なのだが、彼がこうなので必然的にこういう場面では前に出なくてはならなくて面倒くさい。

「あぁ、すみません、Ring-bell。彼は恥ずかしがり屋さんなのです。ほらカヂリ、挨あい拶さつしなさい。このひとは噛かんだり吠ほえたり内側から爆発して周囲に被害をもたらしたりしませんから」

　ブレイクサンとしては大真面目まじめなのだが、鈴りん音ねはすごく微妙な顔をした。

　カヂリもやがて観念したのか、ぺこりと会釈してつぶやく。

「…………どうも」

「常識ある人間の挨拶じゃありませんね。本当にもうカヂリの照れ屋さん。あぁもう、ごめんなさいねRing-bell」

「あ――いえ」

　戸惑う鈴音から目を逸そらし、カヂリがぐいぐい服を引っぱる。知らないひととの交流が耐えられないらしい。どうして彼はこうなのだろう。ブレイクサンにとって鈴音は気軽に喋しやべれる貴重な知人だし、あんまり失礼な真ま似ねをして機嫌を損ねたくないのだが。

「それじゃ、あたし晩ごはん食べにいきますから、Ring-bellの同室の――」

　ちょっと考え、思いだし。

「グリコってのにもよろしく。ばいばい」

　手を振ると、鈴音は朗ほがらかに微笑ほほえんだ。

「はい。ブレイクサンさんも良い夜を――っていうのかな、こういう場合はどういう挨拶が正しいんだろ？　それじゃ、ブレイクサンさん。カヂリさんも、また」

「……………グリコ？」

　カヂリが何な故ぜだか反応したが、鈴音は気づかず室内に戻ってしまう。閉じられた玄関の扉の前、ブレイクサンは首を傾かしげてそんな彼に尋ねてみた。

「カヂリ、グリコのことを知っているのですか？」

「ん――いや、聞いたことがある名前だったから」

　語尾を濁らせ、カヂリはまた服を引っぱる。

「それより早く行こうぜ。急がねぇと店が混むぞ」

「はいはい。わかっていますって」

　ブレイクサンは微笑んで、できの悪い息子ができたみたいだなぁと考え和む。




　この数週間後――隣室の少女、宇う佐さ川がわ鈴音の様子は劇変するのだが、二人もそのころにはそれどころではなくなっていた。
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　ブレイクサンはカヂリのことを独善的に愛している。カヂリと一緒にいるだけで楽しくなるし、普通に会話ができるだけで幸せな気分になってくる。

　自分は他人と友好的な関係を築けないやつなのだ。

　他人との繋つながりが糸だとしたら、ブレイクサンの周囲ではそれが次々と溶けていく。

　誰だれかに話しかけても、たいてい気づいてもらえず。

　たまに仲良くできたと思っても、次の日にはもう名前すら忘れられている。

　誰かと親しくなる機会は得られずに、他人はブレイクサンの目の前をただ通りすぎていく。出会いは取り逃がし、絆きずなは霧散して、どうしようもなくブレイクサンは独りぼっちになってしまう。

　因果腐敗、と父は言った。

　……。

　ブレイクサンにはその意味がよくわからない。

「どこのお店も一杯ですねぇ」

　いくつものお店が軒をつらねる商店街。寄り道している高校生の集団をすりぬけて、ひょこひょこ歩きながらブレイクサンがつぶやく。流行を無視した野暮ったい服装に、染めたばかりのカールした長髪、しっかり手を繋いで歩いているのは真っ赤な頭をした少年――と、普通ならばものすごく目立つはずなのだが、不思議と誰もブレイクサンに視線を向けない。

　路ろ傍ぼうの石ころのように、ブレイクサンは他人に認識されない。

　世界には情報が氾はん濫らんしている。映像。音。匂におい。肌触り。それら雑多な刺激を人間は脳で濾ろ過かして、自分に必要な情報だけを取捨選択して感じとる。すべての情報をいちいち受けいれていたら脳の処理が追いつかずにパンクしてしまうのだ。

　そして――ブレイクサンは、どうやら真っ先に脳から追いやられてしまう、不必要な情報らしい。

　試しに近くを歩いていた学生をすぐ近くでじっと見つめてみたが、彼はそんなブレイクサンにまったく気づいていない。見えていないのだ。

　きっと彼は、ブレイクサンが悪意をもってナイフで刺そうとも、加害者が誰だかも認識できずに死んでしまうことだろう。

「天然ステルス機能なのです」

「…………あ？」

　適当なことをつぶやくと、カヂリがこちらを見上げて首を傾かしげた。彼は自分を認識している。自分と関係を築ける。だからブレイクサンは彼のことを必要としているし、独善的に愛している。

　二人で寄りそうように歩く。まるで幽霊のように、誰にも視線を向けられず。

「……お店はなんだか駄目そうですから、コンビニでお弁当でも買いましょうか？」

「ん。いいんじゃねぇの。レストランとかだとブレ子は店員に気づかれないから注文できなくて食べられねぇし」

　そうだ。透明人間のごときブレイクサンは生活の色々なところに支障をきたしている。幼いころからずぅっとそうで、とっくに慣れてしまっているけれど。

「…………」

　ちょっとだけ俯うつむくブレイクサンを、カヂリが驚くほどに純真な瞳ひとみで見つめてくる。カヂリの目は大きくて底が深くて、まるで垢あか抜ぬけない動物のそれだ。

「ブレ子。やっぱり俺おれが因果腐敗を消してやろうか？」

　じゃり、と彼は首にかけている先端が尖とがった十字架をなぞる。

「普通の人生が欲しくないか？　普通の人間になりたくないか？　おまえは俺をあの時間の停まった森から解放してくれた。恩返しのために――望みを叶かなえてやってもいいぜ」

　瞳までも宝石のような深紅。それは感情とか欲望とか、良くない不純物が混ざった人間とはちがう綺き麗れいな瞳。だがそれゆえに怖い、寒気がするような双そう眸ぼうだった。

「世界に不満があるのなら、俺がそいつを消してやるよ。何かが間違っていると思うのなら、その間違いを潰つぶしてやるよ。ここは俺の部屋だから、べつに難しいことじゃねぇ」

「…………」

　ブレイクサンは真面目まじめな顔でそう言う彼にいつものように、曖あい昧まいに微笑ほほえんで、その頭をかるく撫なでてあげた。

「あたしは――幸せですよ」

　怪け訝げんな顔のカヂリに、なんでもない口調でつぶやく。

「カヂリがそばにいてくれるし、ごはん食べればおいしいし、夜に眠ると気持ちいいし、歌っていれば嫌なことなんか消えちゃいます。あたしは満足していますよ。本当に――心から」












　幼い息子を教えるように、慈しむ表情でブレイクサンは語る。

「だからカヂリはあたしのために世界など変えなくてもいいのです。あなたは――力を使うと命を削るのでしょう？　どれだけ世界が輝いても、幸福に満たされても、カヂリが苦しいならそれは良くないことなのです」

　商店街の出口のあたりに、目当てのコンビニを見つけて。

「何もしなくていいですから、そばにいてください。あたしの神さま？」

「……神さまじゃねぇよ」

　カヂリはそっぽを向いたけど、どこか安あん堵どしたように微笑ほほえんでいた。
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　コンビニで買ったコロッケパンを頬ほおばりながら、ブレイクサンは近所にあった神社の境内に腰をおろしている。誰だれかがいるのを見たことがない寂れた場所で、退屈そうな風が意味もなく落ち葉をくるくる舞わせていた。

「――カヂリは食べないのですか？」

　石段に胡座あぐらをかき、物珍しげに町を見下ろしているカヂリに問いかける。神社は狭くて貧乏くさいくせにかなりの高台にあって、頂上まで登ると意外に見晴らしがいい。

　口元に八重歯を覗のぞかせ、猫のようにただ意味もなく景色を眺めていたカヂリは、もふりもふりとパンを食べているブレイクサンを見て嫌そうな顔をした。

「面倒だから何度も説明させんなよ。俺おれにはないの、そういうの。空腹感とか、暑さ寒さとか、痛みとか、なーんもないの。わかる？」

「味覚も？」

「味覚もねぇな。だから食べても楽しくないし」

「なんてことジーザス！」

　母国語で悲鳴をあげて、ブレイクサンはカヂリに同情の視線を向ける。

「あたしはカヂリのために泣きます。なにを食べても味がしないなんて、それはなんと残酷で夢も希望もない地獄なのでしょう！」

「…………いや、そこまでのモンじゃねぇけど」

　呆あきれるカヂリの横、もふっ、とパンを噛かんでブレイクサンはつぶやく。

「んむ。むぐ。おいひい」

「……良かったな」

「あたしのこの幸せをカヂリにわけてあげたいです」

　正面にはくすんだ町並みと、空にとろけそうなほど熟した夕陽が見える。それを一瞬だけ眺め、ブレイクサンは胸に手をあてて笑う。

「そうだ、あたし歌います。この感動をカヂリに届けます。題して『パンを食べておいしかったの歌』」

「……別にいらないけど」

「すう」

　カヂリの言葉を無視し、ブレイクサンは大きく息を吸いこむ。黄昏たそがれの空気はどこか落ち葉の匂においがして、肺に心地よかった。

　心に満ちた幸福が、カヂリを想おもう素直な気持ちが、音律になり歌詞になり、身体からだに溢あふれて止まらなくなる。

「――――ぐちゃっ♪」

　不意に、唇から歌が零こぼれる。

「ぐちゃっ♪　どちゃっ♪　げぶちゃっ♪」

　歌？――が零れる。

「食べないで。食べないで。食べないでぇぇ♪」

「待てブレ子、おまえパンの視点になってる。パンに感情移入してる。怖いから！　気持ち悪いから！　パンを食べた幸福がさっぱり伝わってこないから！」

「……あたし死ぬの？」

「帰ってこい！　パンの思考から帰ってこい！　ブレ子！」

　ぶんぶか左右に揺すられて、ブレイクサンはハッと我にかえる。どうも歌に夢中になると意識が飛ぶというか、かるい酩めい酊てい状態になってトリップしてしまう。

「……てへへっ、失敗失敗」

　こつん、と自分の頭を小突いてみる。

「前から思ってたけどおまえ歌の才能ねぇぞ」

「ノン、ノン、才能ないからって歌わない鳥はいないでしょう？」

　めげずにブレイクサンは笑う。

「歌いたいから歌うのです。嬉うれしい楽しい哀かなしい寂しい――感情を溜ためていると人間は破裂するに違いないのです。だから人間は喋しやべったり、文章を書いたり、歌ったりしてそれを発散するのです。でもあたしにはお喋りする相手がいないからもう歌うしかないのです」

　幼いころからずっとそうして、小鳥のように歌いつづけてきた。歌だけじゃ、なかなか気持ちは届かないけど、なんにもしないよりはずっとマシだと思う。

「あたしは世界を愛していますよ。生まれてきて良かったです。生きていて良かったです。あたしに命を与えてくれた、世界にはすごく感謝しています。……だからね、カヂリ、あたしは世界に歌を届けて――いつも感謝の気持ちを伝えているのですよ」

　すう――と息を吸い、ブレイクサンは高らかに歌う。

「迷子の迷子の子猫ちゃん～♪　うろちょろしてると食べちゃうぞ～♪」

「……世界もそんな歌を届けられたら戸惑うと思うけどな」
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　日が暮れるたびに不安になる。

　このまま永遠に朝がこなかったらどうしよう。あの忌いまわしい深く暗い森のなかのように、夢も希望も光もない世界になってしまったらどうしよう。

　肉にく山やまカヂリという妙な名前をつけられてしまった赤い髪の少年――否いな、少年に見える不死者は、どろどろとしてお化けのような闇やみに怯おびえてわずかに震える。

　今の生活が夢だったらどうしよう。

　あるいは、また裏切られ――半永久的に孤独に隔離されたらどうしよう。

「――それじゃ、おやすみなさい」

　町の神社で食事をしてから、暮れ方まで二人で散歩した。これは日課のようになっていて、そのあいだ、ブレイクサンはよく喋しやべった。

　色々なことを教わった。今は平成と呼ばれる世の中であること。この国は議院・内閣・裁判所の三権分立政治が行われていること。とくに戦争はしていないこと。そういった巨大な視点から見た物事はもちろん、商店街のお菓子屋で売っている餡あん蜜みつが絶品だとか、尻尾しつぽだけ黒い猫にはよくノミがついてるから撫なで撫なでしたら駄目とか、よくもまぁこんなに喋ることがあるものだというくらいに延々と彼女は語った。

　これまでずっと誰だれかと喋りたかったのに、その特異な能力ゆえに許されなかったからだろう、部屋に閉じこめられた思春期の少女のように、彼女はとりとめもなく溢あふれんばかりの言葉を唇にのせた。

　会話だけではなく、遊園地や動物園に連れていってくれたり、なけなしのお金で買ったらしいゲームを一緒にしてくれたり、本当に、毎日なんやかやとカヂリを引きずりまわしては様々なことを体験させてくれた。

　カヂリは戸惑うばかりで、そんなブレイクサンにあまり応こたえてあげられなかったけど、べつに不愉快なわけではなかった。

「……もう寝てしまいましたか、カヂリ？」

　午後の七時。日は暮れているものの寝るには早すぎる時間だが、家にいてもやることがないので暇を持て余す、という理由からブレイクサンには極端な早寝早起きの習慣があって、カヂリもそれに合わせていつも早めに床につく。

　部屋の電気を消してから、しばらくブレイクサンはカヂリにはわからない異国語で祈りを捧ささげていた。それについては尊敬も嘲ちよう笑しようもしない。祈りたければ祈ればいいし、歌いたければ歌えばいい。神様が砕けちったこの世界では、それらの歌や祈りが届くことはないだろうけど。

　それでブレイクサンの心が癒いやされるなら、とくに悪いことでもない。そばにいるのに彼女に何もしてあげられない自分より、祈られるだけの神さまのほうがよっぽど彼女を救えている。

「…………」

　カヂリは無視を決めこんだ。ひたすら眠っているふりをする。

　誰だれかと喋しやべることにはいまだに慣れない。長い長い独りぼっちの時間はカヂリから社交性というものを残らず奪っていた。

　狭い四畳半には布団が一枚だけ敷かれていて、ブレイクサンとカヂリは隣りあわせで眠っている。どうも彼女は自分を男ではなく犬や猫、良くてもただの子供だと思っている模様で、しばらくすると怪しげな歌詞の子守歌などを口ずさんでカヂリの頭を撫なでてきた。

「とろけて眠れ～♪　サクランボプリン～♪」

　よく意味がわからない。

　触れてくる他人の指先に、カヂリの身体からだは無意識に縮こまる。怖い。他人は怖い。

　暗いと、あの森を思いだす。自分を閉じこめた非道な連中のことも。

「たらふく眠れ～♪　サクランボプリン～♪」

　破局ポイズン。涙歌メロディアノイズ。最弱アルティメットシールド。

　それらが一人部屋の能力を畏おそれたのか、無理やりに自分を隔離した相手の名前だった。破局ポイズン――その大きな欠片かけらを受けついだブレイクサンも、いつまた彼らのように自分を疎うとんで遠ざけるかわからない。

　誰も信じられない。信じたくない。信じるとまた――。

　カヂリと名づけられた少年は、自分の周りの何もかもに怯おびえながら目を閉じる。

　ブレイクサンは、どうして自分に優しくしてくれるのだろう。何も見返りを求めず、ただ当たり前のように、こうして添い寝して子守歌を口ずさんでくれるのか。

　せめて――そう、悪意をもって触れきてくれたら、カヂリは何を怖がることもなく世界のすべてを恨めたのに。

　闇やみのなか、頭を撫でてくるブレイクサンの手つきは、ただ優しい。
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　気がついたら眠っていた。

　永遠を生きる不死者にとって、睡眠とは自分の意志でおこなえる趣味のようなものだ。睡眠とはそもそも起きているときに得た情報を整理したり、脳や身体を休養させるための時間だが、神の欠片で疲労を知らないこの肉体に休憩は必要ないし、情報の整理すらどういう原理か起きているうちに終了する。

　ただずっと眠らないでいるのも退屈だし、なにも考えないでいい、ただ穏やかに意識を失っていられる時間というのは――不死者にとって他に代えられない幸福なのだった。

　涙歌メロディアノイズ。破局ポイズン。最弱アルティメットシールド。

　三人の友に裏切られ、世界と関われないという呪のろいをかけられて深い森に隔離されたカヂリにとって、安らかな睡眠は身に馴な染じんだものだった。気が狂うような永遠の孤独をまぎらわせるために、カヂリはずっと忘れ去られた眠り姫のように眠りつづけていたのだ。

　普通なら、ずっとそのままだっただろう。

　御お伽とぎ噺ばなしのように不幸な人間が幸せになり、必ず悪が滅ぼされ、心の美しい少女がいつでも王子に見いだされるならば、世界はもっと穏やかだったはずだ。助けなんかくるわけがないと思っていた。期待も希望も摩滅して、カヂリは絶望の底にいた。

　そんな自分を、ブレイクサンが助けてくれた。

　――あたしは破局ポイズンです。

　彼女はカヂリを裏切った同胞の名前を口にして。

　――あなたが一人部屋ですね？

　忌いまわしい、世界が与えた自分の『役割』、その名前を呼んで。

　――あたしを、助けてください。

　一言、ぽつりとつぶやいたのだ。

　ブレイクサンがカヂリに何を求めたのか。願ったのか。彼女に外の世界につれだされて、こうしてもう数週間ほど一緒に暮らしているが、いまだによくわからない。何度か願いを叶かなえてやろうともちかけたのだが、彼女はこうしているだけで幸せと笑うだけで要領を得ない。

　一人部屋という大きな欠片かけらに宿った万能の力を求めて、いつでも他人はカヂリを頼ってきた。

　この世界を変えてほしい。

　自分を幸せにしてほしい。

　何度も何度も何度も何度も飽きもせず人々はそう願ってきた。

　否いな――人間だけではなく、自分の近くにいた者はすべて。あの破局ポイズンや涙歌メロディアノイズ、最弱アルティメットシールドといった超常の力をもつ連中も、幾度となく一人部屋に自分の望みを叶えさせた。

　それでいいと思った。それが自分の『役割』だ。カヂリは他人の夢を叶えることでこの場にいることが許される。それが自分の存在理由で、また存在意義でもあった。

　それなのに、ブレイクサンは何も願わない。

　……変な女、とカヂリは思う。

「――――」

　不意に目が醒さめた。それほど時間は経たっていないようで、、薄いアパートの壁越しに虫の鳴き声が聞こえてくる。カヂリはどうして自分が目覚めたのかと不思議に思う。何か危険を感じとったのか。よくわからない。

　ぼんやりとしたまま上体を起こす。

「……ブレ子？」

　ブレイクサンがいない。用でも足しているのかとトイレを見たが、そんな気配もない。すぐに意識がはっきりして、なんだか不安になってしまう。もしかして自分はまた暗くら闇やみに取り残されたのか――独りぼっちで。それは途方もなく恐ろしい想像だった。

「…………」

　カヂリはしばし無為に押し黙っていたが、やがて耐えがたい強迫観念が湧わいてきて慌てて立ちあがった。とにかく呑のん気きに寝てなんかいられない。ブレイクサンはどこに行ってしまったのだろう。自分を残して。

　布団はまだ温かいから、彼女が消えたのはそう遠い時間のことではない。

　結論し――カヂリは不安に任せて部屋を飛びだした。
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「――ねぇ、近ごろ私、変なのかもしれない」

「ミクは前から変だったと思うけど……」

「むしろようやく自覚したのかという感じなのだが」

「茶化さないでよマジで。私ゃ怒ると怖いっすよ。なんていうかさぁ、最近、妙に肌寒いというか――意味なく身体からだが震えたり、不安になって夜に飛び起きちゃったり」

「…………」

「なんだよ。なんで黙るんだよ、私がそういう思春期発言するのがそんなに不思議？」

「いや――それ、たぶんミクだけじゃないし」

「――マユ？　あれ、マユ？」

「どしたのレイさん。……あ、マユちゃんどこ行った？」

「いや私も捜してる。気がついたらいなかったし」

「…………マジ？」

「うわ。どういうこと？　神隠し？　なんか、やだ――」

「やだな。なんか近ごろ――すごい、やだ」

「くすくす」
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　当あて所どなく部屋を出たのはいいが、『天然ステルス機能』とブレイクサンが呼んだ誰にも気づかれない能力――それが邪魔をして、さっぱり気配が掴つかめない。目視で捜したもののそれにも限界があり、カヂリはちょっと歩いただけで途方に暮れてしまった。

　ぞんざいに束ねた赤い髪が犬の尻尾しつぽのように左右に揺れている。

「………がりっ、ゴリっ」

　苛いら々いらしてきて部屋から持ってきた犬用の玩具おもちやを囓かじる。どこで自分にこんな癖くせがついたのかはよくわからない。ただこうしていると落ちつくのは確かだった。町中では恥ずかしいからやめろとブレイクサンに止められているのだが、変なところで口うるさい彼女はいま行方不明だし。

「………ぺっ」

　噛かんで削った玩具おもちやの破片を薄暗い歩道に吐きだす。

「予想はしてたけど厄介だな、破局ポイズンの因果腐敗――ちぇ、ぜんぜん位置が掴つかめねぇ。どこ行きやがったブレ子のくせに」

　忌いま々いましげにつぶやいて、カヂリはひとまず商店街を歩く。時刻はよくわからない。まだ夜と呼ぶほど遅くはないようだ。あちこちの店はぽつぽつ店じまいをしていたが、居酒屋などは元気に営業しており、酔っぱらいがあちこちでたむろしていた。

　鼻のいいカヂリは彼らが漂わせる噎むせるような酒の匂においに眉まゆをひそめ、薄暗い、人気のない方向へどんどん道を折れていく。

「………んぉ？」

　しばらく歩くと、観かん音のん逆さか咲ざき高校の校舎が見えてきた。外見的には特に目立たない、少しだけ古ぼけた学校である。カヂリはこの町にきてから何度かブレイクサンに道案内されていたので、この学校のことも多少のことなら知っていた。

「学校か。こんな場所にいるわきゃねぇな」

　独りごち、きょろきょろ周囲を見まわしていると――気づいた。

　観音逆咲高校の校門、そこから出てくる集団がある。制服を着た、まだ年若い少女たちである。居残り勉強か、部活動か課外授業か――こんな遅くまで学校にいたらしい。対人恐怖症のきらいがあるカヂリは思わず校舎を囲む塀に張りついて身を隠してしまった。

「――――だよ」

「――ねぇ？　――――」

　何事か会話しながら進む彼女らは、気配を消したカヂリに気づかず通りすぎる。お喋しやべりに熱中しているのか、こちらに視線を向けもしない。

　深く溜ため息いきをつき、わずかに震える自分の身体からだを自分で抱きしめる。

「………くそっ、情けねぇ、震えんなよぉ身体……」

　信じていた友に裏切られ、何百年も孤独なまま隔離されたせいで、カヂリは他人に酷ひどく怯おびえるようになってしまった。近づいて、触れあって、裏切られるのが怖い。あのような無邪気な少女たちですら心の芯しんが挫くじけてしまうほど恐ろしいのだ。

　天地創造の能力をもつ、世界で最も神に近い存在。

　神の脳髄、一人部屋が――こんな臆おく病びよう者ものだなんて、笑い話にもなりはしない。

「………はっ、はぁっ」

　ブレイクサンがそばにいるときはまだいい。短い付きあいだが、カヂリにも彼女の性格が少しはわかってきていた。馬ば鹿かなのだ。他人を疑わないし、騙だまして利用しようという小知恵もない。ブレイクサンは自分を犬だ犬だと連呼するが、性格的には彼女のほうがよっぽど動物らしい。馬鹿で、無邪気で、おそらく何も考えていない。

　根本的なところでは、カヂリはまだ誰だれも信用できない。けれどブレイクサンのことは、少しだけ好きになりはじめている。まだ自分を陥れるつもりなのではないかという疑いは解けないが、だんだん警戒しつづけているのも阿あ呆ほらしくなってきたところである。

　けれど他の人間は怖い。一人っきりで、こうして人間の町を歩くだけで呼吸は乱れ、心拍数は跳ねあがり、冷や汗が首筋を伝っていく。

「はぁ――」

　情けない。自分は呆あきれるほどに弱くなってしまった。




「一人部屋を確認しました」




　…………。

　不意に、奇妙な声が真横から響いてきた。

「情報を更新いたします。一人部屋の現在位置、および現在の外見、および現在の欠片かけら保有量、および――」

　男性の裏声のような、女性の低声のような、特徴的な声音だった。真ま似ねしようとしても不可能なその声に――カヂリは聞き覚えがあった。

「てめぇ……は」

　そこに立っていたのは、普通の少女。

　観かん音のん逆さか咲ざき高校の制服。流行を取りいれた、けれど細かい部分で自分なりにおしゃれした髪型やアクセサリ。学生鞄かばんに革靴。町ですれちがっても特に気にはとめない平凡な外見。

　けれど少女の瞳ひとみは真っ赤に染まっていた。

　発光し、無感動にこちらを見つめるそれは昆虫の瞳。

「更新が完了いたしました」

　少女は淡々と、個人の性格や感情を匂におわせない口調で語る。

「８４３年と７ヶ月と11日と２時間と５分と２秒ぶりです。一人部屋。私たち――神じん蟲む天てん皇のうの利用方法を記憶していますか？　私には説明の義務があり、あなたには説明を求める権利があります」

「……久しぶりだな情報屋」

　カヂリは真しん摯しな表情でつぶやいた。対人恐怖の震えはない。こいつは人間じゃない。『感情』『自我』『性格』『意志』――あらゆる『個人』がないから、決して自分を裏切ることはない。機械のようなものだ。恐れる必要はない。

　彼女は風に髪をなびかせ、ただぼんやりと立っている

「情報屋――というのは私たちの役目のひとつであり、呼称としては不適切ですがねぇ。私のことは『蟲むし』、あるいは『羽蟲』、さもなければ『神蟲天皇』と本名でお呼びください」

「蟲、か。そうだったな」

　カヂリは腕を組み、口元から八重歯を露出させて皮肉げに笑った。彼女は神蟲天皇と呼ばれる存在の６６６分割された分身の一人、群れをなす端末――その一部分でしかない。

「てめぇらのことを完全に忘れてたぜ……。なんだ、てめぇ――情報屋に見つかったってことは、他の連中にもあの場所から脱出できたって伝わっちまうわけ？」

「『あの場所』ではわかりませんねぇ。具体的な地名をおねがいします。それに私たちは情報を売買しているわけではないので、情報屋という呼称はやはり不適切です」

　表情の欠落した顔で、蟲むしは静かに首を傾かしげる。

　カヂリはしばし考えていたが、隔離され幽閉されていたあの森の詳しい地名はよく知らなかった。頭を掻かき、あらためて蟲を睨にらみつけて言う。

「……あー、つまりなんだ、誰だれかが蟲――てめぇらをつかって俺おれのことを調べたら、俺がこの場所――学校の近くで蟲に目撃されたって事実が伝わっちまうのか？」

「はい。そうなりますねぇ」

　丁寧なのか無作法なのか、判然としない独特の口調で彼女は告げてくる。

「私たちは神の神経にして血管――感覚器官や消化器官に身体からだのことを尋ねられたら、自分が知るかぎりの事実を教えることしかできませんねぇ。それが私たちの『役割』だと――お忘れですか、一人部屋」

「…………」

　こいつは困った、とカヂリは思う。破局ポイズンはいいとして、最弱アルティメットシールドと涙歌メロディアノイズ――自分を裏切り、あの場所に隔離した連中が自分の脱出を知ったら、復ふく讐しゆうを恐れてこちらを攻撃してくるかもしれない。対人恐怖に加えて欠片かけらの力を長い幽閉で消費している今のカヂリが、あの連中とやりあっては勝てるかどうかわからない。ブレイクサンも能力を制御できていないようだし――戦力としては当てにならない。それにまだ彼女を完全に信用したわけでもない。

　独りで戦わなくてはいけない。ブレイクサンは――どこかそのへんで、好きな歌でもぴいちくぱあちく囀さえずっていればいいのだ。それがお似合いだ。

「………ん？」

　ブレイクサン。そうだ。

　行方不明の彼女のことも――この蟲を利用すれば見つけられるかもしれない。自分のことはこのさい置いておこう。後でなんらかの対策を講じればいい。今はとにかくブレイクサンを捜さなくては落ちつかない。

「蟲。破局ポイズンの現在位置はわかるか？」

「……お待ちください」

　そう、ブレイクサンは破局ポイズンと呼ばれる大きな欠片を受けついでいる。神の『役割』を七分割したそのうちの一つ。因果腐敗と因果歪わい曲きよくの能力をもつ――かつてバベルの塔を崩壊させ、世界中の人類を混乱の極みに叩たたき落とした恐ろしい欠片である。

　ただし、彼女はどうもその能力を制御できていない。というか全まつたく自分の意志では扱えていない。そのへんの理由はよくわからないのだが――とにかく、彼女は天然で能力を垂れ流しにしているだけでコントロールできていないから、見つけられる可能性も高い。

　やがて。

「神の伝達器官、破局ポイズンの現在位置が判明しました」

　紅あかい瞳ひとみを煌きらめかせ、蟲むしは静かにこちらを見てくる。

「ただし、破局ポイズンによる因果腐敗が発生しており、この情報の信頼性は著しく損なわれています。構いませんか？」

「…………」

　それは仕方がない。今はどんな情報でもほしい。

　ブレイクサン。自分を助け、これまで守ってくれた女性。彼女の身が危険にさらされているなら、助けてあげたいとカヂリは思う。

　恩返しを、しなくては。

「破局ポイズンの現在位置は――あちら」

　すう、と遠くに見える建物を指さし、蟲は淡々と告げてきた。

「因果腐敗により正確な位置が把握できません。以上で破局ポイズンの位置についての説明は終了いたします」

「待てよ。ほとんどわかんねぇよ。あっちって言われても」

　カヂリは食いさがったが、意味はない。蟲は自分が理解していることを隠しもせずに口にしているだけなのだ。どれだけ脅しても求めてもこれ以上の情報はない。

　そう思ったのだが――。

「――付加情報を伝えます」

　ぽつり、と蟲はカヂリを見つめてつぶやいた。

「破局ポイズンのそばに、もうひとつ、大きな欠片かけらが存在しています」

「なんだと……？」

　大きな欠片のひとつが、破局ポイズン――ブレイクサンのそばにいる？　一人部屋の自分はここにいるし、それが神じん蟲む天てん皇のうだったらわざわざ『大きな欠片』などと他人行儀に言わないだろう。すると誰だれだ、涙歌メロディアノイズか、最弱アルティメットシールドか、殺菌消毒か不快逆流か。

「涙歌メロディアノイズです」

　蟲は冷淡に――かつてカヂリを裏切った大きな欠片、そのひとつの名前を口にした。
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　髪を染めたことを怒られるかと思ったが、依頼人は興味がないのかそれを指摘すらしてこなかった。まぁ――たしかに、自分の役目に外見はあまり関係ない。いらない心配だった、とブレイクサンは吐息をもらす。

　夜がはじまる。長い長い夜が。

　同居人には恥ずかしくって喋しやべれなくて、秘密にしてしまった――自分の夜のお仕事がはじまる。

　飾り気のない服を脱ぎ捨て、デザイナーが発狂したとしか思えない華美で悪趣味なドレスに着替える。おしゃれというより悪魔崇拝者のそれにちかい化粧をして終わり。

　ブレイクサン＝ヘンゼルマインという女はここに消滅し。

　この瞬間から自分は人間ではない何か純粋なものになる。

「準備は終わったか？」

　控室に腰かけて、自分の出番を待っていると――不意に、部屋に用意されたＴＶが発光して声を放つ。依頼人はどうも顔をさらすのが嫌いらしい。ブレイクサンは彼か彼女かもわからない、自分を見いだしてくれたこの人物の本当の顔も声も知らない。

　あからさまな合成音声が、着替えを終えたブレイクサンに投げかけられる。

「今日も楽しませてもらうぞ、ブレイクサン＝ヘンゼルマイン」

「……はい。ジョーカーさん」

　ブレイクサンは和やかに笑い、颯さつ爽そうと立ちあがると控室の扉を蹴けり開けた。






第二奏

＜ラブソング＞は誰のもの？
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「一人部屋を知っているか？」




　近ごろ、町に通り魔がでるという。

　誰だれも殺さず、何も盗まず、ただ風のように現れては通行人を襲う――少女。

　どれだけ屈強な大人でも、町に名を馳はせた不良でも、ナイフで武装しようとも、何十人で挑もうとも、相手にもならないその通り魔は――。

　死なない程度に痛めつけた相手に、こんな不思議な言葉を残す。

「一人部屋を知っているか？」

　その質問に答えられた者はまだいない。
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「ぐりこちゃん～♪」

　うまくいかない。人生は難しい。生きるのは厄介だ。面倒くさい。何より歯がゆい。何もできない自分自身に嫌気がさしてしまう。

　眼がん球きゆう抉えぐり子こ、略してグリコは途方に暮れていた。

　以前、宇う佐さ川がわ鈴りん音ねの居候として一緒に暮らしていたアパート。ちょっとした地震で倒壊してしまいそうな古くて朽ちた建物の一室、グリコは腕を組み胡座あぐらをかき渋い顔で押し黙っていた。

　無表情の少女である。髪は特徴的な漆黒のオオカミヘア。銃口のように暗い瞳ひとみは無為に天井を睨にらみつけている。着ているのはラフなジーンズとやけに可愛かわいいイラストが印刷されたシャツで、どことなく『そこにあるものを着た』というぞんざいな感じがした。

　飾り気のない、質素な室内にはグリコの他に二人の人間がいた。

「ぐりこちゃん。ぐりこちゃん～♪」

　さっきからグリコの腰のあたりに抱きついて、ぐりこちゃんぐりこちゃんと鳴いているのは小柄な少女。薄く桃色がかった髪にリボンをあしらった、見る者が思わず和んでしまうような可愛らしい少女である。

　高校生くらいに見えるが、その表情はおかしいほどに無邪気で、幼児のようで――実際、彼女の言動も知性もほとんどが摩滅していた。

　以前、殺菌消毒という存在により殺害されたこの少女――宇佐川鈴音は、とある事情により生ける屍しかばね、肉人形と呼ばれる存在になってしまった。肉人形には自我がなく、知能もなく、ただ本能的に行動するだけで、そこには宇佐川鈴音という少女の面影すらなかった。

　現在、グリコはそんな彼女を元に戻すため、あらゆる奇跡を可能とするという究極の存在――一人部屋を捜していた。ただ世界は広く、手がかりは少なく、捜索からもう二週間が経たとうとしているが、いまだに一人部屋の発見には至っていなかった。

　むうう、と唸うなり、グリコはまとわりついてくる鈴りん音ねに小さく問いかける。

「鈴音。一人部屋を知っているか？」

「ひとーりーべ？」

　きょとんとする彼女に、グリコは長々と嘆息する。

「……グリコ、閣下に妙な言葉を教えるな」

　言葉とともに、部屋に備えつけの簡易キッチンで何やら煮ていた青年がこちらを振りかえる。金髪碧へき眼がんの、絵画に描かれたような美形である。ただしその顔色は悪い。これでも少しはマシになったのだが、ちょっと前まで無精髭ひげも剃そらず目元は落ちくぼみ病人のような顔をしていた。

　半年ほど、グリコは町を留守にしていて、その長い旅から帰ってくるとこのアパートに再び間借りさせてもらった。べつに野宿には慣れているのだが、彼を放ってはおけなかったし、鈴音のことも気になったのだ。

　形だけは以前のように、三人で仲良く。

　美び貌ぼうの青年――賢さか木き愚ぐ龍りゆうは、どことなく憮ぶ然ぜんとした表情でこちらを見下ろしてくる。

「それと、あまり閣下とべたべたするな。どうも閣下は貴様を愛らしいぬいぐるみか何かと思っているらしく、貴様がいないと『ぐりこちゃん？　ぐりこちゃん？』ってあちこち捜し始めるのだ」












「うるさいな。そんなの知るか」

　抱きついてくる鈴りん音ねの体温を感じつつ、グリコは半目になる。

「誰だれに懐こうが抱きつこうが鈴音の自由だろう。グリコはべつに迷惑じゃないし、グリコに抱きつくことで鈴音の何かが癒いやされるなら本望だ」

「…………」

　賢さか木きはわずかに眉まゆ尻じりを下げ、溜ため息いきをつくと何も言わずに作業に戻った。洗練された手つきで料理をつくっている。

『林りん檎ご』。ただそう呼ばれるもの――食べたものに不老不死の力を与える存在をこの三人はそれぞれ持っていて、普通、そうした不死者は食欲を失ってしまうものなのだが、賢木と鈴音はまだ林檎を得て日が浅いので食事を必要とする。

　しばし、沈黙が満ちて、不意に気づいたグリコは眉まゆをひそめた。

「賢木。やきもちか」

　真顔で問いかける。

「嫉しつ妬としているのか。グリコと鈴音が仲良くしていることに」

「…………」

　応こたえはない。図星のようだ。外見と違って案外に子供っぽい部分が多い男だ。

　グリコは笑い、ふと首を傾かしげ、背を向けている賢木に尋ねる。

「どっちに嫉妬したんだ。鈴音か、グリコか？」

「どうして私が閣下に嫉妬しなくてはならないのだ？」

　低くつぶやく賢木の声に、なぜだか一瞬――胸が痛んだが。

「……ん。すまない。変なことを聞いた」

　つんと目を逸そらして、畳の上に置かれた携帯電話に視線を向ける。ぶるぶる震えている。着信アリ。なぜだかこちらを睨にらんでいる鈴音を引っぺがして、グリコは携帯電話を手に取ると通話ボタンを押した。

　この不思議な機械の使い方を教えてくれたのも、鈴音。千年の時を生きて、空っぽになっていたグリコに、優しさをくれたのも――鈴音。

　グリコは鈴音を助けたい。ただそれだけ。他には何も望まない。

　たとえ鈴音が元通りになったとき、そこにグリコの居場所がなくても、グリコが死んでしまっても、構わない。寂しいけど。

「………誰だ？」

『美み名なよ。グリ坊や？』

「グリ坊やって言うな」

　聞こえてくる気け怠だるげな女性の声に、グリコは機嫌を損ねてしかめっ面になる。けれど相手はそんなこと毛ほども気にしない。

『神じん蟲む天てん皇のうの端末の一つを捕獲したわ』

　静かに、電話口の向こう――殺さい原ばら美み名なは極めて淡々と告げてきた。

『これから拷ごう問もんして一人部屋についての情報を引きだすから、そうね――あなた、今すぐ私の部屋まで来なさいな』

　二週間ぶりに、止まっていた時間が動きだそうとしていた。
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　殺原美名はグリコと同じアパートの三階に住んでいる。賢さか木きに電話の内容を告げ、そのままの服装で部屋を出たグリコは――ふと、階段を上ろうとしたところでアパートの正面に不審な人物を発見した。

「…………」

「…………」

　というか、もっと正確な表現をするならば、変態を発見した。

「…………ちがうの」

　弱々しく、硬直したグリコに声がかけられる。

「ちがうの。ちがうのっ」

　ぶんぶん首をふり、譫うわ言ごとのように否定の言葉を口にするのは小学生くらいの女の子だった。グリコは彼女に見覚えがある。

　短くまとめたツインテイルに、こまっしゃくれた、常に何か悪わる巧だくみをしていそうな表情。肩の位置から両腕が欠落しているということ以外は平凡な、そのへんで見かけそうな普通の女の子である。

　ただし彼女は首輪をしていた。

　首輪には丈夫そうな鎖が連結されており、その鎖はアパートの柱に繋つながれている。まるで犬だ。彼女――相あい沢ざわ梅うめは顔を真っ赤にして、ちょっとだけ身を仰のけぞらしたグリコに必死な顔で叫んできた。

「ちがうのっ、グリコさん信じて！　これは仕方がないことなの！　本当だよ、本当に――ていうかクルキヨがぜんぶ悪いからぁ、私はぜんぜんただの被害者でぇ……！」

　動揺しているのか支離滅裂な言葉を投げかけてくる、彼女は以前、この観かん音のん逆さか咲ざき町で十余人もの人間を殺害した手て長なが鬼おにと呼ばれる連続殺人犯で、林りん檎ごの保持者――不死者だが、現在はなんの因果かこうして変態刑事のペット扱いだった。

「…………」

　グリコは涙ぐむ彼女に歩みより、首を傾かしげて問いかけてみる。

「そういう、なんだ――グリコは詳しく知らないが、そういうのは、楽しいのか？」

「――きぃッ！」

　金属音のような怒号をあげて、梅は彼女の能力である『見えない腕』を飛ばしてくる。これは林檎の力で増幅された彼女の念力サイコキネシスであり、かるい大砲くらいの威力があった。

　ばごん、と慌てて飛びのいたグリコの立っていた位置が『拳こぶし』に抉えぐられる。

「……何をする。危ないな」

「うるさいっ、うるさいうるさいっ。私を馬ば鹿かにするなぁ！」

　何度も見えない腕を放ってくるから、グリコはそのたびに攻撃の位置を予想して避よけなくてはいけなかった。ばごん、どがん、と廊下や壁が粉砕されて欠片かけらが舞い散る。

　手て長なが鬼おにはぼろぼろ泣いていた。

「楽しくないよ。屈辱的だよ。死んじゃいたいよ。だけど仕方がないじゃない。クルキヨのそばでさ、普通に生きるんだったら、クルキヨの望みはできるだけ叶かなえてあげないと――。これが普通だって、ひとつの愛情表現だって、クルキヨが言うからぁ、私はそういうのあんまり知らないし……」

「……よくわからんが、なにかおまえ騙だまされてると思うぞ」

　素直な気持ちを言ってみる。それからちょっと疑問に思って、グリコは彼女に問いかけた。

「しかし――手長鬼、おまえ『見えない腕』が出せるんだろう？　飼われているのが嫌なら、そんな華きや奢しやな鎖くらい引きちぎってしまえばいいじゃないか」

「だから、うん、まぁ」

　何事か言いよどみ、梅うめは俯うつむいて首をふる。

「駄目なんだ。だってクルキヨは私に両腕おててが戻ったってことを知らないんだもん。私が両腕を出せる――手長鬼、化け物に戻ったって知ったら、きっとクルキヨに嫌われちゃうよ。だってクルキヨ、化け物は嫌いだもん」

「…………」

　その言葉は、少しだけグリコの心の柔らかい部分を突き刺したが、グリコは表情を変えなかった。自分は彼女とはちがう。化け物でいい。化け物の力がないと、鈴りん音ねを元に戻せない。

　首をふり、何か嫌な感覚を散らすと、グリコはまた梅を見つめた。

「……それよりも、手長鬼、おまえは藉ぜき口ぐち無なし法のりの手下だっただろう？　いいのか？　こんんな呑のん気きにしていて。この状況、今のおまえの行動は、藉口の意志に反しているんじゃないのか？　おまえがここにいることで、嘆なげ木きのやつに迷惑がかかるんじゃないか？」

「…………」

　手長鬼は眼を見開き、また大粒の涙をこぼす。梅は心で何か葛かつ藤とうしているらしく、肩は小刻みに震えていた。

　やがて呻うめくように、彼女はつぶやく。

「……でも嫌なんだもん。もう殺したくないんだもん。殺せなくなっちゃったんだもん。誰だれかを殺すより助けるほうが嬉うれしいって知っちゃった。ゼキくんが私にさせていたことが、すごく酷ひどいことだって知っちゃった。だから私はゼキくんのそばにいることが苦しくなっちゃったんだ」

　低く――掠かすれた声。それは迷子の声だった。

「クルキヨに迷惑がかかるのはわかるよ。でもどうしたらいいの？　だったらどうすればよかったの？　わからないよ、でもここにいたいんだよ。私、私――」

「ごめん手て長なが鬼おに」

　そっと、嗚お咽えつをあげる彼女の頭を撫なでて、グリコはつぶやく。

「いや――梅うめ、グリコが悪かった。おまえはまだ子供だものな。難しいことはわからないな」

「………馬ば鹿かにしてぇ」

　意地っぱりに梅は拗すねて、そんな彼女をグリコは一度だけ抱擁した。

「うん、ごめん。でも気持ちはわかるよ。グリコも同じようなものだから」

　それから離れ、微笑ほほえみかける。

「がんばれ、梅。おまえは幸せになれるといいな」

「……グリコさん？」

　きょとんとする梅に背を向けると、アパートの折れそうな鉄製階段をギシギシ鳴らして嘆なげ木き狂くる清きよがおりてきた。前髪で表情を隠し、よれよれの服を着た怪しい男である。彼は猫背の姿勢で幽霊のように音もなく移動して、やけに気安く二人に声をかけてきた。

「やぁやぁ、お待たせ梅ちゃん。……ん？　どうして泣いてるんです？　グリ坊やが泣かしたんですか？　いけませんねぇ、仲良くしなきゃ」

「グリ坊やって言うな。どいつもこいつも」

　むくれて、これからどこかに向かうらしい嘆木の肩を力強く叩たたく。

「それと、変態行為もほどほどにしておけよ、刑事。梅を不幸にすると眼球えぐっちゃうぞ」

「え。でもこれは愛情表現で。それに首輪でお散歩なんて初歩の初歩ですよ？」

「…………えぐる」

　小学生を毒どく牙がにかける変態刑事を、それから五分くらい眼がん球きゆう抉えぐり子こは追いかけまわした。
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　捕まえた嘆木を適度に成敗し、満足したグリコはアパートに戻って予定どおりに美み名なの部屋へと向かった。偶然なのか必然なのか、この古ぼけたアパートにはどうしてか林りん檎ごをめぐる出来事の関係者が多く集まっており、三階――錆さびついた階段を軋きしませて向かった先、『殺さい原ばら』と表札がかかった扉から顔を見せたのも普通の人間ではなかった。

「ちゅーっ♪　グリ坊や！　こんばんはっ、なのっ★」

「なんでみんなグリコをグリ坊やって呼ぶんだ？　誰だれだそんな間抜けな愛称を思いついたやつは？　いいかげん腹がたってきたぞ……」

　丸い耳の飾りがついた帽子をかぶり、室内なのに手袋を嵌はめ、くるくる変わる表情を満面の笑みにしている少女――彼女の名前は殺さい原ばら蜜みつ姫き。蜜姫は不快逆流と呼ばれる神の役割を七分割した『大きな欠片かけら』を受けついだ少女であり、無邪気な外見とは裏腹に拳こぶしで殴れば鉄板くらい凹へこませる。

　本来ならば相あい容いれない、グリコとは敵対関係といってもいい間柄の存在だったが、とある事情により現在は共同戦線を張っていた。

　短くまとめた三つ編みを揺らし、蜜姫は部屋の中に呼びかける。

「お姉ちゃぁん、グリのひとがきたのっ♪」

「あらグリのひと、よく来てくれたわね」

　にやにや笑いながら、座ざ椅い子すに腰をおろした女性がこちらに手をふった。純白の髪を一本の三つ編みにした彼女は殺原美み名なといって、蜜姫の姉であり、同じく殺菌消毒という『大きな欠片』を受けついだ人外の存在である。

　ただ、衣服や小物が散乱したなか、でれんと座卓に体重を預け、手には缶ビールを持ってくつろいでいる彼女からはそういう恐ろしげな雰囲気は伝わってこない。

　美名は赤ら顔でグリコを見つめ、しゃっくりをした。

「………ヒック」

「何を酔っぱらっているんだ不死者のくせに。アルコール効くのか？」

　言いながらグリコは靴を脱ぎ、散らかりすぎた空間に足を踏みいれる。美名も蜜姫も生活能力が壊滅しているので、ちょっと目を離すとすぐにこんな感じの部屋になってしまうらしかった。

　この姉妹はつい先日からこのアパートで暮らしており、美名は病院で看護師を、蜜姫は観かん音のん逆さか咲ざき高校で生徒をやっているらしい。壁には美名のものらしい白衣がハンガーで吊つるされている。

　制服姿の蜜姫が、にこにこ笑って座布団を渡してくれた。

「お姉ちゃんは真面目まじめさんだから、外そと面づらだけはやけに良いのっ♪　でもずっと緊張しつづけるのも大変なんだろうね、部屋に戻るとこんな感じにどこから見ても駄目人間になってしまうのっ★」

「誰だれが駄目人間よ。失礼ねぇ。ヒック。ほらグリ坊や、近くにきて、お酌しやくをしなさい」

「…………」

　こんなのに自分は片腕を吹っ飛ばされ、死ぬような目に遭わされ、親友と両親を殺されたのだと思うとグリコはかるく死にたくなる。溜ため息いきをつき、座布団に座ると制服姿のままお茶などを用意している蜜姫に視線を向ける。

「おい蜜姫、身体からだの調子は大丈夫か？　何か異変はないか？」

「うん。えへへっ、心配しなくてもボクは元気爆発なのっ♪」

　ガッツポーズをして、蜜姫は満開の笑みを見せる。そのお尻しりのあたりには『くるん』と巻いた尻尾しつぽの飾りが揺れている。

　彼女は先日――永遠研究所と呼ばれる悪夢の施設で起きた事件により、大きな欠片の力を使いきり、肉体の崩壊を起こしかけた。そんな彼女を救うため、美み名なが能力の一つ《固定霧ジャックジュエル》により蜜みつ姫きの時間を停止させたのだった。

　本来ならば、永遠にそのまま――毒林りん檎ごを食べた白雪姫のように蜜姫は停止しつづけるはずだった。だがそこに現れ、蜜姫の固定を解除し、さらに崩壊に至る彼女の肉体を元通りにした存在がいたのである。

　それが――一人部屋。天地創造の能力をもつ、世界で最も神に近い大きな欠片かけら。グリコたちはその存在を捜している。グリコは肉人形になってしまった鈴りん音ねを元に戻すため。美名たちは蜜姫の身体からだが本当に元通りになったのか確かめるために。

　己の目的を反はん芻すうし、グリコは美名を真剣な表情で見つめる。

「おい、殺菌消毒。へべれけに酔ってないで状況を説明しろ。神じん蟲む天てん皇のうの端末――『蟲むし』を捕獲したって？　何か新しい情報は得られたか？」

「……はいはい。慌てないで。やるべきことはちゃんとやるひとだから、私」

　蜜姫が運んできたお茶を口に含み、じゃっかん素面しらふに戻った美名は微笑ほほえんだ。だらしなく座ざ椅い子すに胡座あぐらをかいて、三つ編みをいじくりながら蜜姫を見る。

「姫、神蟲天皇の端末を」

「了解なのぉ」

　ばーん、と部屋の押し入れを開き、蜜姫が誇らしげに胸を張る。

　けれどそこには何もない。がらんとした、薄暗い空間が広がっているだけである。グリコは戸惑い、その場まで移動して、そこに丈夫そうな縄だけを発見する。

「………どういうことだ？」

「あら？」

　美名にも意外だったのか、不思議そうな顔でこちらを見てくる。それからグリコがちょっとだけ横に動き、空っぽの押し入れを示すと彼女は合点がいったというように頷うなずいた。

「あぁ、なるほど」

　ポンと手を叩たたき。

「拷ごう問もんのしすぎで『蟲』死んじゃったのね、『蟲』は化け物と同じで死ぬと空気に分解されて消えるから――あれを縛りあげていた縄だけが残った、と」

「………おい」

　グリコが非難めいた視線を向けると、美名は唇の端を歪ゆがめた。

「心配しないで。必要な情報は聞きだしているから。『蟲』を生かしておいたのは、『蟲』から直接あなたに喋しやべらせて情報の信頼性を高めるためだもの」

　まぁ座りなさい、と座布団を指さし、美名は軽やかに指を鳴らした。

「姫、例の資料を」

「お姉ちゃんはボクを便利に使いすぎなの。……ちょっと待ってね。うーむむむ」

　がさごそ、と散乱しているゴミだかなんだかの渦から紙切れを拾いあげ、蜜姫がこちらに歩みよってくる。

　そのまま座卓に置かれたその資料とやらにグリコは視線を向ける。パソコンか何かで調べた情報をプリントアウトしたものらしい。

「これは？」

　大きな建物の写真が写っているだけの紙だったので、何もわからずにグリコは美み名なを見る。彼女はお茶をズズズとすすり、目を細めてこちらを眺めてきた。

「結論から言って、一人部屋の足取りは掴つかめたわ」

「本当か!?」

　グリコは思わず快かい哉さいを叫ぶ。

「一人部屋はどこにいる？　この近くか!?　よし、今すぐにでも――」

「落ちつきなさい。あなたらしくない」

　身を乗りだしたグリコの額を指先で押し、美名は笑った。

「神じん蟲む天てん皇のうの端末――『蟲むし』を捕らえて情報をもらって、まぁ意味があるかどうか不明だったけど拷ごう問もんもして、ある程度は一人部屋の行動範囲を特定できたわ。姫、地図」

「あうぅ」

　お茶を飲もうと大きな手袋を嵌はめた指を伸ばしていた蜜みつ姫きは、また姉に言いつけられて立ちあがる。そしてまたそのへんに置いてあったプリントアウトした地図を持ってくる。最初からぜんぶ用意していればいいのに。段取りが悪い。

「一人部屋は意外とこの近くにいたわ」

　縮尺の大きい地図に赤いマジックペンを走らせて、美名がざっと範囲を円でかこんでくれる。グリコは地図があまり読めないのでよくわからないが、たしかにこの近所――というかグリコのいるアパートや観かん音のん逆さか咲ざき高校もしっかり範囲に含まれていた。

「彼がよく目撃されるのは、ここ、ここ、ここ」

　ペンで印をつけて、最後に彼女はとある建物に★印をつけた。

「特に――ここ。最近は毎晩のように姿を見せているらしいわ。それがこの建物ね」

　先ほどの資料とやらをペン先で示してくる。

「そこで彼が何をしているのかは不明。『蟲』から姿を隠していないことから考えて、別にやましいことはしていないと思うけど――ひとまず、これは重要な手がかりだわ。一人部屋が私たちの存在に気づいていない今のうちに、彼と接触、または捕獲して、私たちの目的を達成する。チャンスは一度きりでしょうね」

「…………」

　そうだ、自分たちに追われていることを知れば、一人部屋はきっと隠れるか逃げる。油断しているらしい今のうちに彼と接触し、肉人形となった鈴りん音ねを治療する方法を教えてもらわなくては。

　結論し、グリコは真剣な顔になる。

「今はまだ荒っぽいことはやめておこう。相手の心証を悪くしてしまえば協力してもらえなくなるかもしれないし」

「そうね……。ま、ひとまずは話しあいってことで。一人部屋の人格が善良なことを祈るわ。世界で最も神に近い大きな欠片かけら――神様は偏屈だって相場が決まっているけど」

　つぶやいて、美み名なはどこに隠し持っていたのか缶ビールを取りだすとグリコの湯飲みに注いできた。暗あん褐かつ色しよくの液体がお茶と混ざって溢あふれそうになる。

「……何をする、酔っぱらい」

「まぁまぁ、今日のところはこれまで。一人部屋と接触する作戦は明日からってことで、今はとりあえず目的達成が近づいたことを喜んで祝い酒と洒落しやれこみましょう」

「無礼講なのぉ★」

　蜜みつ姫きもいつのまにか立ちあがり、大量の缶ビールとおつまみを用意している。グリコはぽかんと口を開き、自分の湯飲みと完全に酔っている美名を交互に見て、困惑した。

「……なにを呑のん気きな。グリコはいい。今日はもう帰る。あるいは一人部屋との交渉が決裂して、グリコが殺されてしまうかもしれないから――鈴りん音ねと賢さか木きと一緒にいたい」

「あら。うふ。私のお酒が飲めないの？」

　立ちあがろうとするグリコの肩を酔っぱらいがわっしと掴つかむ。

「良いではないか、良いではないか、親しん睦ぼくを深めましょうよグリ坊や。なりゆきとはいえ共同戦線を張るんだから、お酒でも飲んで腹をわって話しこんで仲良くなりましょう」

「………むう」

　グリコはちょっとだけ説得されて、姿勢を戻すと湯飲みを掴んだが――やはりぶんぶん首をふった。

「いや。駄目だ。学校で、お酒は身体からだに悪いって」

「あら可愛かわいい。教師の言うことなんか聞くのねあなた。大丈夫よ、林りん檎ごの力で肝臓元気、お酒を飲んだくらいで身体に悪影響がでるものですか」

　そう言って、美名は皮肉げに嘲あざ笑わらった。

「あら？　あなた――もしかして、お酒を飲んだことがないの？」

　ぎくっ、とグリコが無表情をわずかに硬直させる。

「む」

「笑えるわね。まさか天下の眼がん球きゆう抉えぐり子こさまが、たかだか麦を発酵させただけの液体にこうまで怯おびえるだなんて。あら――可愛い。うふふ、あなたはやはりグリ坊やよ、いつまで経たっても大人になれない、ちんちくりんのお子様ね！」

「むう………！」

　あらんかぎりに罵ば倒とうしてくる美名にグリコは引きつり、ショックを受けた顔で唇を尖とがらせる。そんな二人の様子を見た蜜姫が「お姉ちゃんは相変わらず性格が悪いの」とつぶやいたがグリコは聞いていなかった。

「馬ば鹿かにするな！　殺菌消毒！　お酒くらいに怯えるものか！　いいだろう――飲んでやる、飲んでやるとも！　だがグリコはおまえのように醜く酔っぱらったりしないからな！」

　ぐい、と湯飲みを口に運び、グリコは不ま味ずそうに眉まゆをひそめた。

　お酒と茶が混じったものを飲みほし、そのまま湯飲みを座卓に置く。

「わぁ、がんばったわね。偉い偉い」

　ぱちぱち、と美み名なは感情をこめずに拍手をし、ハラハラしている蜜みつ姫きに視線を向ける。

「……姫、グリ坊や、飲み足りないみたいだからお代わりを注いであげなさい」

「え。でも――」

　蜜姫はなんだか困ったような顔をしたが、美名がうっとりするほど綺き麗れいに微笑ほほえむので黙る。

「あら。姫――私の言うことが聞けないの？」

「ひ、ひぃっ。グリ坊や、逃げるのっ。これはお姉ちゃんの狡こう猾かつな罠わななのっ」

　言いながらも、姉に逆らうのが怖いのか蜜姫は新しいビールのプルタブを外すと湯飲みに注いでくる。グリコは美名を挑戦的に睨にらみつけ、それを一気に飲みほした。

　味覚を活性化させてみたものの、あまり美お味いしいものではない。それに――なんだろう、身体からだが急に熱くなり、頭がどんどん重くなって、何も考えられなくなって。

「ふ。ふふ。うふふふ」

　美名が不気味に笑い、ぐわんぐわんと左右に揺れるグリコを面白そうに見てきた。

「……肉人形の火ひ乃のから、睡眠薬でグリ坊やを眠らせたことがあるって聞いてはいたけど――本当に、耐性のないものには弱いのね、グリ坊や。どう？　いい感じに何も考えられなくなってきたでしょう？　それが酔っぱらうということなのよ」












　真っ赤になっているグリコは、薄目を開いて揺れている。

「……ひゃにを、ぐりこは、ひょっぱらってにゃいよ」

「呂ろ律れつが怪しくなってきたわね。あら――本当に可愛かわいいわ。ぞくぞくしちゃう。あの眼がん球きゆう抉えぐり子こが、真っ赤になって酔っぱらって――」

　揺れているグリコの顎あごを掴つかみ、缶ビールを直接どばどば注ぎこんで美み名なが笑う。それはなんとも嗜し虐ぎやく的な、悪魔のような笑みだった。

「ほら、ほらぁ、もっとあなたの酔っぱらった顔を見せて。弱った、何も考えていない、可愛らしい顔を私に見せるのよ！　この私に！」

「あわ。あわわ」

　蜜みつ姫きが為なされるがままのグリコに手を伸ばして青くなる。

「お姉ちゃんの悪い癖くせがでたの。苛いじめっこ！　お姉ちゃんの苛めっこ！　やめるの！　グリ坊やが可か哀わい想そうなの！」

「邪魔をしないで――姫。私の邪魔をするやつは、姉妹だって手加減しないわよ？　……ほぉら、グリ坊や、もっと飲みなさい。遠慮しないでもいいの……！」

「うにゅう」

　美名に頭をがくがく揺すられ、完全に酔ったグリコは手をばたつかせて抵抗した。

「ひゃえ。うひゅらい。えひゅるよぉ」

「何を言っているかわからないわ」

「うぅ――」

　ばったん、とグリコはついに酔いつぶれて座卓に突っ伏してしまう。呑のん気きな、小動物のような顔で眠りこけている。平和な寝息が聞こえてくる。

「さて、と」

　それを確認し、美名は呆あきれかえっている蜜姫に視線を向けた。

「わかっているわね、姫。それでは打ちあわせどおり――眼球抉子が眠っているうちに、あれの準備を始めるわよ」

「………お姉ちゃんは悪魔なの」

　蜜姫が珍しく冷淡な顔でつぶやいたが、美名はむしろ嬉うれしそうに高笑いをした。
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「………ん」

　目覚めたら何か造花だの紅絹だので飾られたドレスを着ていたから、眼球抉子は自分がまだ夢を見ているのだと思った。奇妙に頭が重くって、思考もどこか曖あい昧まいで、自分の呼吸がたまらなく酒臭い。

「――お姉ちゃん、グリりんが起きたみたいなの」

　蜜姫の声が聞こえた。誰だれがグリりんだ馴なれ馴なれしい、とぼんやり考えて、グリコは不意に寒気のような感覚に襲われた。あれ、と思った。これ――夢じゃない？　ドレスの肌触りは生々しいし、蜜みつ姫きの声にも現実感があった。

　身体からだを揺する、細やかな震動。

　グリコの周囲は薄暗く、どこか軽薄な音楽がＢＧＭとして流れている。

　ここは――これは。

「グリりん、だいじょうぶ？　まだ酔っぱらってる？　肝臓の機能を活性化させてアルコールを分解するといいの。はい、酔いざましのお茶」

「…………」

　かいがいしく世話をしてくれる蜜姫が、どこにいるのかわからない。寝ころんでいる自分の手元にお茶のペットボトルが渡される。

「む………」

　言われたとおり血液を駆けめぐるアルコールを分解し、冷たいお茶をゆっくりゆっくり飲みこんだ。それから少し上体を起こし、周囲を見まわして、グリコはようやく自分が車に乗っていることに気づいた。

　どうやらレンタカーらしい、こぢんまりとした車だった。自分が寝ころんでいたのはその後部座席で、運転席には真剣な顔でハンドルを握る美み名な。そして助手席には心配そうな顔をしている蜜姫――という感じである。

　ここはどこだろう。どうして車に乗せられているのだろう。どこへ向かっているのだろう。自分はどうして寝ていたのか――様々な疑問が頭に浮かんだが、何よりも不思議なことがあったので最優先で尋ねてみた。

「……おいネズ公、どうしてグリコはこんな妙な服を着ているんだ？」

「ネズ公ってボクなの？」

　きょとんとして、丸耳帽子に巻き尻尾しつぽの蜜姫が目を丸くした。

「んー、どうしよっかな。ボク、うまく説明できるかわからないの。お姉ちゃん説明してくれない？」

「……運転中に話しかけないでちょうだい」

　美名はそっけない。手つきが微妙に怪しいし、車の運転に慣れていないのかもしれない。そんな美名も、蜜姫も、よくよく見ればグリコと同じように華やかなドレスなんぞをまとっていた。こんな安物のレンタカーで舞踏会に参加というのもアレだろうし、いったいぜんたい自分たちはなんでこんな奇き天て烈れつな服装をしているのか。

「ちゅ。じゃあ仕方ないの。ボクが説明してあげる」

　帽子や尻尾しつぽの飾り、それに大きな手袋が明らかにドレスから浮いている蜜姫が、難しい顔で語りはじめる。

「さっき、お酒を飲む前、大きな建物の写真を見せたの覚えてる？」

「あぁ――うん」

　まだ酒気が完全に消えていなくて記憶が曖あい昧まいだが、覚えている。一人部屋が毎晩のように姿を見せているという建物。頷うなずいてやると、蜜みつ姫きがつづきを説明してくれた。

「ちょっと調べたらね、そこで毎晩、ちょっぴり非合法なパーティみたいのが開催されてることがわかったの。賭と博ばくに暴力、あとエロいこと、そういう何でもアリのはちゃめちゃパーティなの」

「…………」

　そんな明らかに胡う散さんくさい催しが行われていると、こいつらはどうやって調べたのだろう。非合法というからには世間的には秘密にされているはずなのに。裏世界の住人を捕まえて拷ごう問もんでもしたのかもしれないが、詳しく聞くのも面倒なのでグリコはあえて突っこまなかった。

　ここで問題にするべきなのは。

「そのパーティに、一人部屋が毎晩のように参加していると？」

「そこは推測だけどね。他にあの建物で毎晩、行われていることなんかないし。可能性は高いと思うの。だからこうして扮ふん装そうして、そのパーティにこっそり潜りこんで、あわよくば一人部屋と接触しようっていうのが今日の目的なのっ★」

　にっこり笑う蜜姫に、グリコは自分が着せられたドレスを見つめる。

「しかし――潜りこむにしても、こんな服を着る必要があったのか？　屋根裏とかに忍びこんでこっそり観察すれば……」

「ん。それも考えたんだけどね、この建物、ぱっと見じゃわかりにくいけど死ぬほどセキュリティ完備されてるの。だから忍びこむのは無理かなって。欠片かけらの力で因果を曲げればパーティに参加することくらいはできるし、そっちのほうがずぅっと安全なの」

　美み名なと蜜姫が身体からだに宿した大きな欠片、そしてグリコに不死を与えた林りん檎ごと呼ばれる小さな欠片――それらには、因果を捻ねじまげ、奇跡をおこす力がある。戸籍や身分証明がなくても学校などに入学できるし、グリコは試したことはないが、こういうパーティにも堂々と参加できるのだろう。

　考えていると、美名が前方をしっかり見据えながら微笑ほほえんだ。

「ま。観念なさいな。あなたが絶対に嫌がると思ったから眠ってるうちに着替えさせたけど、本格的なパーティに私服で混ざると目立つからね、仕方なかったのよ」

「だいじょうぶ、だいじょうぶ、グリりん似合っているの♪　ちゅう、可愛かわいいのっ★」

「…………」

　グリコは眉まゆをひそめ、とても動きにくいこの衣装を眺める。手足が不自由で、もしも戦闘になったらちょっと厄介だな――と考え、溜ため息いきをつく。

　相変わらず自分は普通の女の子のような思考ができない。

　それでもいい。構わない。化け物に戻ると決めたのだから。

　可愛さなどいらない。女の子として扱われたいなんて思ったことはない。

「…………」

　どうしてか胸が痛んだ。自分が何か大切なものを知らないうちに落としていたような喪失感がある。

　首をふる。

「……で、グリコはそのパーティとやらで一人部屋を捜せばいいのか？　たしか――赤い髪で、八重歯の目立つ男の子だったはずだよな？」

「ん。タッチとミッタの目撃証言が正しければね。でも伝聞だし確実じゃないから、気配とか殺気とか、色々に注意しておく必要があるの。ボクは一人部屋が現れたとき『固定』から解除されたばっかりで、いまいち記憶が曖あい昧まいだし……」

　タッチというのは黒くろ木き竜たつゑえで、ミッタというのは貴たか御み門かど御み貴たか。先日の事件で――蜜みつ姫きを助けるために協力した少女と少年だ。二人は今のところ以前の生活を取りもどし、それなりに幸せな日々を送っているという。戦力的にはあまり頼りにならないし、なるべく巻きこみたくないから、一人部屋の捜索には参加してもらっていない。

　ともあれ、だいたいの事情は理解できた。

「わかった。そんなに危ない話じゃないな。とにかく一人部屋を捜して見つければいいわけだ」

「……油断は禁物よ。眼がん球きゆう抉えぐり子こ」

　美み名なが静かに、嫌な名前を口にする。

「この建物を管理しているのはあの忌いまわしい永遠研究所――その運営をしていた賢さか木き財閥なんだから」
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　夜な夜な極秘のパーティが開かれる、ホテルも兼ねた巨大な高層ビル。賢木財閥が世界各国に無数にもつ物件のひとつだが、さすがに内装にも歩く人々にも気品と高貴さが感じられる。

　もっとも、この場所からはそんなものろくに見えないが。

「んーっ、んーっ、んーっ」

　唸うなり声と、ゴリゴリッという聞き苦しい音が響く狭い通気ダクト。

　人間が快適に過ごせる広さではない、かろうじて子供ならば寝ころべるというくらいの狭苦しい空間に、一人の少年が気け怠だるげに寝ころんでいる。その口元から彼が先ほどから囓かじりつづけていた物体が転がり、ごとん、と音をたてて顔の横に落ちた。

「……ぺっぺっ。んー、駄目だこりゃ、硬いし不ま味ずいし、最悪。せっかく見つけたのに――くっそう、手て頃ごろな大きさだから噛かみやすいかなぁと思ったのになぁ、この林りん檎ご」

　純金製なのか、見事な光沢をもった林檎の置物である。今は唾だ液えきに汚れ、恐ろしいことに歯形まで付けられているが、ちゃんと元通りにして然しかるべき場所で売れば高値がつきそうだった。御お伽とぎ噺ばなしにある手に触れたものを黄金に変えるという王様が、戯れに触れた林檎――そんな感じの、やけに生々しい造形をしている。

　こうして屋根裏や通気ダクト、建築上の無駄な空間デッドスペースを忍者のように徘はい徊かいするうちに、偶然に発見したのだった。何やら厳重に隠されていたので好奇心が刺激され、色々と技術や能力を駆使して手にいれたのだが、どうもただの置物らしい。誰だれかの隠し財産だろうか？　お金にはなりそうだがカヂリの興味の範はん疇ちゆう外がいだ。

「仕方ねぇ。ま――せっかく拾ったんだし、あとでブレ子にでもやろう。あいつ貧乏だし、売れば生活費の足しくらいにゃなるだろ」

　薄暗いなか、不思議な光沢のある林りん檎ごを少年は眺める。

「ん――」

　何か文字が刻まれている。

　Ｌ。Ｏ。Ｖ。Ｅ。Ｓ。Ｏ。Ｎ。Ｇ。

　眉まゆをひそめ、それを読解しようと努力してみたが、すぐに面倒になった。

「わからん。日本語もよくわからんことが多いのにこんなん読めるか」

　適当にシャツで林檎を拭ふき、少年は欠伸あくびをした。すると生意気そうな八重歯が口元に覗のぞく。持っていた紐ひもで首からぶら下げると、胸元に押しこめる。それっきり林檎のことは忘れてしまった。

「……ん？　なんか珍しいやつがいるっぽいな」

　肉にく山やまカヂリという妙な名前をつけられ、老朽化したアパートで外国人の女性――ブレイクサン＝ヘンゼルマインと同居している少年は、そうして表情を引き締める。

　特徴的な赤い髪に、どこか不機嫌そうな顔。着ている服はサイズの合っていないＴシャツにズボン。首には十字架のようなナイフのような飾りを下げており、それだけが野暮ったい服装から異様に浮いていた。

「殺菌消毒に――こりゃ、不快逆流か？」

　八重歯を覗かせ、小動物が威い嚇かくするように低く唸うなる。

「それと――」

　その表情が、一瞬だけ怪訝そうに曇る。

「こいつぁなんだ？」

　殺菌消毒。不快逆流。そう呼称される大きな欠片かけら――彼らの存在感は見逃せないほどに大きい。目的はなんだろう。自分か、ブレイクサンか、あるいはこの建物のどこかにいるかもしれない涙歌メロディアノイズか――とにかく。

「大きな欠片じゃねぇな。けど変だ、強すぎる。なんだ――こいつ」

　二つの大きな欠片のそばに、奇妙な気配が存在している。どうやら大きな欠片ではないようだし――肉体変化で擬態している最弱アルティメットシールドや、神じん蟲む天てん皇のうの端末というわけでもなさそうだ。彼らはいくら外見を取り繕おうと気配はそれほど変わらない。

　興味をそそられ、カヂリはおもむろに首から下げた十字架を掴つかむ。

　周囲は暗くら闇やみ。何も見えない、何も感じない虚無のごとき空間。穢けがれた空気が忙しく通過するダクトに寝転がったまま、獣のように周囲を警戒する。

　以前、ブレイクサンが夕方に行方不明になってから、よくよく注意してみると彼女は毎晩のように外出していることがわかった。否いな――夕方だけでなく朝方や昼間、深夜など時刻を問わず、そういえば行き先を告げずに姿を消すことがたびたびあった。

　ブレイクサンは隠し事をするような性格ではないし、これまで大抵のことはカヂリに教えてくれたからこそ、彼女のそうした不審な動きはカヂリを疑心暗鬼にさせた。

「…………」

　また裏切られるのではないか。騙だまされて、酷ひどい目に遭わされるのではないか。ブレイクサンが自分を陥れるとは考えにくい。彼女は良いやつである。けれど、何百年も深い森の奥に隔離されたという経験が、カヂリをどうしようもなく不安にさせてしまった。

　しばらくは我慢した。何食わぬ顔でブレイクサンと平和な日々をすごした。けれど次第に耐えられなくなり、カヂリはとうとう彼女の後を尾行してしまった。

　辿たどりついたのがこの建物だ。毎回、彼女がカヂリに黙って向かう先はこの高層ビル。どんな目的で建てられた、世間的にどう認知されている建物なのかは知らない。ただブレイクサンがここで何をしているのか、近くにいるという涙歌メロディアノイズとは関わっているのか、それらを知るためにカヂリはこうして調べている。

　自分を助けだしてくれたブレイクサンを信用していない、嫌な行為をしているという自覚はある。けれど怖いのだ。裏切られるのは。今度また誰だれかに騙されたら、自分の精神はきっと耐えられずに壊れてしまう。

「よっと」

　軽い掛け声とともに、カヂリは先端が尖とがったナイフのごとき十字架を自分の手の甲に突き刺した。躊躇ためらいもなく。

　すると嘘うそのように血ち飛沫しぶきがあがり、ずる――ぅ、と、それらは意志をもって通気ダクトを這はっていく。蛇や奇妙な虫の群れのみたいに、ざわざわ、ずるずる。

　そのまま蠢うごめくカヂリの体液は建物のあちこちに移動して、様々な情報をカヂリにもたらしてくれる。気温。湿度。空気に含まれる匂においなどなど。それらに加えて視覚的な情報――歩きまわり、何やら談笑している紳士や貴婦人。次々と運ばれる料理。この建物で毎晩のように開かれているパーティの様子。

　カヂリの血液はやがて目的の人物、こっそりと紛れこんだ人外――大きな欠片かけらたちを発見する。純白の髪を三つ編みにした美しい女性。小柄で華きや奢しやな、まだ幼い印象を残す不思議な帽子をかぶった少女。そして。

「……俺おれの部屋へようこそ」

　静かに、感情をこめずカヂリはつぶやく。

「殺菌消毒。不快逆流。それと――」

　まるで目の前にいる相手に話しかけるように、気軽な笑みを浮かべて問う。

「てめぇはいったい誰だよ？」

　オオカミヘアの少女が、まるでカヂリに気づいたかのようにぴくりと顔をあげた。
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「…………」

　誰だれかに呼ばれた気がして、眼がん球きゆう抉えぐり子こはふと顔をあげた。しばらく気配を探ったり、物音に耳を澄ませたりしてみたが、よくわからない。まだ酔いが残っているのかもしれない。

　何度か無為に瞬まばたきをして、パーティ会場に視線を戻す。

　豪ごう華か絢けん爛らん。そんな言葉が似合う催しだった。なんの意味があるのかグリコにはいまいちわからない、華美な装飾、派手な音楽、攻撃的な演出。集まった人々はどんな素性をもっているのか、ＴＶで見たような芸能人もいれば、新聞で報道されていた宗教家もいたりして取りとめがない。

　とにかく何か普通ではない人々が、普通ではない刺激を求めて集まった感じがした。彼らの表情には一様にどこか常軌を逸いつした笑顔が浮かんでおり、財界や政界の趨すう勢せいを世間話のように語りあっている。

　なんだか居心地の悪いところだった。

　広い空間である。床には絨じゆう毯たんが敷きつめられ、あちこちに立食形式の机と料理が置かれている。語らっているのは正装をした男女で、身なりにどこか気品がある。

　入口から見て正面には舞台があって、その近くの人気のない位置にこっそりグリコたち三人は立っている。何を食べるでなく、喋しやべるでなく、場違いな世界に混ざりこんでしまったという自覚をもちながら。

「エロ、グロ、ナンセンス」

　舞台の上で鮮やかな光と音に演出され、ぼんやりしている『怪異！　蛙かえる男おとこ！』と紹介されているただ肘ひじや膝ひざの関節が二つあるだけの男を眺めつつ、美み名なが呆あきれたようにつぶやいた。

「変態たちの変態的な催しものだって聞いていたから、ちょっとは期待していたのだけど――まぁ、現実にはこんなものよね。ぜんぜん大したことがないわ」

「……おまえから見ればそうだろうな。グリコはこれでも充分に気分悪いぞ」

　グリコは適当に応こたえる。肉人形というグロテスクな化け物たちにグリコを追いかけまわさせた美名にとっては、こんな普通のショーでは満足できないらしい。まぁ普通といってもこのように人間を見せ物にするのは立派な犯罪なのだが。

　舞台では入れかわり立ちかわり、様々な不思議人間フリークスが紹介されている。人魚だとか犬男だとか鬼だとか呼ばれる、人権団体が見たらテロでも仕掛けそうなほど人間としての尊厳を奪われた人々が。

　普通と異形の違いはどこなのだろう。普通の人間しか、この世界では幸せになれないのだろうか。そんなことはないと優しいひとたちがグリコに教えてくれたけど、こんな光景を見ているとグリコはまた不安になってしまう。

　失われた右腕になぜだか幻覚の痛みを感じて、眉まゆをひそめていると――不意に、歌が聞こえた。

「～♪」

　涼しげな、どこにでもある歌だった。

　舞台を見上げる。いつのまにか先ほどのショーは終了していたらしく、どこかで見たような歌手が喉のどをふるわせて歌っていた。どこで見たのだったか。ＴＶか何かかもしれない。

　グリコには歌というものがよくわからない。歌ったことはないし、たまに聞いても何か気持ちよくなるわけでもない。静かにしているのが好きだ。歌はうるさいので嫌いだった。

　煌きらびやかなドレスに飾りたてられ、内容のない薄っぺらい歌を口ずさんでいる女性――それを見上げて、なんだか不機嫌になる。愛とか恋とか、喧やかましい。

「……歌は嫌いだ」

「あら奇遇ね。同感だわ。私も嫌い」

　一人部屋を捜しているのか、怪しまれない程度に周囲を見まわしていた美み名なが応こたえた。蜜みつ姫きが「ボクは好きっ★」と叫んだが綺き麗れいに無視された。

　美名は遠い目をして吐き捨てるようにつぶやく。

「小学生くらいのころ、学校の授業で無理やり歌わされてね。こちとら歌いたくなんてないのに、歌って主張したいほどの思想も感情もないっていうのに、ほら歌いなさい歌わないのは悪い子ですって叱しかられてねあぁ思いだしただけでも腹がたつ」

「そもそも、なんで歌なんかあるんだ？　楽器もそうだけど」

　グリコは真顔になって溜ため息いきをつく。

「うるさいだけだろう。考え事をしているときとか、横からガチャガチャ音楽を鳴らされたら邪魔だし。町を歩いても店に入ってもうるさく歌が流れているから落ちつかない。気持ちを伝えるなら、言葉があればいいだろう。歌じゃ届かない」

　低く、馬ば鹿かにするように言うと――不意に。




「……そんなことはないのです」




　声が聞こえた。どこかの誰だれかの歌に紛れて、楽しそうな女性の声が。

「――――？」

　驚いてグリコはそちらを見る。気配がなかった。まったく、欠片かけらほども存在を知覚できなかった。いきなり空気から染みだしてきたみたいに、すぐそばにいた女性を感知できなかったのである。

　舞台の上だった。グリコたちのすぐ近く。壇に腰かけ、足をぶらぶらさせて一人の女性が微笑ほほえんでいる。不思議なことに、声を嗄からして愛だの恋だの叫んでいる歌手も、グリコたち三人以外の一般人たちも、どうやら彼女に気づいていないのだ。

　幽霊のように察知されない彼女は、それこそ歌うように軽やかな調子で語る。

「聖書において、神様がバベルの塔を破壊して、人々の言語を英語だの日本語だの独逸ドイツ語だの――不統一ばらばらにしてしまってから、人間は互いにわかりあえなくなってしまいました。でもそれ以前、バベルの塔の崩壊以前は――人々は共通の言語を語り、互いにわかりあって愛しあって生きていたといいます」

　にっこり笑って、女性は両手を広げる。

「その言語って、どんなものだったと思います？　あたし、ずぅっと不思議だったんです。でも――たぶん、それって、きっと歌だったんじゃないかって」

　濃厚な緑色に染めた長い髪を、頭の左右で二つにまとめた女性だった。その髪はふわふわとカールして寝ね癖ぐせみたいな感じ。毒々しい色の衣装を着ていて、どこか胡う散さんくさいというか奇き天て烈れつな印象だった。

　右目の下に涙のシールを貼はっている。

　肩からさげたエレキギターにもキャラクターものの可愛かわいいシールがべたべた貼られている。

　彼女は夢見るように、不思議な色の瞳ひとみを揺らめかせた。

「原始の昔、歌で互いに通じあっていた――その記憶が、あたしたちを今日も歌わせているのではないかと思うのです。あのころの信頼を、一体感を、取りもどしたいがために、あたしたちは誰だれに強制されるわけでもなく歌いたがり歌を聞きたがるんじゃないかって」

　ぎゅいん、と背後で演奏されている歌を無視して荒っぽく弦を引き。












「だって歌って、愛とか恋とか、友情とか、相手に好かれたい相手が好き世界が好き大好きっていうラヴソングばかりでしょう？　歌は世界の共通語――バベルの塔が崩れる以前、あたしたちを繋つないでくれた究極の統一言語なのですよ。――大好き♪」

　不意に、甲高くエレキギターをかき鳴らし、彼女は驚くほどに透明な声で叫んだ。

「大好き♪」

　瞬間。空気が一変した。

　どこか禍まが々まがしい雰囲気だったパーティ会場――きっと殺伐とした裏世界で生きている住人たちばかりが集まったこの空間に、一方的に気が抜けるほどの朗ほがらかな声で彼女は。

　歌った。

「大好きぃ♪　大好きぃぃ♪　だぁい好きぃぃぃいい♪」

　電撃のように声が走りぬける。それは信じがたい体験だった。

　世界が凍った。誰だれもが硬直した。魔法みたいに一斉にこの場の誰もが歌う彼女を認識し――同時に、その声に否いや応おうなしに引きこまれていった。

　単語だけの歌詞だった。音階も何も関係ない。でたらめに叫んでいるようにしか思えなかった。それでも心が震えた。なんだこれは。

　すぐに彼女の歌は言語ですらなくなり――。

「あぅあらららぇええええあああぅいぅららぁああああ♪」

　音ですら、なくなった。




「♪♪♪♪♪♪!!」




　その刹せつ那なの感動を――なんと表現すればいいだろう。

　それは、きっと本物だった。世界中の人々が、求め、表現したいと願い、それでもバベルの塔の崩壊とともに失われてしまった世界の誰にも共通に届く原始の言語。歌。愛の歌。思想を、感情を、そのままダイレクトにぶつける純粋な言語だった。

　グリコは瞠どう目もくし、美み名なも蜜みつ姫きも絶句して、周囲の紳士も貴婦人も一人の例外なく棒立ちになり、舞台の中央にいる歌手すらも恥じいるように押し黙っている。

「♪♪♪♪!!」

「あ――――」

　不思議なことに、涙がこぼれた。熱い液体が頬ほおを伝い、顎あごに流れて落ちていく。泣いている？　どうして？　グリコは首を傾かしげてしまう。

　愛されたい、満たされたい、もう寂しいのは嫌だという――弱い、グリコの弱い部分を、名も知らぬ彼女の歌が埋めていってくれる。

　大好き、その無む垢くな気持ちをそのまま伝えられて。

「♪♪♪♪♪♪♪♪♪!!」

　ぎゅいん、ぎょん、と弦が鳴る。

　心が抉えぐられたようで、骨が砕けてしまったようで、腰が抜け――グリコはへたりこんでしまった。なぜか涙が止まらなかった。生まれてはじめて誰だれかに好きと言われた気がした。
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　歌は誰のものでもないから、歌を歌うのに権利なんか必要ないとブレイクサンは思う。誰でも歌いたいなら歌えばいいのだ。ブレイクサンも歌いたいから歌う。

　まだ子供だったころ、おまえには迷惑をかけると泣きながら父が消えた。たくさんの母と、たくさんの妹と弟と、たくさんの愛情をブレイクサンにくれた父だった。彼の正体はよくわからない。けれど彼の消失は確実にブレイクサンの人生を変えたのだ。

　その日からブレイクサンは誰とも関われないという呪のろいに罹り患かんしてしまい、父や世界を何度も恨んだ。

　寂しい。

　どうして、自分は誰とも仲良くできない。

　耐えられなくなったら街角で歌った。どうせ誰からも気づかれないと思えば羞しゆう恥ち心しんなど消えた。とにかく誰かに気づいてほしいと、精一杯の気持ちをこめた。

　誰かの心に自分の気持ちが届いてほしい。多くは望んでいない。ただ自分を見て、なんでもない話を聞いてくれるだけで充分だった。

　不思議なことに、歌っているときだけは、他人が自分に注目してくれた。

　後にカヂリが説明してくれたことによると、歌っているときだけ、ブレイクサンはいつも垂れ流しになっている能力を制御でき、誰かと因果を繋つなぐことができるらしい。どうして歌っているときだけなのか、そもそも因果とは何なのか、それはよくわからないが――たぶん、そのときいちばん誰かと繋がりたいとブレイクサン自身は思っている。

　寂しい。誰かと喋しやべりたい。親しく付きあいたい。友達がほしい。恋人がほしい。家族がほしい。人間は、決して独りでは生きられない。身体的にも心情的にも。そういう生き物なのだ。

　だから、ブレイクサンは遮しや二に無む二にに歌いつづけた。仲間を捜して囀さえずりつづける孤独な小鳥みたいに、誰かに届け、心に響け、と声をはりあげて。

「おまえ、なかなか良い。本物の歌を聞いたのは生まれて初めてだ」

　いつのまにか〝魔女王国キャンデイーキングダム〟という名前を誰かからつけられて、半ば路上のミュージシャンたちの伝説となりかけていたブレイクサンは、ある日、どこからか片言な声で喋りかけられた。

「惜しむらくは――その奇跡に、おまえ自身が気づいていないことだな。魔女よ、もっと自分の力を有意義に使いたくはないか？」

　ジョーカーと名乗ったその存在は、姿を見せずに幽霊のごとく笑い声のみを響かせた。
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　万雷の拍手が耳じ朶だをうつ。集まった観衆は狂ったように手を叩たたき、嬌きよう声せいをあげ、幼い子供みたいに感動を隠しもせず全身で表現していた。男も女も、社会的な地位も権威も関係なく、生の人間としてその歌に打ちふるえていた。

　グリコも例外ではなく、床にへたりこんだまま動けない。見ると蜜みつ姫きも放心し、だらんと両手を下げている。美み名なは――。

「――――ぐう」

　激情が支配したこの空間で、唯一、美名は忌いま々いましげな表情をしていた。それが不思議で、グリコも怪け訝げんな顔になる。どうして――そんな怖い顔を。

「この力、心を、因果を無理やり繋つなぐような――聞いたことがあるわ。それにどうして今まで気づかなかったの？　こんな大きな欠片かけらの気配に――」

　鋭く、美名が叫ぶ。

「……破局ポイズン！」

「え――」

　すると壇上で足をぶらぶらさせていた女は、不意に怯おびえるように表情を変えた。

「どうして」

　小さく告げられる問いかけに、美名が我が意を得たりという顔で跳躍した。彼女の着ている純白のドレスが蝶ちようの羽のように広がる。観客が騒ぎ、グリコもまた驚いて起きあがった。美名はそのまま野獣の動きで緑の髪の女に掴つかみかかる。

「一人部屋は破局ポイズンを捜していた――あなた、一人部屋を知っているわね!?」

「――――」

　その単語に、どこか呑のん気きだった女の表情が凍る。

　グリコも眼を見開き、再度、舞台の上を注視して考えを巡らせた。

　破局ポイズン？　それは――たしか、美名や蜜姫と同じ大きな欠片。するとなんだ、さっきの綺き麗れいな歌声も何かの能力？　悪意や敵意は感じなかったが――。

　そして破局ポイズンといえば、美名の言うとおり、一人部屋が捜しているという正体不明の大きな欠片。まさか一人部屋を捜していて、先にそちらを見つけることになるなんて。

「ひ、ひいぃっ」

　女性は情けなく悲鳴をあげて頭を抱える。グリコが戸惑っているうちに美名の指先が届いたのだ。そのまま美名は強引に彼女の胸ぐらを掴みあげたが――。

　瞬間。

　どかん、と炸さく裂れつ音がした。音源を察してグリコは天井を見る。

「なっ――」

　粉ふん塵じんを舞わせ、瓦が礫れきを散らし、真紅の色をもつ何かが彗すい星せいのごとく飛びだしてくる。

「美み名なっ、危ない！」

　グリコが呼びかけると、美名は片かた眉まゆだけを吊つりあげて舌打ちした。咄とつ嗟さに回避しようとしたようだが、反応が間にあわない。天井を突き破って飛来した何かの直撃を受けて吹っ飛ばされる。

「お姉ちゃん！」

　舞台をごろごろ転がる美名を見つめ、蜜みつ姫きが絶叫をあげて跳びあがった。そんな彼女も――怒りを目に宿して上体を起こした美名も、もちろんグリコも、同時に絶句した。

　それは美名から助けだされ、放心している女も同様のようで。

「カヂリ……？」

　知らない言葉を口にすると、かくりと首を傾かしげた。その意味なく首を傾げる動作にグリコは見覚えがある気がしたが、いまいち思いだせない。

「ん」

　それよりも――。

「大丈夫かよ、ブレ子」

　八重歯を覗のぞかせ微笑ほほえんで、そんなことを言っているのは――真紅の髪の少年だった。右手に十字架を握り、なぜだか掌てのひらに出血している。そこから零こぼれた血液が十字架を彩り――不気味に紅あかく光らせている。

　こいつは。

「ブレ子ではありません」

　のほほんと訂正する女性に、少年は嫌そうな顔をした。そして溜ため息いきをつき、硬直している三人を順番に見てくる。

「いいから、逃げるぞ。ガチで戦ったら一人部屋の俺おれと破局ポイズンのおまえじゃ断罪係の殺菌消毒や不快逆流に勝てるわけねぇし」

「一人部屋！」

　グリコは叫んだ。見つけた。ようやく見つけた。鈴りん音ねを元に戻してくれるかもしれない存在。この確実に破は綻たんへ向かっている悲劇のような現実に、救いをもたらしてくれるかもしれない大きな欠片かけら。

　一人部屋。

「そんな目で見るんじゃねぇよ」

　一人部屋は哀かなしげに、グリコを眺めて吐き捨てた。

「……俺は神様じゃねぇ」
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　パーティ会場は騒然となった。悲鳴と怒号、罵ば声せいと叫喚、あらゆる声が騒音となって花火のように炸さく裂れつする。混乱し、あるいは危険な争いの気配を感じたか逃げ惑う人々の隙すき間まを抜けて、カヂリと呼ばれた少年が緑の髪をした女性の手をひいて走っていく。

　その姿はさながら姫を守る騎士の姿にも似ていた。どちらもそう表現するにはいささか風体が高貴さに欠けていたが。

「え、えと――カヂリ、まだショーが終わっていないのですが……」

　女性のほうはまだ状況をいまいち理解していないのか、エレキギターを落っことしたりしながら不器用に走っていく。そんな文句には応こたえず、カヂリと呼ばれた少年は彼女の手を握りしめて会場の出口へと進んでいく。

「……まずいわね。一人部屋と破局ポイズンは協力関係だったわけ？　だったらさっきの――破局ポイズンを捕まえようとした私の行為は嫌な感じに誤解されてるかもね」

　美み名なが舌打ちし、どこからともなくスプレー缶を取りだした。

「ま――後悔しても仕方がないか、……逃がさないわよ」

　そのまま缶を斜め前に向け、低く、彼女は宣言する。

「ＴＹＰＥ‐Ｂ――《固定霧ジャックジュエル》」

　しゅあ、と炭酸が弾はじけるような音がして、不可視の何かが美名の前方に飛びだしていく。美名は殺菌消毒――消滅と固定の能力をもつ大きな欠片かけらだ。その実力は命を賭かけて戦ったグリコがいちばんよく理解している。

「……お先に。あんたたちも適当に追いかけてきなさいな」

　立ちつくす蜜みつ姫きとグリコにそう告げて、美名はスプレー缶を噴射しながら軽やかに跳躍した。とん、と床を蹴けり――《固定霧ジャックジュエル》により固定された空間そのものに着地、慌てふためく群衆の真上をとんとんとん、と意にも介さず駆けぬけていく。

「うえっ――」

　狂騒に乱れる人々を利用して時間を稼ごうとしていたのか、カヂリは美名のその現実離れした動きに嫌そうな顔をした。

「相変わらず揃そろって化け物じみてんなぁ、大きな欠片の連中はよ！」

「あら――私なんか、不器用なほうよ」

　ドレスを舞わせ、妖よう艶えんに笑う美名がカヂリに肉薄していく。

「きゃあ♪　お姉ちゃん格好いい！　でもパンツ丸見えなのっ★」

　蜜姫が状況を無視して呑のん気きに騒ぎ、異常現象に混迷する人ごみに入っていけないグリコの肩を掴つかんだ。もわもわした蜜姫の手袋の感触。

「……なんの真ま似ねだ、ネズ公」

「ボクは喧けん嘩か、苦手だから、グリ坊やがお姉ちゃんを手助けしてあげるの♪　お願いねっ★　いっくよーグリ坊や発射ぁっ♪★」

　状況の説明を何もしないまま、蜜姫はグリコをその怪力で持ちあげて――。

　投げた。

「ぉ――」

　一人部屋まで一直線、眼がん球きゆう抉えぐり子こが宙を舞う。衣装がはためき、視界が回転し、運が悪いことにそのままグリコはよりにもよって美み名なに直撃した。二人は絡まりあって倒れ、その隙すきにカヂリは破局ポイズンをつれて逃げていく。

　美名は動きにくそうにドレスを揺らし、急いで立ちあがると怒鳴る。

「もう――何するのよ!?」

「ごめん。でも悪いのはおまえの妹だから」

　その蜜みつ姫きもがんばってこちらに来ようとしているようだが、彼女は背丈も小さいし錯乱した人垣はなかなか脱出できないだろう。元から彼女の能力は完全な受け身だし、戦闘技術は素人に近いから最初からあまり期待していなかったが。

　二人揃そろって出入り口を通過して、一人部屋の姿を捜す。

「どこに――あっ」

　左右を見まわして、美名が廊下の奥、走って逃げていく破局ポイズンの姿を指さす。

「破局ポイズンよ！　追いかけないと――」

「でも……一人部屋は？」

　破局ポイズンの横にさっきまでいた赤い髪の少年の姿がない。

　そのグリコの指摘に、目を見開いた美名の――。




　首筋に、鮮血が。




「――うっ……!?」

　瞠どう目もくし、美名が慌てて己の首に触れたが、頸けい動どう脈みやくを断たれたか――生温かい血液が激しく噴きあがる。びちゃびちゃびちゃと嘘うそのように真紅が飛び散り、華美な廊下を汚していった。

「美名！」

「ぐう――」

　人間ならば致命的な一撃を与えられながらも、美名はそれなりに冷静だった。傷口を指で押さえ、脂汗を流しながら髑どく髏ろの模様がついたスプレー缶を取りだした。

　ＴＹＰＥ‐Ａ《消滅霧ジェノサイドジャスティス》。

　それは触れたものを存在ごと消し飛ばす悪魔の霧だ。グリコの右腕も彼女のこの能力により吹っ飛ばされ、いまだに元に戻っていない。

「このっ！」

　叫び、美名が天井へ向けて《消滅霧ジェノサイドジャスティス》を噴霧する。羽虫の大群のごとき銀色はすさまじい勢いで爆発し――。

「――――」

　天井。輝くシャンデリアに、ぶら下がっていた一人部屋を襲う。

「美名！」

　駄目だ、直撃させたら殺してしまう――そう思い、グリコは思わず叫んだが、一人部屋は天井を蹴けり、迫りくる貪どん食しよくの霧からかろうじて身をかわした。

　とん、と着地し、一人部屋は少しだけ退いてこちらと距離をとる。

　美み名なは《固定霧ジャックジュエル》で傷口を固定し、即席の止血を施していた。固定してしまえば傷が再生することはないが、少なくともこれ以上、血が流れるという事態を防げる。大きな欠片かけらをもつ彼女は出血多量で死ぬことなどないが、脳に血が回らなければ思考が途絶えて気絶してしまう。

「ナイフか――意外に普通の武器だな」

　状況の確認をしつつ、グリコがスプーンを取りだしてつぶやく。一人部屋は十字架のナイフ――先ほど、美名の首筋を切り裂いてから落下した、不思議な武器を慣れた手つきで拾いあげている。

「美名、大丈夫か？　厳しいのなら休んでいろ」

「冗談。大した傷じゃないわ」

　心配して問いかけると、肩をすくめられた。そうだろう。かなりの血液が流れたが、傷自体はそれほど深刻ではない。腕が吹っ飛んだとか脳が抉えぐられたとか、そのへんになると色々と面倒だが。

　しかし――一人部屋と戦闘になってはまずい。グリコたちの目的はあくまで彼の協力を得ることなのである。まずはそんな自分たちの考えを主張して、お互いに戦闘態勢を解かなくてはいけない。

「その――」

　グリコは慣れない説得という行為に戸惑いながら、できるだけ真しん摯しに声を放った。

「待て。落ちついてくれ一人部屋。一人部屋――だよな？」

「…………」

　警戒しているのか、彼はその問いに答えない。ただ不思議そうにこちらを見てくる。

「……殺菌消毒と、不快逆流はわかる。おまえは誰だれだ？」

「眼がん球きゆう抉えぐり子こ」

「変な名前だな」

「うるさいな。馬ば鹿かにするな。あ――う」

　彼の機嫌を損ねてはいけないかと思い、グリコはぎくしゃくと頷うなずいた。

「……へ、変かな」

「略してガンコか」

「そう略すな。あ――いや、うん、いいよガンコで」

　なんだか調子が狂い、紅あかくなって俯うつむくグリコを横にどけ美名が前に出る。

「不思議な会話してないで。私に任せて」

　純白のドレスを血で彩られた美名は、怜れい悧りな声で一人部屋に告げた。

「一人部屋。こちらに争う意志はないわ。落ちついて、話を聞いてくれないかしら？」

「…………」

　一人部屋はグリコを見るときとは一転、疑うたぐり深げに美み名なを注視した。

「……先に仕掛けたのはそっちだぜ？」

「ほら見ろ、おまえがいきなり攻撃するから一人部屋が怒っているぞ。どうしてくれる、美名」

　グリコが責めると、「あんたどっちの味方なのよ」という顔で美名に睨にらまれた。難しい。

「とにかく」

　瞑めい目もくし、神妙に、美名は誘うがごとく手を差し伸べた。

「一人部屋、あなたに聞きたいことがあるの」

　そして一瞬――彼女は気を揉もんでいるグリコを眺め、苦笑して付け加える。

「そうね。それと、あなたの能力をつかって、協力してほしいこともね」

「…………」

　一人部屋は赤い髪を揺らし、少しだけ迷うような素振りを見せた。その様子を見て、グリコはちょっと安心する。彼は、出会ったころの美名や手て長なが鬼おにのように問答無用ではなく、藉ぜき口ぐち無なし法のりのように裏に何か隠しているわけでもない、それなりに良いやつらしいとわかった。とりあえず言葉は通じる。

　けれど。




「駄目ですよ」




　不意に、声が響いた。

　まったくの唐突に、さながら染みだしたかのように、女性の姿が現れる。サイケデリックな緑色の髪に、涙のシール、異様な服装をした彼女は――走り去ったはずの破局ポイズン？

「ブレイクサン!?」

　彼も今その存在に気づいたのか、驚いたように一人部屋が眼を見開いた。

「あ、ちゃんと名前呼びましたね。よしよし。アイアムブレイクサン」

　呑のん気きにあまり重要じゃないことを言って、ブレイクサンと呼ばれた彼女はこちらに向き直る。ブレイクサン――どこかで、聞いたような気がするが……。

　グリコは思いだそうとしたが、あまり物覚えはよくないほうだ。忘れてしまった。

「ごめんなさい」

　ブレイクサンはまるで母が幼子にそうするように、一人部屋の頭を下げさせ、自分も深々と頭を垂れた。

「カヂリは、能力をつかうと苦しいのです。死にそうなくらい、つらいのです。だから勘弁してあげてください」

　話を――聞いていたのか？　どこで？　ついさっきまで、彼女の姿はどこにもなかったような。これが破局ポイズンの能力？　グリコにはよくわからない。

　それよりも、能力を使うと苦しいって？　そんなことを言われても困ってしまう。こちらとしては、なんとしてでも、命を賭かけてでも一人部屋に協力してほしいのだが――。

「だから、うん」

　ひょい、と長身のブレイクサンは一人部屋を軽々と抱きあげ、また頭を下げて宣告してきた。

「ごめんなさい」

「んおっ、ぶ、ブレ子!?」

　小動物のように暴れる彼を抱いたまま、ブレイクサンは脱だつ兎とのごとく駆けだしていってしまう。その姿――背中が、見る見るうちにかき消えて――。

「……なっ」

　完全に、見失った。空気のようにその存在が溶けた。

「破局ポイズンの因果歪わい曲きよく――」

　美み名なが小さくつぶやいたが、なんのことだかわからない。とにかく追いかけないと……。

「お姉ちゃあん★　グリ坊やぁ♪　一人部屋さんはゲットできたのぉっ？」

　ようやくパーティ会場を抜けられたのか――こちらに向かって走ってくる蜜みつ姫きを確認しつつ、グリコはスプーンを握りしめるとドレスを舞わせて廊下を駆けていった。

　絶対に、逃がさない。ようやく見つけた救い――鈴りん音ねを元に戻してくれるかもしれない最後の希望なのだから。

　神を求める民草のごとく、眼がん球きゆう抉えぐり子こは虚しく一人部屋が消えた方向に手を伸ばした。






第三奏

泣き虫のジョーカー
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　路地裏の子供たちはみんな偉大な名前をもっていた。キリストは五人くらいいたし、ワシントンも三人いた。ヒトラーも二人はいた気がする。最低の生活のなかで子供たちの心を慰めてくれる、自分たちをいつか幸福にしてくれるはずの聖なる名前ホーリーネーム。

　ジョーカーも路地裏で生まれた。大国の陰にいくつもあるありふれたスラム街。そこには捨てられた子供もたくさんいたけど、ジョーカーにはいちおう母親がいた。男が好きでお金が好きで賭と博ばくが好きだったあの母は、願掛けのつもりか産まれた子供にトランプで最強の手札、ジョーカーの名前を与えた。けれど道化者の名前に反して、ジョーカーはあんまり笑うのも他人を笑わせるのも好きではなかった。

　当時、仲の良かった友達にムーンという少女がいた。

「あたしはいつか世界でいちばん幸福な人間になってやる」

　路地裏の子供たちはみんな死んだ目をしていたけど、彼女だけはちがった。ひとによっては希望に満ちたとか英雄の目だとか好意的に映るのだろうが、ジョーカーにはただ危うい、それは狼おおかみのような瞳ひとみに見えた。

「ジョーカーの夢はなに？」

　そんな彼女――野望を抱き、魂を燃やすようにして生きるムーンに尋ねられると、口ごもり。

「……別にない」

　ジョーカーはぼそぼそとつぶやいた。

「静かに暮らしたいよ」

　そんな子供だった。
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　父が死んだ。

　実をいうと、父が死ぬまでジョーカーは自分に父がいることも知らなかった。生まれてからずっとそばにいたのは淫いん売ばいの母だけだし、その母にしたって、べつに親とは思っていなかった。

　何かの理由で父と母は喧けん嘩かをしていたらしく、離婚こそしていなかったとはいえ、完全に別居――というか、母が子供のように家出してスラムに居を移していたらしい。その喧嘩の理由はジョーカーを身ごもったことなのか、時期的に見てたぶんそうだろうが、別に罪悪感を覚えたりはしなかった。

　昔からジョーカーは感情が希薄だった。

　世界と自分の隙すき間まに何か薄皮が一枚挟まっている気がした。

　スラムでの生活はただ厳しくて、優しさ、喜び、幸せ――そんな美しい感情は特に発生しなかったし、哀かなしんだり苦しんだりするのにも体力を使うから。

　感情がないと生きていても生きていない感じがする。

　まだ生きていないのだからもちろん死ぬわけにはいかなかった。せっかく生まれてきたのだから、なにか一つでも幸福を手にいれないと勿もつ体たいないような気がしたのだ。

　死にたくない。でも生きていない。

　ジョーカーはそんな子供だった。

　…………。

　あんな母とどういう経緯で知りあったものか、死んだ父は教会の牧師で、住んでいた家も立派な教会だった。母は父が死んで空き家になったその教会にこれ幸いとジョーカーをつれて舞い戻り、特に仕事をするでもなく、男遊びにふけった。

　神聖なる神のお膝ひざ元もとも、母にとってはただの遊び場だった。

　母と誰だれとも知らない男がたてる声と、賭と博ばくをしている独特の騒音から逃げるようにジョーカーは陰にひそんで生きた。文字も独学で読めるようになり、そこに置いてあった唯一の本――聖書ばかりを読みふけった。

　そこにはジョーカーが知らなかった、神様の教えについて克明な文章が綴つづられていた。良く生きていればいつか主の御み許もとに誘いざなわれん。特に感動はしなかったが、どうしてか涙が止まらなかった。

　自分はきっと死んでも天国に行けないと思った。

　良く生きる――というのは、どういうことだろう？
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　教会には告解室という小部屋が用意されている。主である神に己の罪を懺ざん悔げして、救いを求める設備である。告解室の奥には物見があって、そこから神父がお説教や救いの文句を唱えてあげるというわけだ。

　牧師である父が死んでから、教会は事実上の運営を停止していたのだが、迷いこんできた旅行者とか、通りすがりの誰かさんとか、教会にくることが日課になっている近所の老婆とかが毎日のように現れては繰り言を述べていった。

　曰いわく、罪を犯しました。

　曰く、己の性さがが悪だと気づきました。

　曰く、誰かを傷つけてしまいました。

　そんな懺悔ばかりではない。むしろ漠然とした問いかけのほうが多かった。

　曰く、死んだらどこへいくのでしょうか？

　曰く、私の魂は救われるのでしょうか？

　曰く、私の罪は許されるのでしょうか？

　神父でも尼に僧そうでもない、ただの路地裏の子供であるジョーカーにわかるわけがない。神様にだってわかるか怪しい。路地裏ではゴミ屑くずのようにひとの命が失われた。魂なんかあるならば、とっくに天国は飽和状態だ。

　ただ告解室の物見は防音構造だったから、母がたてる嫌な音も聞こえなくてジョーカーはよくそこにこもっていた。だから嫌でも人々の声は聞こえる。救いを求める人間のなんと多いことか。

　神様、お助けを。

　神様、お救いを。

　神様、お恵みを。

　彼らは誰だれに祈っているのか。この場所に神様なんかいない。それはここで暮らしているジョーカーがいちばんよく知っている。

　けれど義務だし、その作法は父が遺した記録にあったので、ジョーカーは戯れに懺ざん悔げへ返答をすることがあった。暗記してしまった聖書の内容を諳そらんじたり、あなたの罪は許されましょう――と適当に祈るだけで、人々は満ちたりた顔をして帰っていった。

　神様は何をしているのだろう。こんなに苦しんでいるひとがいるのに、どこで何をしているのだろう。神様が何か自分たちに救いを与えたことがかつてあったか？

　ジョーカーも毎日、まるで尼僧になったかのように祈りを捧ささげた。

　懺悔しにくる人々を馬ば鹿かにしていたのに。あんまりにも神様が無反応で、寂しくなったのだ。せめて声を聞かせてほしい。そこにいる、と神様が何か証明をくれるだけでいい。そうでないと――人々があんまりにも救われない。

　時は流れ、そんな暮らしも日常に組みこまれ、いつしかジョーカーが路地裏での暮らしを忘れかけていたころ。

　世界でいちばん満ちたりているくせに、世界でいちばん寂しい男が現れた。

　教会に足を踏みいれた彼――賢さか木き願がん鳳ほうと名乗った男は、開口一番、素直に問いかけてきた。

「ひとつ聞きたいのだが、神というものは本当に存在するのか？」

　ジョーカーは、それがあんまり真剣なので、思わず。

「いないかも――」
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　バベルの塔というものを知っているか？　遠い東の島国からきたあなたは聞いたことがないかもしれないが――ではキリスト教は？　聖書は？　創世記は知っているか？　神のまします教会にきて、神の実在を疑い、挙げ句の果てにここにいらっしゃる神のことを少しも知らないと――？　あなたは見た目よりよほど剛胆な、あるいは傲ごう慢まんな性格のようだ。

　あなたは自分以外の存在に興味がないみたいに見える。

　……ともかく、バベルの塔というのは、楽園――天国を追放されたわたしたち人間が、再び神の御み許もと、天空へと戻るために建立した高い高い煉れん瓦がとアスファルトの塔のことだ。

　ん？　いや、そこは神話だから。アポロだのなんだのという宇宙船が大気圏を突破して宇宙に飛びだしたせいで、空に天国がないことは幼児でも推測できるようになってしまった。ま――とにかく、神話のなかで、人々は神の国、天国に届くよう高く高く塔を築こうとする。

　そのころ、人々はみな共通の言語を喋しやべり、互いに諍いさかいなく暮らしていたらしい。それは今この世にあるどの言語よりもずっと完成された言語で、人々はただ喋るだけでみんなと繋つながっている、わかりあえているという安心感を得られたそうだ。

　だから神はその言語を乱した。

　神の国に近づこうとする愚かな人間どもを、神は拒絶し、人々の言葉を不統一ばらばらにして互いに争わせ、自滅に追いこんで塔を崩壊させた。そのころからずっと、わたしたちは共通の言語を失い、誰だれとも本当の意味ではわかりあえなくなり、神の国に近づく手段を永遠に失った。

　わかるか？　遠い国からきた男よ。あなたのしていることはそれだ。神になど近づこうとしても自滅するだけだ。神は見られたくないのだ、人間なんかに近づいてほしくないのだ。わたしたちは天国になど行けないし、神の実在を確かめることもできないのだ。

　む――そうか、意外と物分かりがいいな、わかったのなら、二度と神の実在などに興味をもたないことだ――なに？

　いないのなら自分が神になる？　馬ば鹿かか？　本当に傲ごう慢まんな男だ――そんな罪深いことを口にして、神に天罰を当てられても知らないぞ。

　ん？　そうだな、神がこちらを拒絶しているなら、わざわざ罰を当てにくることも――。

　否いな、何を言わせる。いいから去いね。もう説教も終わりの時間だ。む――どうして居座っている？　さっさと帰れ。ここは信仰をもたない人間が長居していい場所ではないぞ。

　わたしの話が楽しい？　馬鹿にするのも大概にしておけ。あぁもう、いいかげんにしろ。帰れというのに、こいつ――。
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　母が逮捕された。男がらみか、賭と博ばくがらみか、何かしら違法なことをしていたのだろう。ジョーカーは特に何も思わなかった。感情なんかないはずなのに、涙ばかりが溢あふれてしまった。

　だって教会が潰つぶされた。運営者がいないこの場所を誰もが持て余していた。十字架は外され、ステンドグラスは割られて溶かされ、告解室も粉砕され、数々の聖具も他の教会にリサイクルされた。工事の車が去っていき、あとには何も残らなかった。

　最初から――この場所は、空っぽだったのだ。地球は、世界は、空虚だ。

　教会の跡地、驚くほどに何もない場所でジョーカーは泣いた。

　神様がいないなんてこと知っていたはずなのに。





　　[image: ]






　りーん、と響く鈴の音で我にかえった。少しのあいだ自失していたようだ。油断大敵。いつどこで誰だれが襲ってくるかわからないのだ、ぼうっとしているなんて警戒心がなさすぎる。

「…………」

　自分で自分を戒めて、ジョーカーは過去の回想を止やめる。

　妙齢の女性である。金髪碧へき眼がんですらりと背が高い。着ている服は飾り気のない漆黒のスーツで、泣き癖ぐせのついた弱々しい目元をこれも闇やみ色のサングラスで隠している。

　りーん、りーん、と鳴いているのはそんなジョーカーの髪をいくつかに分けて縛っている大きな鈴で、風もないのに揺れては澄んだ音色を響かせていた。

「ふむ。ふむ――」

　周囲には人気がない。誰もおらず、また偶然に近づいてくる心配も必要ない。立ちつくすジョーカーの四方八方は鬱うつ蒼そうとした自然に覆い隠されていて、鳥たちですらも迷うのを恐れるかのように近づいてこないので静かだ。

　梢こずえを切り裂き差しこんでくる陽光を浴びながら、ジョーカーはぽっかり拓ひらけた不自然な空間で誰にともなくつぶやいている。

「………〈ラヴソング〉が消えた？」

　正面に誰かがいるかのような、まるで会話をするがごとき身振り口振り。

「誰かに奪われた可能性がある――と？　あれはよほど特異なやつしか見つけられないはずなのだがな。……馬ば鹿か者もの。謝って済むものではない。死ぬがいいよ」

　淡々とした、片言の音声。ぎくしゃくと口にされるその声も空気に触れた瞬間に別人のそれへと変わる。しわがれた、老人の声。

　他人が見ているわけでもないのに、演技っぽく表情まで変えて語る。

「すぐに捜せ。怪しいやつは残らず疑え。大たい禍かなく〈ラヴソング〉を取りもどせば処罰するのは許してやる。〝蒼あおざめた馬〟を出動させよ。手て長なが鬼おにが消え〝べろ包丁〟が死に、デュラハンが奪われた今――人外どもの相手ができるのは奴やつらしかおるまいよ」

　言いつつも、内心でジョーカーは自らの発言を否定する。

　否いな、所しよ詮せんは人間である〝蒼ざめた馬〟だけでは確実とはいえない。危険だし――何より恐ろしいが、自分が動く必要があるかもしれない。

「儂わしもすぐに帰還する。ではな」

　電話でも切るように、鈴の震動が停止して会話が終わる。同時に、全すべての鈴が先ほどまでとは比べものにならない速度で揺さぶられ、潜水艦の索敵音のごとき音波を放つ。

「〈ラヴソング〉が奪われた――」

　ジョーカーは不自然に浮かび、ひたすら鳴り響く鈴を無視して忌いま々いましげにぼやいた。

「どこのどいつだ。くそっ、一人部屋が消えたというからここまで様子を見にくれば――今度はこれだ、次から次へと、わたしを不愉快にさせる……」

　少しでも落ちつくよう、苛いら立だちを声とともに吐きだしていく。けれど無駄で、むしろ逆効果で、己の発言に触発されて沸騰するみたいに怒りが湧わいてくる。

「誰だれだ――いったい誰が〈ラヴソング〉を……！　最弱アルティメットシールドのやつか、殺菌消毒どもか――あるいは、それこそここから逃げた一人部屋か？　ブレイクサン――否いな、あいつだけはちがう。あいつはそんなことはしない」

　唯一、あの無む垢くなる歌姫の名前をつぶやき、ジョーカーは珍しく全幅の信頼を寄せた声音とともに首をふる。

「ともかく。誰だか知らないが――全知の感覚器官、この涙歌メロディアノイズから逃れられると思うな」

　ぎゅ、と自分で自分を抱きしめて、不安げに俯うつむくと声を漏らす。

「あれはわたしのもの。〈ラヴソング〉は――わたしのもの」

　それだけ神への祈りのように宣言して、ジョーカーはもう一度だけ時間の停止したその場所を見つめる。

　一人部屋という大きな欠片かけらが、遠い昔――三重の能力により切り離された深い森の奥、その空間。ブレイクサンに宿った大きな欠片、破局ポイズンの因果歪わい曲きよくが隔離を破ったのか、すでにこの空間は元通りになっていたけど。

　それでもジョーカーはこの場所が好きだった。誰とも関わらず、あらゆる危険から遠ざけられ、ひっそりこの場所で朽ちていくというのはどんなにか幸福だろう。

　けれど――。

　自分にそんな能力はないから、ただ馬ば鹿かな子供のように羨うらやましげにこの場所を見つめることしかできない。むなしい。

「あぁ、怖い、怖い――」

　掠かすれた声で、ジョーカーは悲痛に叫ぶ。

「どうして、わたしは感覚器官なのだ？　知りたくない。聞きたくない。見たくないのにぃ――もうなんにも感じたくない、怖い、怖い怖い、怖い――地面の下に流れる水やマグマが怖い、永遠に広がる宇宙の闇やみが怖い、気が狂うほどたくさんいる人間の意志が、言葉が、行動が――流れこんできて――あぁ、耐えられない、怖い」

　何かを振りはらうように首をふり、天空に向かって声をはりあげる。

「安心はどこにある？　天国はどこにある？　静寂はどこにある？」

　俯き、溜ため息いきをつき。

「神様は――どこにいるのだ？」

　いつものようにその問いかけには誰も応こたえず、寂しくなって、ジョーカーはサングラスの位置を指で直すと閑静な森を歩いて抜けていく。

「ムーン」

　路地裏で仲良くしてくれた、友達の女の子の名前を呼ぶ。

「おまえは夢見ていたとおり、世界でいちばん幸福になれたか？」

　りーん、りんりん、と鈴が絶え間なく鳴っている。

「わたしは――どうやら、まだ静かには暮らせないようだよ」

　泣き虫のジョーカーは、そう囁ささやいて涙ぐんだ。






第四奏

青汁とトマトジュースの冒険
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「くすくす」

　狼おおかみの目をした男は似合わない笑い声をあげて、大おお仰ぎように何度も手を打ち鳴らした。ばしん、ばしん、と何かを祝福するでなく、ただ可お笑かしくてたまらないというように、拍手。

「――動いた」

　ぽつり、と囁ささやき、腹を抱えて大笑いする。

「あはっ、あははっ、ははははっ！　なにこれ？　いくらなんでもねぇ、この俺おれに都合のいい事態ばっかり起きすぎじゃない？　どんだけ神様が味方だっていってもさぁ、ちょっとばかしうまくいきすぎて怖くなってくんじゃん？」

　異様に背が高い、けれど筋肉質ではない不思議な体格の男である。長い長い黒髪は丹念に編まれ背中を流れていて、ときおり風で小さく揺れていた。

　くすくすと肩を震わせて笑い、男――藉ぜき口ぐち無なし法のりと名乗る存在は周囲を睥へい睨げいする。

「どぉれ――他の連中は」

　高い高い、放棄された工場の煙突の上だ。海岸線。工場群。すでに煙を吐きだすことをやめたそれは物もの見み櫓やぐらとして扱うには都合がよかった。ここからは町の全景が見わたせる。もちろん望遠鏡並みの視力がなければ細かいところまではわからないが。

　建物も人ごみも夜陰に紛れて溶けている真夜中。空で輝く月と星々と、地上を照らす無数の灯あかりの対比が、藉口の立つ天地の中間を地獄のような闇やみで覆い隠していた。

「泣き虫のやつは――動いてないか、相変わらず臆おく病びようだねぇ。怖い怖いって隠れているうちに世界が終わっちまっても知らんぜ？　……お？」

　嘲あざ笑わらいながら藉口は、暗視と遠視の性能を上昇させた眼球を動かした。穏やかな夜を粉砕するように、何両もの武装した戦車が道路を驀ばく進しんしていく。奇妙にその車体は青くペイントされ、戸惑う人々を轢ひき殺さんばかりに荒っぽく移動している。

「……ほぉ。やるじゃん。〝蒼あおざめた馬〟を動かしやがった。平凡な町を火の海にするつもりか？　涙歌メロディアノイズも必死だねぇ――ま、当然か。〈ラヴソング〉はあいつの生命線だし」

　藉口は自分が独り言をしていることに気づき、かすかに舌打ちする。

「ちっ。なぁに俺は一人で寂しくぶつぶつ喋しやべってんだか。変な癖くせがついちまったもんだ」

　いつも隣りにいて、藉口が何かを喋るごとに過剰なまでに反応し、にこにこ笑っていた少女の顔を思いだす。いつからかそれが当たり前になって、自分ともあろうものが人恋しさを覚えてしまったらしい。

「梅うめちゃん――」

　その名を呼び、首をふり、いつものように世界を馬ば鹿かにするような冷笑を浮かべる。

「……俺は独りでいい」

　両手を広げ、藉口無法は夜の闇に宣言する。

「さぁ――役者はそろった。最終戦争をおっ始めようぜ」

　くすくす、と空っぽな笑い声が人間の町におりていく。
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　走って走って走って、もちろん自分の体力は無限なのでまだ走れたが、青汁みたいな髪の毛をした彼女は不死者のくせにすぐ疲れて、休みましょう頼みます死にますと情けない声をあげはじめた。

　ほとんど泣きそうになりながら、ブレイクサンが息も絶え絶えに主張してくる。

「ど――ど、どうして……げほっ、どうしてそんなに走りまくるのです、カヂリ。ぜぇぜぇ。若さですか？　振りむかない若さですか？　地平線の向こうが見たくなる若さ――ぜはぁ、はぁはぁ」

「若さと走りに因果関係はねぇし、そもそも俺おれはブレ子よりよっぽど長く生きてるよ」

　今にも倒れそうな彼女に、赤い髪の少年――肉にく山やまカヂリというイカれた名前をつけられた大きな欠片かけらは嘆息した。

「ちぇ。おいおい、勘弁しろよ、なんで疲労なんて意味ねぇ感覚がまだ残ってるわけ？　今の状況がわかってる？　なんでそう呑のん気きにしてるの？」

「……状況って、あの、あぁ！」

　不意に顔をあげ、ブレイクサンは周囲を見まわす。それから彼女にしては珍しく青ざめて、頬ほおを手で押さえ震えはじめる。

　尋常ではない様子だったので、カヂリは眉まゆをひそめて問いかけた。

「どうした？」

「ここはどこですか！」

　彼女は真顔で絶叫した。

「………んあ？」

　ぽかん、と間が抜けた顔をして、カヂリはもしかして――と思う。

　もしかして、こいつ……。

　ブレイクサンはカヂリの肩を掴つかむと上下左右に揺すりはじめた。

「ここはどこ？　あたしは誰だれ？　アイアムブレイクサン！　ノーッ、カヂリ、あたし仕事の途中です！　なんで！　どーして！　あたしを無理やり引っぱってこんな場所までつれてきたのです！　仕事クビになっちゃいますよぉーっ！」

「…………おまえ状況をまったく理解してねぇな？」

　カヂリは逆に呆あきれつつ、往来で騒ぐのはまずいかと周囲を見まわす。今は追われる身だ。けれどブレイクサンの『天然ステルス機能』こと因果歪わい曲きよくはカヂリを巻きこんで発生しているのか、誰もこちらに注目してはいないようだった。

　カヂリは激しく揺すってくるブレイクサンを引っぺがし、深々と息を吐いて説明してやる。

「いいか？　殺菌消毒に不快逆流――あぁ、とにかく俺おれらの同類みてぇな連中が、俺かおまえの能力を利用しようと近づいてきたんだよ。結果的に俺はあいつらと戦っちまったけど、さっきは不意打ちだからそこそこ相手になったわけで、戦闘のプロのあいつらと俺らがガチンコにやったら勝負にならない。だから逃げた。わかる？」

「オッケー！」

　ぐっ、とガッツポーズをされたが、たぶん何もオッケーではない。

　ブレイクサンと暮らしはじめてしばらく経たつが、いまだに彼女が何を考えているのか――ていうか何かを考えているのか、よくわからないカヂリである。

　ブレイクサンはかくんと首を傾かしげ、腕組みすると微笑ほほえんだ。

「とにかく、何かやばそうだったから逃げたわけですね？　オッケーオッケー、そういうことなら良いのです。もとからあのお仕事、なんだか危なそうな雰囲気はしましたからね、長くはつづけられないと予想していました」

　それから彼女の語ったことによると、ブレイクサンが日課のように路上で歌っていたころ、ジョーカーを名乗る女性にスカウトされ、それからあの建物で毎晩のように演奏と歌を披露していたらしい。カヂリにはよくわからないが、彼女は歌っているときだけ自分は他人と関われる――などと語っていた。

「ジョーカーさんに挨あい拶さつだけしていきたかったです。お世話になりましたし……」

　わずかに肩を落とし、つぶやくブレイクサンにカヂリは目を細める。

「ジョーカー――か、変な名前だな、偽名か？」

「変な名前って、肉にく山やまカヂリのほうがよっぽど変な名前ですよププッ」

「おまえが名づけたんだろうがよ！」

　などと、下らない言いあいをしていると、何かに気づいたようにブレイクサンがぴくりと顔を動かした。その視線を追って、カヂリも自分たちの右方向を見る。

「やべっ――」

　低く呻うめき、カヂリはのほほんとしているブレイクサンの手を引っぱる。足に任せて逃げてきたこの場所は駅前の繁華街で、飲食店やカラオケボックスがやたらと目についた。そのうちの一つ、あまり流は行やっていなさそうなカラオケボックスの店内に飛びこみ、入口付近の壁にブレイクサンを押しつけて小声で告げる。

「……ブレ子、声をだすな。そんで見つからないように強く念じるんだ」

「ブレ子ではありません。え？　はぁ――ではそのように」

　ブレイクサンはわざわざ自分で自分の口元を押さえ、目をぎゅっと瞑つむって唸うなりはじめた。素直である。カヂリも息を殺し、胸元に下げた十字架をぎゅっと握りしめた。

　店内にはよくわからないが流行っぽい音楽が流れており、店員が暇そうにカウンターの奥で欠伸あくびをしていた。こちらに気づいている様子はない。時計を見ると時刻は深夜の十二時。日付が変わろうとしている。

「…………」

　息を殺していると、店の正面で騒ぎが起きる。通行人たちが驚いているような気配。当然だろう――思いながら、入口から少しだけ顔を覗のぞかせてカヂリは真剣な表情になる。

　ドレス姿の連中が、傍はた目めを気にせず走っている。

　殺菌消毒。不快逆流。それと眼がん球きゆう抉えぐり子こと名乗った少女だ。着替えずにそのまま追ってきたのか、人々の注目を集めまくっている。

　耳を澄ませると、こちらに会話が伝わってくる。

「……完全に見失ったわね」

「おまえがこっちに逃げた気がするとか言うから。やっぱり最初の曲がり角を右に進むのが正しかったんじゃないか？　しかし――本当にまったく気配を感じないな……」

「喧けん嘩かしないの★　ねぇねぇ、一緒に捜すより三人で手分けしたほうが良くないかな？」

「いいえ。相手の能力がほとんど未知数な今、戦力の分散は危険だわ……」

　不穏な、完全にこちらを狩るつもりの遣やりとりである。だが彼らはカヂリとブレイクサンに気づくことはなく、騒ぎの波を起こしながら通りすぎていった。

「ふぃー……」

　三人の姿が曲がり角に消えるのを待って、カヂリは押さえつけていたブレイクサンから離れた。追いかけるのには厄介だが、逃げるのには便利な能力である。破局ポイズンの因果腐敗――他人と自分が関わらないようにする能力。

「カヂリ」

　なぜだか怪け訝げんそうな顔をして、ブレイクサンがカヂリに手を伸ばしてくる。そのまま胸のあたりを触って、かくん、と首を傾かしげる。

「カヂリ。なんでおっぱいがあるのですか？」

「……んあ？」

　いったい非常時に何を言いだすのだこの馬ば鹿かは、と思いつつ、カヂリは着ているシャツへ無造作に手をつっこむ。たしかに男にしてはありえないほどカヂリの胸は膨らんでいた。でもそれは別にカヂリが本当は女の子だったのだという意味のない設定とかではなく。

　ひょい、とカヂリは胸のあたりに隠していたものを取りだした。

「………林りん檎ご？」

「ん」

　頷うなずき、不思議そうな彼女にその黄金色の林檎を手渡してやる。重かったのか、おぉう、と悲鳴をあげてブレイクサンはよろけた。

　気にせずカヂリは適当に教えてやる。

「あの建物で――俺おれ、天井裏とか床下とか、誰だれにも気づかれないような場所に隠れてたのな。そんとき偶然に見つけたの、それ」

「林檎……林檎ですね」

　かぷ、とブレイクサンは食べられるかどうか試すつもりか、その黄金の林檎を囓かじった。犬は飼い主に似る――という単語がカヂリの頭を掠かすめたが、よくわからない。

　ブレイクサンは首を傾かしげ、林りん檎ごから唇を離す。

「むむう？　金属臭」

「食べれないよ。見てわかれよ。それ、たぶん純金製だろ？　ほら、お金がなくて厳しいって言ってたから、そいつ売っぱらって生活費にすれば助かるかなぁって思ったの」

　自慢げに胸を張るカヂリに、ブレイクサンは困ったように微笑ほほえんだ。

「泥棒は犯罪ですよカヂリ。……でも、ありがとう」

　じっと林檎を見つめ、ブレイクサンは首を傾げる。

「けれど――綺き麗れいな林檎ですね。なんで床下とか、そういう場所に隠していたのでしょう？」

「知らね。隠し財産だったんだろ。金持ちってのは昔っから色んなところに金目のモンを隠したがるもんさ。んで結局そいつを使えないうちにくたばっちまうの。馬っ鹿みてぇ」

　けけけ、と笑い――店内に視線を向け、カヂリは提案する。

「ちょっと休むか？　ブレイクサン――外にはまだ連中がうろついてるみたいだし、迂う闊かつに動きまわるよりは因果腐敗で隠れちまったほうがいい」

「あ。休むんなら助かります。久しぶりに走ったせいで、あたしもう動けそうにないですから」

　そう言うと、彼女は揺ら揺らした動きでカウンターまで進み、記帳に名前を書くと寝ぼけている店員に笑いかける。名前なんか書いたら追っ手に手がかりを与えることになって危険なのだが――。












「一部屋、使わせてもらいますね」

　店員は応こたえない。目の前のブレイクサンに気づかず、「客こねぇなぁ」などと独り言をつぶやいている。故意に無視されているわけではない。単純に認識されていないのだ。因果腐敗による因果の断線、誰だれとも関われない呪のろい。これのおかげでブレイクサンは日常生活にも色々と支障をきたしている。コンビニなどで買い物をするときなども、カウンターに代金を置いて商品をもらっていく。

「んー、やっぱり気づいてもらえませんか」

　ちょっとだけ寂しげに微笑して、財布を取りだすと律儀に彼女はお金を置く。

　因果腐敗の効果を中和し、彼女を認識できるのは林りん檎ごと呼ばれる小さい欠片かけら、あるいは大きな欠片の保持者のみ。因果を捻ねじ曲げるという欠片の性質が因果腐敗に反発して抵抗するのだろうかとカヂリは考えているが、それにしたって完全ではなく、彼女は他の誰よりも早くその存在を忘れられてしまう。

　いつでも独りぼっちで、誰の思い出にも存在できない彼女――ブレイクサンはカヂリの手をぎゅっと握り、それでも和やかに微笑ほほえんだ。

「よぉし、歌いますよう。カヂリ、カヂリ、こっちにおいで。あたしの美声に酔いしれさせてあげますよ！　やっほーっカラオケ久しぶりーっ！」

「………おまえやっぱり状況を理解してないだろ」

　ぼやきつつ、カヂリも彼女の手をしっかり握りかえした。
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　どうしてか歌っているときだけ因果腐敗が消えるからと、一曲も歌わせてもらえないブレイクサンはむくれている。ルームサービスで頼んだ得体の知れない何かのフライをオレンジジュースで流しこみ、ふと、先ほど店員に無視されたときのことを思い返してつぶやいた。

「――どうして、人間は独りで生きられないのでしょう。自分は独りで生きている、独りでもだいじょうぶって、そう思っていても独りではどうしてかすぐ病気になってしまいます」

「病気？」

「寂しい」

　がりっ、ごりりっ、とマイクを囓かじっていたカヂリをやんわり止めつつ、ブレイクサンは安っぽい座ざ椅い子すに腰かけ足をぶらぶらさせてぼやいた。

「ウイルスがあるわけでもなし、けれど寂しいは病気なのです」

「…………」

「だけど誰だれかがそばにいてくれれば、あっさり治ってくれる弱い病気なのです」

　慈しむようにカヂリを見つめ、緑色の髪を薄い照明に溶かしたブレイクサンは言う。そのまま隣りに座った彼を、犬にそうするように優しく撫なでる。

「……カヂリが治してくれたのです」

「むむ」

　呻うめき、かるく紅潮して彼は身み悶もだえする。

「やめろ。触るな。暑くるしい」

「恥ずかしがらずともいいのです。うりうり。あぁ――他人の温ぬくもりは本当に良いです」

「変態」

「変態!?　ホワイッ、人間として当たり前なのです」

　破局ポイズンの因果腐敗――他人と関われないという呪のろいのような能力を父から受けついで、ブレイクサンは十年ほど、誰とも触れあえず生きてきた。だからいつでも人恋しい。他人の温もりに飢えている。

　別れるとき、父は言った。

　どうしても苦しくなったら、森の奥で一人部屋を捜しなさい――と。父は、ただ能力を制御できない娘のことを心配してくれただけかもしれない。実際、父は一人部屋なら破局ポイズンの能力を消滅させることができる、と語ってくれたのだ。

　けれどブレイクサンは別に因果腐敗が消えなくても構わない。使いようによっては便利な能力だし、そばにカヂリがいてくれれば、それだけで自分は満足なのだから。カヂリの命を削ってまでこのちょっとした不自由を消したいなどとは思わない。

「カヂリだって」

　フライを食べたせいか息が油臭いらしく、カヂリがせっせとブレイクサンの口元をナプキンで拭ぬぐってくれる。便利だ。

「ずぅっと、あの森で独りぼっちだったのでしょう？　あたしなんかと比べものになんないくらい、寂しい寂しい、独りの時間をすごしてきたのでしょう？　だったら思いませんでしたか？　寂しいがなければどんなにか良いかって。独りで生きられるなら、どんなにか楽かって」

「んー……」

　否定でも肯定でもない、曖あい昧まいな意思表示をカヂリはする。気にせず、ブレイクサンは自分より背の低い彼を見下ろした。

「でも寂しいがなければ、会って嬉うれしいもないし、一緒にいられて楽しいもないし、仲良くできて幸せもない、だから人間は完かん璧ぺきに完結なんかしないほうがいいのかもしれません」

「さっきから何が言いたいわけ？」

　難しげな顔をして、カヂリは座席の上で胡座あぐらを組む。行儀が悪いが可愛かわいいので良し。口元から覗のぞく彼の八重歯をなんとなく眺めながら、ブレイクサンは微笑ほほえむ。

「人間について考えていたのです。寂しい寂しいと叫んで生まれ、迷いながら生き、満たされないで死んでいく人間のなんと多いことか、なんと哀れなことか、あぁ」

「要するに退屈なんだな？」

「カヂリのそういう可愛かわいくないところがあたしは嫌いです。なんですかその馬ば鹿かにしたような顔は。あたしが人間について考えちゃいけないのですか。アイアム詩人です」

　ぷんすか機嫌を損ね、手持ちぶさたに曲目をめくったりしつつ、ブレイクサンはぼそっと小声でつぶやいた。

「だけど人間はこのままでいいのです。カヂリが命を削ってまでみんなの寂しいを消す必要はないのです。寂しいから誰だれかを愛したいと思う、そんな人間があたしは好きですし」

「……んあ？」

　聞こえなかったのか、きょとんとするカヂリに「なんでもなぁい～♪　なんでもない～♪　なんでもないの歌～♪」と謎なぞの歌を口ずさんでごまかすブレイクサン。

「しかし、せっかくカラオケにいるというのに歌えないのはジェラシーです」

「ジレンマ？」

「それです。ジレンマ。日本語は難しい」

「どっちも英語だと思う」

「むう。本当に可愛くないですねカヂリ。何百年も隔離されていたくせにどうして知識があたしより多いのですか」

「必要な知識は蟲むしから盗とったし」

　よくわからないことを言って、カヂリは呆あきれたようにぼやいた。

「だからさぁ、なんでそうブレ子は緊張感がないわけ？　俺おれたち追われてんだよ、ブレ子なんか小指で殺せるような残虐な連中に。そんな状況で歌いたいっておまえのお脳はちゃんと働いてますか」

「ブレ子ではありませんし、あたしのお脳は元気はつらつです」

　脳元気、と頭の上で手を開閉させる謎のジェスチャーをしてブレイクサンは笑う。

「まぁまぁ、カヂリはもう何百年も生きたのでしょう？　思い残すことなんか何もないはずです。むしろいつ殺されてもいいぜって感じにのんびりしてるべきでは」

「なに爽さわやかに諦あきらめてんの？　俺はね、まだいっぱい未練があんの。俺をあんな森に閉じこめやがった最弱アルティメットシールドと涙歌メロディアノイズと破局ポイズンを殺してやる」

「復ふく讐しゆう？　むなしいですねぇ。さりげに破局ポイズンってあたしだし。ころされる」

　超ピンチ、と頭の上で手を交差させる謎のジェスチャー。そのままの姿勢で呆れたか完全に脱力しきったカヂリを見つめ、微笑ほほえむ。

「そんな面白くなさそうなことよりさ、漫画読んだり、映画観たり、楽しいことしましょうよ。キリストさんも言ってましたよ、汝なんじの敵を愛せよって」

　まぁそう言ったキリストは敵である悪魔を激しく追いはらったりしているわけだが、それはそれ、復讐は復讐を呼んで徒労なだけだし、そんな疲れて痛いことに貴重な人生の時間を使うなんてもったいない。ブレイクサンはそう思う。

　むくれたカヂリを抱き寄せて、努めて脳天気に笑う。

「そうだ、その追っ手のひとから逃げきれたら映画を観みにいきましょう。きっと復ふく讐しゆうとかどうでもよくなりますよ。なんだか面白そうなのがやっているのです今。映像表現に定評のある監督の四年ぶりの新作でしてねぇ、全米が泣いたのです」

　興味なさそうなカヂリに、次から次へとどうでもいい話題をふっていく。自分たちの命はいつ終わるかわからない。ならば一瞬一瞬を無駄にしないよう、楽しく生きるべきだとブレイクサンは思う。

　少なくとも、ブレイクサンはこの時間がたまらなく幸せだった。誰だれかと他愛のない会話をして、笑ったり騒いだり。それはこれまでの人生で、あまり得られなかった宝石のような時間だから。




　ブレイクサン＝ヘンゼルマインには七十七人の妹がいる。弟は六十六人いて、兄や姉は一人もいない。母親は五十五人もいるが、父親はたったの一人だ。

　友達は一人もおらず、もちろん恋人も一人もいない。

　けれど近ごろ、そばにいてくれるひとができた。




「――――」

　不意にカヂリが顔をあげ、周囲をぐるりと見まわした。その野生動物のような警戒動作に、ブレイクサンは笑みを消して戸惑う。

「カヂリ……？」

「変な音がする」

　小さくつぶやき、彼は素早く立ちあがった。

「何か――地震みたいな、なんだこれ、それと………悲鳴？」




　瞬間、平凡なカラオケボックスが唐突に砲撃された。




　砲撃。安物の壁は壁としての役割を果たせず粉みじんに吹き飛び、激しく鳴動した天井から蛍光灯が落ちてくる。転覆する船のように室内の全すべてが引っくりかえり、皿や机が平等に宙で奇妙なダンスを舞った。

「――――！」

　粉ふん塵じん。埃ほこり。飛び散る破片。

　危険だ――と本能が警鐘を鳴らすよりも早く。

　どぉん。

　二発目の砲撃がきた。間抜けにも思える大きな音と、世界の全てを揺り動かす衝撃。

「きゃあああ！」

　ブレイクサンは怖おぞ気けをふるって叫んだ。何？　何が起きた？

　先ほどの一撃でカラオケボックスの建物は骨組みのみを残して崩壊し、視界が一瞬、煙幕のような戦せん塵じんで消失する。何も見えない。恐怖のみがじわじわと身をひたしてくる。

　ぐん、と誰だれかが自分の身体からだを思いきり強い力で引っぱる――。

「ブレイクサン！　目も口も閉じて力を抜け！　俺おれを信じろ！」

「ひぃ――い、お、オッケー！」

　カヂリの呼びかけでブレイクサンは死体のように動かなくなる。何も見えず、ただ悪意ある何者かから砲撃されているこの状況では、怖くって混乱して指先すらも動かせない。ただ言われたとおりにすることに決める。

　カヂリを信じる――。

　びゅん。

「――――」

　目を閉じる直前、視界を染める埃ほこりを貫いて砲弾が走った。風が渦巻き、衝撃が髪をちぎれよとばかりに掻かき乱す。熱波がどっと押しよせてきた。

「い――」

　いけない。狙ねらいがだんだん正確になっている。相手は自分たちの位置を把握している？

　駄目だ。これは危ない状況だ。殺される。先ほどは焦るカヂリを安心させるために適当なことを言ったが、ブレイクサンだって死にたくない。

　こんな訳のわからない状況で、何者かもわからない相手に殺されるのは嫌だった。

　幼いころから――誰とも関われなかった。

　ようやく普通に喋しやべれる相手を見つけたのだ。自分を認識してくれる、ちょっと口は悪いけど、本当は優しい同居人がそばにいるのだ。

　死にたくない。

「う」

　百分の一秒か、千分の一秒か、ともかく刹せつ那なと呼ばれる瞬まばたきすらできない時間――ブレイクサンは己に迫りくる砲弾の気配を感じた。粉ふん塵じんが疾走する砲弾に押しのけられ、動きを変え、自分を抱きとめるカヂリごと自分の全存在を破壊しようと近づいてくる。

　それを考えるでなく理解して。

「あ――」

　ブレイクサンの肉体は、本能に従ってとある防御反応をとった。

「あああああ！　駄目！」

　そのとき――。

　破局ポイズンと呼ばれる大きな欠片かけらが、迫りくる砲弾との因果を拒絶した。
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　人間は工場で生産される機械ではないから、十人十色、それぞれ違う思考と肉体をもって生まれてくる。個の多様性は種の保存という遺伝子の目的のためには必要不可欠な宿命であり、異なる二つの遺伝子が混雑する人類の生殖の結果、多種多様な子供たちが生まれてくる。

　平凡な子供がいれば天才児がおり、当然ながら悪質な子供たちも誕生してくる。それらの多くは社会に均一化され成長するにつれ『普通』の範はん疇ちゆうに収まっていくが、何事にも例外はあり、異端のまま育ってしまう子供も存在する。

　統計学上、普通ではない思考パターンをもつ人間は一万人につき百人ほどいる。

　そのなかで、殺人を禁忌と思わない人間は七人ほどだといわれている。

　血を恐れない。他人の痛みを想像できない。死という概念が理解できない。

　遺伝子と環境要因が偶然に生んだ異常殺人者たち。

　彼らは特に戸惑いもなく殺せと命じられれば他人を殺す。

「三撃目。弾道が不自然に歪わい曲きよく」

　通常、彼らは自らのその心理に気づかず、平凡な日常生活をすごしていく。

　ただし、軍隊を持たない日本ではそうでもないが、戦争のため成人すると軍属になる諸外国などでは、戦場でやけに殺しすぎる自分に気づいて心理の異常を自覚することがある。

「資料０３参照。この程度の超常現象で攻撃の手を緩めるな」

　彼らは戦争中、優秀な兵隊として重宝されるも、戦後、自分の殺人を禁忌と思わない心理をもてあます。たいてい普通には暮らせず、また戦争が始まるたびに志願して最前線へと向かい、死んでいく。

　そんな人間ばかりを集めた軍隊があった。




　それが世界最大の超財閥、賢さか木き財閥の私兵団――通称、〝蒼あおざめた馬〟。




　聖書に記された、世界に破滅をもたらす悪魔の名前を冠した、人ならざる人の群れ、戦場以外では生きられない殺人者たちの軍隊――。

「砲撃続行。目標の死を確認するまで止めるな。賢木財閥が許可したのだ、砲弾も武器も無限にあるし、いくら殺しても罪にはならん」

　その殺人にも破壊にも、喜びはなく、幸せもない。また恐れも罪悪感もない。彼らにとってはそのへんのゴミを捨てるようなこと。普通のこと。感想なんかあるわけがない。

〝蒼ざめた馬〟はひたすら淡々と殺す。
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　グリコもそれなりに長く生きてきたので、これまで幾度となく奇妙なものは見てきた。不気味な化け物。蟲むし。異能を扱う大きな欠片かけら。それらはどれも思わず目を疑うほどに不自然な存在だったが、今、眼前に広がるこの光景のように異常すぎて逆に滑こつ稽けいに思えるほどではなかった。

　繁華街に戦車。

「は――？」

　平凡な、ちかちかとネオンが瞬またたく夜の町を戦車が走っている。

　戦車。本当に戦車だ。他のものには見えない。強固に装甲された真っ青な車体に、武骨な砲塔と同軸機銃。突起状の司令塔キューポラからは軍人風の男が顔をだし、無線を片手に何かしら指示を飛ばしていた。

　軋きしむような音をたてて回転するキャタピラが通行人ごと道路を踏みしめる。

　どぉん、とお腹なかに重く響く砲撃音。同時に巻きおこる破壊と衝撃。

「…………」

　戦車から少し離れた建物の陰。隠れたグリコはその轟音に思わず眉まゆをひそめ、隣りで同じく呆ぼう然ぜんとしている美み名なと蜜みつ姫きを見やった。

「……なんだこれ」

「私が知るわけないじゃない」

「えっ？　なにあれ、本物!?　なんで戦車なのっ!?」

　先ほど逃げ去った破局ポイズンと一人部屋を追い、グリコたちは深夜の道々を駆けた。それから途中でドレス姿が目立ちすぎることに気づき、適当な店で着替えたりしていたら――この有様である。巨大な音につられて見にきてみれば、本物の戦車が町中をゴロゴロ走っている。一両、二両、三両――ぜんぶで十両ほどの車両が確認できた。

「とにかく……まずいわね」

　すう――と美名がどこからともなくスプレー缶を取りだした。殺菌消毒と呼ばれる大きな欠片かけらの能力を行使する際、彼女がエネルギーの媒介として用いる道具である。こうした道具を介さなければ、大きな欠片の力は蛇口を緩めっぱなしの水道のように駄々漏れになってしまうのだとか。

「一人部屋と破局ポイズンが逃亡して、その直後にこの騒ぎ――無関係なわけがないわよね。まったく、戦車？　あんなもの、ＴＶでしか見たことないわよ。強いのかしら？　映画では普通に怪獣が踏み潰つぶしてたけど、意外に大きいし――私のほうが踏み潰されそう」

　忌いま々いましげに語り、そのまま悠然と戦車の群れに向かう彼女を見て、妹の蜜姫が慌ててわたわた手を振った。

「ちゅ？　お、お姉ちゃん、何するのっ？　そっちに行ったら危ないのっ★」

　昼間ではないから、歩いている人々の数もそう多くはない。けれど当たり前だがこのような非日常に対面して落ちついていられる者はおらず、逃げ惑い、悲鳴をあげてパニック状態になっている。

　恐ろしいことに戦車はそんな彼らを気にせずに、邪魔だとばかりに砲撃したり、めりめり踏み潰したりしている。この世の地獄のような光景だった。どこかで出火でもしたのか、炎が噴きあがって夜空を血のような真紅に染めた。

「神じん蟲む天てん皇のうによると」

　人々の恐怖や怨えん嗟さ、痛みといった負の感情を不快逆流として受けとめてしまうのか、怯おびえたような顔をした蜜みつ姫きに美み名ながつぶやく。

「破局ポイズンの能力は――因果歪わい曲きよくと因果腐敗。ぱっと聞いて、どういう能力なのか想像しにくかったんだけど……」

　蜜姫と同じく戸惑いながらついていくグリコを、肩越しに見て美名が言った。

「あれ、まさしく因果の歪曲って感じじゃない？」

　そのしなやかに伸びる指の向こう、大気を貫通して走り抜ける砲弾が――曲がった。ぐにゃん、と野球の変化球のごとく滑らかにその軌道が歪ゆがみ、見当違いの場所を爆破、粉砕している。

　それでも構わずに撃ちつづける戦車だが、結界のように張りめぐらされた因果歪曲――らしき不自然に隔離された空間、その内側まで破壊を届かせられない。

「因果っていうのは――つまるところ、誰だれかと誰かの関わり、繋つながりみたいなもんでしょう？」

　飛び散る火の粉を鬱うつ陶とうしそうに手で払い、美名が冷静につぶやいた。

「砲弾のもたらす破壊――あるいは、砲弾そのものとの因果を断ち切る、つまり関わらないよう因果を歪めれば、砲弾は決して届かない。大した能力ね」

　溜ため息いきをつき。

「破局ポイズン、あそこにいるわよ。……まずは、あの不ぶ躾しつけな戦車どもから助けだして、ちゃっかり恩でも売りましょう。そうすれば後々、一人部屋との交渉もやりやすいわ」

　全すべてを消し去る《消滅霧ジェノサイドジャスティス》と、全てを固める《固定霧ジャックジュエル》、二種類の異能を封じこめた缶スプレーを持ち、彼女は笑う。

「さぁて、戦車と化け物、どっちが強いかしら？　ま――どっちだとしても、神の七つの分身に、人間ごときが勝てるわけないけどね？」

　言いはなつと美名が走りだすので、頷うなずき、グリコと蜜姫も狂乱の炎が吹き荒れる戦場に飛びこんでいった。

　破局ポイズンを助け、一人部屋と交渉し、鈴りん音ねを元に戻してもらって――。

「………ん」

　甘い期待は戦場では邪魔になる。首をふり、残忍な化け物のごとく生きていた過去の自分に戻ろうと、グリコは指になじんだ自分の武器――スプーンを取りだすと握りしめた。
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　弾切れか、様子を見ることにしたのか、砲撃が少しの間だけ中断されたので――カヂリはうずたかく積まれた瓦が礫れきを押しのけ、無遠慮に口内へ飛びこんできた砂や埃ほこりを唾つばとともに吐いた。

「かーっ、ぺっぺっ、ちっくしょー、めちゃくちゃ撃ちやがって！」

　悪態をつき、同じく落ちてきた天井や倒壊した壁に押し潰つぶされそうなブレイクサンを助けだす。砲弾は因果を歪ゆがめて弾はじけても、砕けちった壁材やコンクリート材までは防御できなかったらしい。

「あう。あー、何も聞こえませぇん」

　くるくる目を回し、ブレイクサンが両耳を手で押さえている。周囲の視界は硝煙と炎が生んだ黒煙のせいで閉ざされており、ほとんど何も見えないが、油断していい状況ではないだろう。

「砲撃の音で鼓膜がおかしくなったんだろ。俺おれはもう治ったけど……」

　両者とも、埃ほこりまみれだが怪け我がはなし。それはあの個人に向けての攻撃にしてはやりすぎな戦車の連射を考えれば奇跡的なほどだった。

　奇跡。そう――奇跡。神の役割の七等分、これが破局ポイズンの因果歪わい曲きよく。自分と砲弾を関われないようにし、その攻撃から身を守った。

　彼女は能力をコントロールできないという。ならば、さっきの防御反応は無意識に発動した生存本能の為なせる業だったのだろう。次もまたああして巧うまく攻撃をかわせるかどうかはわからない。

　自分の能力は基本的に戦闘には向かないし、逃げるしかないか――とカヂリは思う。

「カ、カヂリ、どこですか――カヂリ」

　煙のなか、何かに怯おびえるようにブレイクサンが手を動かす。彼女は自分に背を向けているし、もしかしたら貧血でも起こして一時的に視力を失っているのかもしれない。

「……ん？　どこにも行きゃしねぇよ」

　彼女の手を握り、腰が抜けたのか動けないようなので背負ってやる。カヂリも子供に見えるが大きな欠片かけらをもつ不死者である。欠片の力で腕力も上昇しているし、身長差を考えなければ誰だれかを運ぶことくらい朝飯前だ。

「大丈夫か、ブレ子」

　ブレ子ではありません、といつもの返答がくるかと思ったが、彼女は小刻みに震えるだけで応こたえない。耳がまだ聞こえないのだろうし、町中でいきなり戦車に砲撃されれば誰だって怖い。それに彼女はもともとこうした荒事に不慣れなのだ。

　誰とも関われずに、ただ平凡に生きることを望み、歌ばかり歌って自分の心を慰めていた孤独な女性。彼女をこんな戦場に立たせた運命というものをカヂリは憎む。今の状況をつくったのが自分なら――一人部屋という存在ならば、カヂリは自分自身すら憎む。

「……くそっ」

　悪態をつき、目を瞑つむってこちらにしがみつくブレイクサンの頭を肩越しに見やる。不安なのはわかるが、抱きつかれるとだいぶ歩きにくい。

　なので胸に下がった十字架に手を伸ばし、その鋭い切っ先で指の先端を傷つけた。

　つう――と紅あかい粒が指先に流れる。

　それは仄ほのかな燐りん光こうを放ち、生き物のように蠢うごめいた。

「よっと」

　かるい掛け声とともに、ブレイクサンの額のあたりに触れる。彼女は一瞬、びくりとして――何度か目をしばたかせた。

　それを確認して、カヂリはなんでもない口調で問いかける。

「大丈夫か、ブレ子？」

「……ブレ子ではありません」

　きょとんとして、彼女は首を傾かしげた。

「あれ？　急に――耳が聞こえて、目も」

「だったらいい。ったく、不死者ならそんくらい自分で治せよ」

　憎まれ口を叩たたきつつ、カヂリはブレイクサンを背負ったまま軽快に跳躍して瓦が礫れきの山を飛び越える。視界は効かないが、それは相手も同じだろう。今のうちにできるかぎりこの場から離れなくては――。

　焦るカヂリに、戸惑ったままブレイクサンが質問してくる。

「カ、カヂリ――あの、さっきの、いったい何なのです？　どかぁん、って――爆発して、あたしも、なんか変な力が」

「ん。知らん。今はとにかく逃げるからな」

「あうあう。……オッケー。カヂリの邪魔にならないよう黙ってます」

　物分かりがよくて助かる。今はそんな悠長に現状確認なんぞしている余裕はない。いつまたさっきのように砲撃をされるかわからないのだ。

　考えていると、チチチ、と鳥の囀さえずりのような――。

「う、お」

　否いな。

　銃声が聞こえた。跳弾したのか火花が弾はじけ、そのうちの一発がカヂリのすぐ横を通過した。何かが抉えぐられ、砕けた音がする。

「……銃だ。狙ねらわれてるぞ。野郎、砲撃だけで満足すりゃいいのに――どうしても確実に殺してぇみたいだな。直接やりにきやがった！」

「え？　え――どうして？　どうして、あたしたちを？」

　ブレイクサンが狼ろう狽ばいするが、そんなことカヂリにもわからない。まだ相手が何者かもわかっていないのだ。どうも殺菌消毒たちとは別口の相手らしいし――。

　チュンッ。

　弦を爪つま弾びいたみたいな銃声。視界はゼロだというのに狙いが正確だ。相手は恐らく百戦錬磨の兵隊、こちらは能力をただ持っているだけの不安定なやつを背負い、ほとんど戦えない少年が一人。

　勝ち目は薄い。どころか皆無に等しい。逃げられるかどうかも微妙だ。

　考えていると――銃弾がカヂリの足元をかすめ、脹ふくら脛はぎの皮と肉をわずかに抉った。よろめき、脂汗を流してカヂリは呻うめく。

「くっそ。たかだか数百年で、人殺しの武器だけやたら進化させやがって――おいブレ子、しっかり掴つかまってろよ。おまえにゃ再生能力がねぇんだから、一発でも撃ちこまれたらおシャカだぜ！」

　叫び、銃弾が雨あめ霰あられと降りそそいでくるなか、カヂリは懸命に走った。やがて硝煙の幕を突きぬけ、直後、視界が一気に広がっていく。

「――――」

　町は戦場になっていた。

　暗くら闇やみを切り裂き、世界を彩っているのは暴れ狂う火炎。火の粉と火花が舞い散って、同じく粉ふん塵じんと炭が爆音をたてて飛び回っている。倒壊した建物。炎上する店舗。倒れ伏す人々。逃げ惑う人々。その凄せい絶ぜつな眺めに――一瞬、カヂリは呆ぼう然ぜんとして。

　ちりっ。

　首筋にはしる殺気に、僅わずか、反応が遅れる。

「ぐ」

　どん、と思いっきり殴られたように右足が跳ねる。銃撃されたのだ。攻撃は背後から――背負っているブレイクサンが危ない。カヂリは思い、動き回るが、視界が拓ひらけた場所に出たのがまずかった。敵の狙ねらいは忌いま々いましいぐらいに正確で、一ミリの隙すき間まも許さないような一斉射撃が飛んでくる。

「くっそ、ざけんなっ！　見えないとこからバンバンバンバン、どこいやがるっ！」

　ついカッとなって叫んだが、それが逆効果だったらしい、銃撃は止やむどころかさらに勢いを増す。なお都合の悪いことに、カヂリに抱きつくことで恐慌状態から脱したブレイクサンは先ほどのような危機感を感じないらしく、破局ポイズンの能力――因果歪わい曲きよくを発動できない。

　最悪に最悪を重ねた吐き気がするような状況だった。

　視界の隅。ちらっと武装した兵隊らしき陰が見えて、そちらを睨にらみつけたが、すぐに隠れられてしまう。カヂリは大地震でも直撃したような商店街の成れの果てを走り、当あて所どもなく進んでは打開策を考えていた。

　けれど思いつかない。相手は戦闘のプロ。いくらカヂリが人外の能力をもつ存在だからといって、いつまでも逃げきれるものではない。化け物よりも、大きな欠片かけらをもつ能力者よりも、殺人の技術と兵器を研けん鑽さんし特化させた人間の兵隊のほうがよっぽど強い。

「ちっ……。なりふり構ってねぇな、無差別かよ。ブレイクサン、目ぇ閉じてろ！」

「う――う、イエス、見たら気が狂いそうですしね」

　助けを求め、血の海でのたうつ瀕ひん死しの人間。火炎に焼かれて炭化した人間。崩落した建物に押し潰つぶされた人間。死と、痛みと、苦しみ惑う人間たちの坩る堝つぼ。気持ちが悪い。

「………ん？」

　カヂリが喉のどを這はいあがってくるような嫌な気持ちを押し殺していると、不意に。




「ちゅーっ★　キミたちっ、蜜みつ姫きちゃんから教育的指導ぉーっ♪」




　すっとんきょうな、ものすごく場違いな声が響いた。カヂリは戸惑う。どこかで聞いたような声だが――それはともかく、この惨さん憺たん悲ひ愴そうな地獄において、どこか呑のん気きな感じすらするこの声はなんだろう。

　考えていると、信じられないことに。

「くらえ能力の悪用、必殺・ちゃぶ台返しなのっ★」

　だんっ、と戦車が宙に舞った。

　かるく数十トンはありそうな戦闘車両が、玩具おもちやの戦車みたいにくるくる回転して空を飛んでいく。その悪い冗談のような光景にカヂリは口をポカンとあけ、呆ほうけた。そうしているうちにも摩ま訶か不ふ思し議ぎな現象はつづいていく。

「こんなもんが食えるかーっ★　食えるかーっなのっ♪　おりゃおりゃおりゃ、見てっ、お姉ちゃん、物理法則を無視したボクのちゃぶ台返しーっ★♪」

　ぽんぽんぽん、とさらに三両、戦車が激しく回転しながら夜空に吹っ飛んでいく。そんな奇術めいた真ま似ねをしでかしているのは、驚いたことに箸はしより重いものは持ったことがないというような華きや奢しやな少女。

　丸い耳のついた帽子をかぶり、お尻しりからは「くるん」と巻いた尻尾しつぽの飾りも伸びている。ちょっと子供っぽい服を着た彼女は髪を二つの三つ編みにまとめていて、帽子の耳や尻尾と一緒にぶんぶん勢いよく揺らしている。

　あれはたしか、いつかカヂリが永遠の固定から助けた女の子。いつものように夕方になって行き先を告げず姿を消したブレイクサンを追い、因果腐敗により見失った彼女を捜しているときにたまたま見つけた不快逆流――大きな欠片かけらと呼ばれる存在の一人である。理由は定かではないがそのとき彼女は完全に固定されており、その姿が以前の自分――森に隔離された自分に重なり、同情してその固定を解いてやったのだ。

　そんな彼女が――戦車と闘っている。なんとも楽しそうに、馬ば鹿かげた動きで。

　どぉん、と宙に放られた戦車のひとつが、苦しまぎれか誤って放ったのか、そんな彼女に向けて砲弾を撃ちだす。その一撃は空中で、しかも回転しながら放ったとは思えないほど正確に少女に迫ったが、彼女は逃げる素振りも見せない。

「ひひひ。そういうのじゃ、ボクは殺せないのっ♪」

　爆熱と衝撃をまとった凶弾を見つめ、少女は大きな手袋を嵌はめた右手を挙げた。

「ひょいっと。ゲッちゅう★」

　そして難なく砲弾を受けとめて――あろうことか、自分のお腹なかに放りこむ。少女の腹部には禍まが々まがしい牙きばを生やした口が存在していて、ガリゴリガリと甲高い咀そ嚼しやく音とともに砲弾を飲みこんでいく。

　次の瞬間。

「目には目を、歯には歯を、因果応報なのっ♪★」

　どぉん、と少女の腹部から砲弾が放たれる。その一撃は正確に宙を舞う戦車への軌道を辿たどり、その装甲に炸さく裂れつすると派手に爆砕させた。攻撃を――跳ね返した？

　その結果に満足したのか、少女は胸を張って高笑いをした。

「すごいでしょっ、ボク、がんばって喧けん嘩かの修行をしたんだよっ★　キミたちの攻撃そのものには悪意が足りないけど、キミたちがもたらした周りの被害――そこから悪意を吸いとって、因果応報、まとめてお返ししたってわけ！　ますます無敵の不快逆流なのっ♪」

「……それはいいけど、姫」

　少女からは少し離れた場所、スプレー缶から放たれる白い霧で戦車を消し飛ばしている女性――殺菌消毒が、どことなく嫌そうな声でつぶやいた。

「どうして戦車を真上に投げたの？」

「ちゅ？　駄目だった？　悪意のパワーをそのまま放つんじゃなく、腕力に変換させてみただけなの★　びっくりするくらい飛んだの、戦車♪」

「うん飛んだわね。真上に。……で、地球には重力というものがあって、飛んだものはたいてい落ちてくるわけだけど？」

　冷徹な殺菌消毒の声に、少女は「ちゅ？」と首を傾かしげ。

　どかどかどかッ。

「ちゅ――――っ!?」

　真っ逆さまに落下してきた超質量の戦車たちに、押し潰つぶされそうになって少女は慌てて転がって避よけた。自分が放り投げた戦車が落ちてくることを考えもしなかったらしい。阿あ呆ほすぎる。












「……ちょっとは成長したかと思ったけど、やっぱり姫はまだまだ甘いわね」

　嘲あざ笑わらうではなく、どことなく微笑ほほえましげに殺菌消毒がつぶやいた。そんな彼女に仲間をやられた戦車が猛烈に砲撃する。

「そうね――」

　表情を微笑で固定したまま、純白の髪を揺らし、殺菌消毒が手を伸ばす。その指先に握りしめられているのは、飾り気のない簡素なスプレー缶。

「けれど、あなたたち程度なら、そんな迂う闊かつな姫だけでも殲せん滅めつが可能みたいだけど」

　瞬間、どこか粘液のような、固体感のある霧がスプレー缶から放たれる。

「ま。足あ掻がいてみなさいな――遊んであげる」

　つぶやく彼女の眼前、霧に触れた砲弾が静止し、不自然に宙で硬直する。

「ＴＹＰＥ‐Ｂ《固定霧ジャックジュエル》」

　とん、と軽やかに殺菌消毒は躍りあがり、ととん、と固定された砲弾の上に着地する。そんな彼女に連続で弾が吐きだされたが、冷静に彼女は同じく霧でそれらを固定していく。

「あら。うふ。ありがとう。わざわざ足場を用意してくれて」

　とんとんとん、と因幡いなばの素しろ兎うさぎのように砲弾を掛け橋にして戦車の近くに肉薄し、すう――と先ほどとはちがうスプレー缶を取りだした。

「そうね――お礼に、殺菌消毒してあげる」

　さぁ――とスプレー缶のノズルから勢いよく純白が噴霧され、戦車が跡形も残さず吹っ飛ばされる。神の断罪、消化器官――かつてノアの方舟を残して世界を滅ぼした殺菌消毒の能力。想像していたよりもずっと恐ろしい。

「――大丈夫か？」




　不意に、背後から声がかけられた。




「――――」

　心臓が引っくりかえりそうになって、カヂリは獣のように振りかえった。事態を確認しようと目をあけたのか、ブレイクサンも息を呑のむ。

「あなた――グリコ」

「…………」

　グリコ。先ほども会った眼がん球きゆう抉えぐり子こという名前らしい少女は、誰だれかに無理やり着せられたような可愛かわいらしいスカート姿で、やけに涼しげだった。

「ぼーっと突っ立てると死ぬぞ、一人部屋。せめて隠れろ」

　あどけない、感情の欠落した声。けれど、どことなくその声には優しさのようなものが含まれている気がした。

「あ――」

　カヂリは何かを言いかけたが、自分でも何を口にしかけたかわからず、押し黙ってしまう。混乱している。そうしているうちにブレイクサンが彼女を何度も指さして声を引きつらせる。

「あなた、あなた、えっと――なんでここにいるのです？」

「……誰だれだおまえは」

　声をかけられて初めてブレイクサンに視線を向け、グリコは怪け訝げんな顔をして、まじまじと注視する。銃口のような、奥が暗い瞳ひとみ。そんなグリコの様子に落胆したように肩を落とし、ブレイクサンは心の底から哀かなしそうにつぶやいた。

「あぁ、忘れられてる。あたしどうも、誰にでも真っ先に忘れられちゃうみたいなのです。こういうの、因果腐敗っていうんでしたっけ、カヂリ？」

　そんな彼女を細めた目で見つめ、ポンと手を叩たたいてグリコが頷うなずいた。

「わかった、さっきのパーティで歌っていた女だ。服が汚れていたから別人かと思った」

「……もういいです。いいのです。あたしなんか君にとってよくわからん隣人のお姉ちゃんだったでしょうし、覚えられてなくて当然なのです。ん？　さっきのパーティ？　見ていたのですかグリコ、舞台の上からは逆光でお客さんの顔がよく見えないのですよ」

　世間話でもするような彼女に眉まゆをひそめつつ、グリコがしゃがみこみ、カヂリの右足を触ってくる。

「怪け我がをしている」

「ん？　あぁ、さっき撃たれた」

　適当に応こたえると、さらに彼女はいくつか質問してきた後、わりと荒っぽい手つきで弾丸を摘出してくれた。返り血が飛んだが、よく見るとすでに彼女の全身は血で汚れている。自分たちを追いかけてきた兵隊がいつのまにか消えていると思ったが、まさか彼女が始末してくれたのだろうか。

「さて――」

　考えていると、血まみれの少女、グリコはカヂリを真まっ直すぐに見つめてくる。同じくらいの身長なので、目線も同じ高さだ。

　自分で切っているみたいに不ふ揃ぞろいなオオカミヘア。握りしめたスプーンには、赤い血の雫しずく。なんとなく、壊れた人形みたいだとカヂリは思った。

「まず、誤解をといておきたいんだが……」

　グリコは考え考え、言葉を選んでいるのかゆっくり喋しやべった。

「グリコたちには、おまえらと敵対する意志はない。さっきのは不幸な事故だ。グリコたちは、ただ、おまえの能力ちからを貸してほしいだけなんだ」

「…………」

　追いつめられた顔で彼女が言うので、カヂリは何も応えられない。ブレイクサンが背中から降り、自力で立つとかくりと首を傾かしげた。そして先ほどもそうしたように、カヂリを守るようにグリコとの間にはいる。

「けれど――グリコ、カヂリは」

「いい。ブレ子。おいガンコ」

　それを手を振ることで遮って、カヂリは腕を組む。すると同時に「ブレ子ではありません」「ガンコじゃないのだが……」となんか突っこまれた。

　無視して、カヂリは流れ弾として飛んできた砲弾から二人の手をとり、身をかわす。悠長に喋しやべれる状況ではない。殺菌消毒と不快逆流の規格外な強さで形勢は逆転したが、戦車や兵隊の増援がまたくるかもしれないし。

「とにかく、わかった。ここは危ねぇし――避難してからだったら、話を聞くだけ聞いてやる。断ってもおまえら延々と追ってきそうだし。けどな――勘違いすんなよ、俺おれは神様じゃないから、不可能なこともあるんだぜ」

「うん。構わない。どんな希望にでも今は縋すがりたいんだ」

　俯うつむき、儚はかなげにつぶやくグリコ。彼女はいったいどんな問題を抱えているのだろうか。ひどく弱々しい、風が吹けば消えてしまいそうな声だった。

「頼む、一人部屋。鈴りん音ねを助けてあげてくれ」




　くすくす、と誰だれかが笑った。




「――――」

　どぉん、どぉん、と蝋ろう燭そくの最後の瞬またたきのごとく、戦車隊がこれまでにない勢いで砲弾をまき散らしている。あちこちで火柱があがり、いくつもの命が砕けて消えた。そんな戦場に、ただ悠然と、黒衣の男が立っている。

　炎の赤さを背景にして、その男は陰影になっていた。ただ不吉に細められた目と笑みの形にした口だけが目立つ。狼おおかみのような瞳ひとみに、丹念に編みこまれた長髪。神父のような外見をしているくせに、どことなく禍まが々まがしい。

「藉ぜき口ぐち――無なし法のりっ！」

　グリコが誰かの名前を呼んで、血まみれのスプーンを突きつけた。

「出たな！　何をしにきた！　グリコの邪魔はさせないぞ！」

　感情を剥むきだしに、グリコは藉口と呼ばれた男に怒鳴りつける。カヂリも何か嫌な予感をおぼえて、そちらを見る。殺菌消毒と不快逆流が戦車を殲せん滅めつしているその光景を背後に、微動だにせず藉口は仮面のような笑みを浮かべていた。

「あいつは……？」

　十字架のナイフを握りしめ、カヂリもそちらを警戒する。

　その一瞬――背後への警戒が疎おろそかになり。

「残念。はぁずれぇ」

　至近距離。唐突に真後ろから声をかけられて――グリコは眼を見開いて振りかえり、カヂリもまた慌てて後ろを向いた。

「え……？」

　その時にはもう遅く、何が起こっているかわかっていない顔をしたブレイクサンが、もう一人の藉ぜき口ぐち無なし法のりに抱えられて呆ぼう然ぜんとしていた。

　藉口はグリコたちの背後を指さし、さも可お笑かしそうにくすくす笑った。

「あ、ちなみに双子とかじゃなく、あっちのは俺おれの能力、肉体改造で俺と同じ外見にさせた死にかけの誰だれかだから。最後にくすくす笑うよう操作して囮おとりにつかったわけ」

「おまえ――！」

　グリコがスプーンを投とう擲てきしようと腕を振るったが、藉口はブレイクサンを盾にして、その攻撃を牽けん制せいしながら大きく跳躍して逃げる。

　不思議な言葉を残しつつ。

「これで〈ラヴソング〉は俺のもの。ありがとね、おまえら、ようやく始められるよ」

「待て！　破局ポイズンをどうするつもりだ！」

　叫ぶグリコを置いて、すでにカヂリは走りだしている。器用に電信柱やまだ倒壊していない建物を足場に、飛ぶように逃げていく藉口を追いかける。

「カヂリ！」

「ブレイクサン！」

　手を伸ばし、悲鳴をあげるブレイクサンにカヂリはなんとか近づこうと足あ掻がく。けれど追いつけない。人一人を抱えているのに相手のほうが早い。この藉口という男は先ほどの動きから判断してたぶん忌いま々いましい最弱アルティメットシールドか――その能力である肉体変化を最大限に発揮すれば、地上最速の脚力を得ることすらできる。追いかけっこでは勝ち目がない。

「くっそ――」

　呻うめき、ブレイクサンを取りかえす方法を模索するカヂリに、藉口は愉たのしそうに笑った。

「おや、忠犬だねぇ。でもね――やめたほうがいい。一人部屋、おまえは究極の能力者だけど、最強でも無敵でもない。……また閉じこめちゃうぞ」

「――――」

　その言葉。カヂリの心の傷を突く、嫌な言葉に一瞬だけ硬直すると――その隙すきを見逃さず、藉口は疾風のごとく去っていく。

「くすくす」

　不気味な笑い声が、戦場の夜空に溶けて消えていく。
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　そうして相あい沢ざわ梅うめは死に、手て長なが鬼おにが生まれたのだ。

「…………」

　記憶。遠く、霞かすんでしまいそうなほど昔に思える記憶。相沢梅の最後の記憶。手長鬼の最初の記憶。あのとき強盗に殺されて、もう二度と生きかえるつもりはなかったし、また梅うめとして暮らせるなんてこと望んですらいなかった。

　梅は駄目な子供だった。少なくとも自分ではそう思っていた。手先が不器用で、ひたすら物覚えは悪いし、運動だって得意ではない。学校では褒ほめられた思い出がない。仲良しだと思っていた友達にも漠然と馬ば鹿かにされている気がしたし、本当に大切なことは誰だれも教えてくれなかった。

　家に帰ると父と母が、そんな梅でもいいのだと慰めてくれたけど――梅はずっと不安だった。不安で、怯おびえていた。自分は本当に駄目な人間で、誇れることがなんにもないから、そんな子供はいらないやっていつか友達にも両親にも見放され、神様にすらそっぽを向かれてしまうのではないかって。

　だから強盗に襲われて、両親が頭を串くし刺ざしにされて殺されて、自分もごりごりごりと両腕を切りとられてしまったとき、思った。

　これは自分のせいだ。自分が上手に生きられないから、神様が罰を与えたのだ。

　ごめんなさい。ごめんなさい。




　そんな自分に手を差し伸べて、力を与えてくれて、導いてくれた存在がいる。

　自信をもたらし、誰かを簡単に始末できる能力を芽生えさせ、どじで駄目な相あい沢ざわ梅ではなく、手て長なが鬼おににしてくれたひと。

　藉ぜき口ぐち無なし法のり。

　でもそんな彼はいつも寂しそうだったように思う。顔だけは笑っていたけど、苛いら々いらしている感じがして、手長鬼はいつも馬鹿なことをやって、彼を心の底から笑わせようとして、精一杯にがんばって、彼が満足してくれるよう努力した。

　他のひとから見て、彼がどういう存在なのかは知らない。

　世界に不幸と破滅をばらまく、悪魔のように見えるのかもしれない。

　けれど梅にとっては、たしかに恩人だったのだ。

　彼は何を求め、どこに行こうとしているのだろう。何を目標にして、どうして陰謀を巡らせているのだろう。わからないけれど、梅にはなんだか彼の姿が哀かなしい。

　誰にも望まれない夢なら、叶かなえてもたぶん意味なんかないのだ。





　　[image: ]






　藉口のいない日々が、それでも穏やかにすぎていく。

　相沢梅は強盗に殺されて、人外の超越者――手長鬼になったはずなのに、梅はまたこうして生きかえり、藉口のもとに帰る努力もしないまま、ずるずる人間らしい日々に縋すがりついていた。

　近ごろの梅の日課は、朝、仕事に向かう嘆なげ木きの支度を手伝ったり、一緒にご飯を食べたりしながら見送って、日中は同じアパートに住んでいる賢さか木き愚ぐ龍りゆうや宇う佐さ川がわ鈴りん音ねと遊んだり、ＴＶを見てぼーっとしたりする。因果を捻ねじまげ、奇跡をおこす林りん檎ごの力をつかえば学校などに通えないこともなかったが、どうしてかそんな気にはなれなかった。

　そもそも梅うめは学校が嫌いだったし、なんとなく予感していたのだ。

　相あい沢ざわ梅は死んだ。そして手て長なが鬼おにとして生きかえった。

　ならば手長鬼――藉ぜき口ぐちの兵隊として活動することを拒否した今、自分がここに存在している権利はないのだ。いつかこの死に際に見る夢のようなぼんやりとした日々も終わる。なんとなくそんな確信があった。

　永遠研究所で自分の仇かたき――強盗〝べろ包丁〟を殺害し、それから梅は抜け殻のようになって生活していた。それまで自分の人生の核に据えていた藉口との関係が断ち切れて、どうしたらいいかわからなくなった。

　あの一件のあと、なんだか藉口のところに戻るのが怖くなり、結局――梅は自分を拾ってくれた嘆なげ木きの家に居候している。あの刑事は性せい癖へきが変だがべつに自分を犬扱いする以外は普通に接してくれるし、自分の子供か妹のように手長鬼を慈しんでくれる。居心地がよかった。

　そんな嘆木の優しさに甘えて、今日までこうして生きてきた。それなりに幸せな穏やかな日々。でもそれは――やはり邯かん鄲たんの夢でしかなかった。

　どこかで大騒ぎがあって、戦車がどうだとか、たくさん人が死んだとかで嘆木の帰りが遅い夜、ふとアパートの扉を開き、夜空を見上げていた手長鬼は気づいた。

　錆さびた手すりの向こう、たわんだ闇やみの向こう、絵画に混じった雨の染みのように――気配なく、黒衣の男が立っていた。

　彼は珍しく微笑を浮かべてはいなかった。手長鬼も頷うなずき、一瞬だけ開けっぱなしにした扉の先、嘆木の部屋に視線を向ける。

　よくノイズが混ざる安っぽいＴＶ。梅の誕生日に嘆木が買ってきた新品の首輪（何度か梅にゴミ箱に突っこまれたのですでに汚れている）。梅が好きだと言ってたくさん買わせたシーフードのカップラーメン。おもちゃ。趣味なのかなんなのか聞けなかった、やたら貼はりつけられた風景写真。ぽつりと置かれた写真立てで、曖あい昧まいな顔をしている嘆木の恋人。

　笑うのが苦手だったとかで、はにかむような顔をしたその足が不自由な女性の残映に、梅はなんとなく頭を下げ――ぽつりと囁ささやいた。

「……お邪魔しました」

　写真立ては応こたえない。そんなことはわかっている。梅はツインテイルを揺らし、もはや無言で外へと向かう。階段を使うのが面倒だったので、跳躍し――とん、とアパートの前、動かず立っている藉口の正面に着地する。

　狼おおかみのような目をした、誰だれにも本当の姿を見せない、たぶん世界でいちばん寂しいひとがそこにいる。梅の恩人。最弱アルティメットシールドと呼ばれる大きな欠片かけら。その役割は、偽救世主アンチ・キリスト。

「よぉ、梅ちゃん。やっぱこのアパートにいたんだね」

「……ゼキくんに聞きたいことがあるの」

　藉ぜき口ぐちの、韜とう晦かいするような言葉をなかば無視して、梅うめはつぶやく。藉口は一瞬だけ戸惑うような顔をしたが、どうぞ、という感じに肩をすくめる。

　梅は真まっ直すぐに彼を見つめた。

「どうして私にこんな力をくれたの？」

「…………」

　最弱アルティメットシールドという大きな欠片かけらがもつ能力は、肉体変化と肉体改造だと聞いた。永遠研究所であの殺菌消毒が語っていたのだ。肉体変化とは、藉口自身の肉体を変化させること。変身。擬態。肉体改造とは、他人の肉体を改造すること。

　あの〝べろ包丁〟も――彼が改造したのだとグリコが言っていた。そうだろう。元は人間だったはずの時雨しぐれ紅べに丸まる、あの強盗が、刃やいばの擬人化のような化け物に姿を変えていた。あれは藉口の肉体改造の結果だったのだ。

　最弱アルティメットシールドの役割は悪魔、または偽救世主アンチ・キリスト。

　聖書において、偽救世主アンチ・キリストは全すべての人類をつくりかえ、意志のない肉人形のようにして管理する。その結果、社会システムは崩壊し、やがて世界に終末をもたらす６６６の獣の到来により世界も人類もまとめて消滅し、魂だけが死後の世界へ向かって最後の審判にかけられる。悪魔に取り憑つかれた人間も、姿形を化け物のように変え、暴れまわるという伝承がある。まったくどういう仕組みかは知らないが、本当に神話に忠実な能力だった。

　ならば自分は悪魔に取り憑かれた人間のようなものだろう。

　藉口無なし法のりという悪魔に憑かれ、人間としての道を外れ、何人もの命を奪い、悪魔の手先として行動をした。

　化け物。鬼。そんな存在につくりかえられた。

　この『見えない腕』の能力も、おそらく藉口から与えられたものなのだろう。藉口自身は梅があからじめ持っていた超能力を増幅させたと言っていたが、そんなものがあったなら梅はもっと器用に生きられたはず。

　たぶん、ぜんぶ藉口がくれたのだ。この強力な能力を、梅の資質と関係なく、彼が与えてくれた。それを自分の手柄のように語らなかったのは、たぶん――きっと、彼の照れ隠し。

　ずっと近くで見ていたから、梅は知っている。

　藉口は、最後の最後で他人を信用できない。過去に裏切られた経験があるのか、他人を根本的に信用できない。他人の善意を信じない。だから梅に過分に感謝されることを嫌って、自分が梅に力を与えたという事実をぼかした。

　そんな彼が、やはり梅には哀かなしい。

　そんなふうに隠さなくても、正直に語ってくれたら、梅は素直に感謝したのに。

「あー……」

　藉口は曖あい昧まいな顔をして、両腕のない梅をその長身で見下ろした。その背後には見覚えのあるようなないような、外国人の女性が死体のように転がされている。

　彼は少しだけ考えこんでいたが、ふっと笑ってやはり不真面目まじめに手を広げた。

「まぁいいや、うん、もうそろそろ終わりだから隠し事はしないでいこう。梅うめちゃん、永遠研究所で〝べろ包丁〟とは会ったかい？」

「うん。会って、殺したよ。あの強盗」

　藉ぜき口ぐちを見つめたまま頷うなずくと、苦笑いされた。

「……そうかい。もう想像がついてるかもしれないけど、俺おれはあちこちであいつと同じような兵隊をつくってる。その最終目的まではちょっと教えられないけど、まぁ、手て頃ごろな兵隊はたくさんいて困るもんじゃないしね。俺の能力もそれ向きだったし、あちこちで人間を化け物に変えていたんだよね、あのころ」

　そして梅にとっては、なんとなく予感していたとはいえ、哀かなしい、最悪の事実を告げてくる。

「で、あの〝べろ包丁〟もそのうちの一人だったわけ。血の気の多いやつのほうが化け物にしたとき強いらしいってんで、あの時雨しぐれ紅べに丸まるは格好の材料だったから期待してたんだけど、その性能を試すために――ちょっとね、梅ちゃんの家を襲わせてみたの」

「…………」

　心臓に、ずぐん、と重い衝撃がはしった。

　嫌な映像を思いだす。

　時雨紅丸に後頭部から包丁を刺され、口から血まみれの切っ先を覗のぞかせた父。梅に逃げるよう何度も叫びながら死んでいった母。こちらを見て陰湿に笑う、強盗の顔。自分の身体からだから離れていった、自分の手や指だった赤黒い肉。

「あ。う」

　震えていると、藉口は長く溜ため息いきをついた。

「でも実験としては失敗だったね、〝べろ包丁〟は人間から化け物に変形するタイプの兵隊だったんだけど、時雨くん、変身しないでそのまんま包丁で梅ちゃんの家族を殺しちゃったわけ。意味ないじゃんって止めにいったときにはもう遅くって、梅ちゃんが時雨くんに殺されかけているところだったのね」

　くすくす、といつものように裏が読めない笑い声をあげて。

「で――まぁ、なんとなく気まぐれで、時雨くんを止とめて、梅ちゃんも兵隊として改造してみたわけ。永遠研究所で再会させてあげたのは、〝べろ包丁〟みたいな変身型の兵隊と、特殊能力を付加した梅ちゃん――手て長なが鬼おにみたいな改造型の兵隊と、どっちが強いか試してみたかったから。実験、実験」

　気楽に笑い、わざとこちらに厳しい言葉を放ち、嫌われようとでもしているみたいな藉口の台詞せりふ。ぜんぶ仕組まれていた。初めから自分は藉口に仲間とすら思われていなかった。ただの実験動物。いくらでも取り替えのきく使い捨ての兵隊。

　けれど。

　けれど――だ。梅うめは首をふる。それだけじゃない、と強く思う。

「……だけどゼキくんは、〝べろ包丁〟に殺されかけてた私を、たしかに助けてくれたんだよね？」

「…………」

　あのとき、すごく怖かった。絶望していた。両親を殺され、両腕を切り裂かれ、自分は死ぬんだと思って魂が凍えた。あの恐怖――最悪の事態から、助けてくれたのは目の前にいるこの男だった。

「ちゃんと、お礼を言ったことがなかったよね」

　梅は、これまでで一番、藉ぜき口ぐちのことを愛いとしく思った。死にかけていた梅を見て、彼はいったい何を感じたのか。不器用で、ぐずで駄目な子供でしかなかった梅を見て、優秀な兵隊になるなんて思ったわけがない。

　たぶん普通に同情して、普通に助けてくれた。

　それが梅には嬉うれしい。ようやく気づいた、彼の優しさが。




「ありがとうゼキくん」




　本心から口にしたその言葉は、しかし、むなしく夜空に溶けていく。梅には世界を変える力などない。そんなことはわかっていた。ただ伝えたかっただけだ。この不器用な恩人に、正直な感謝の言葉を。

　藉口は、なぜだか泣き笑いのような表情を浮かべた。

「俺おれは、梅ちゃんの両親を殺したようなもんなんだぜ？」

「うん。だから――」

　梅は、最後に空を見上げた。遠くのほうで煙があがっているが、このアパートの真上は透きとおった星空だ。きらきら綺き麗れいな、無数の銀河、星ほし屑くず。なんだか生きていてよかったなぁと梅は思い、あはは、と笑って。

「だからゼキくん、私はあなたに感謝しているけど、許せなくもある。よくもパパとママを殺したね。よくもよくも、私にあんな痛みを味わわせてくれたね」

　どん、と見えない腕が迸ほとばしり、藉口の首を吹き飛ばす。つづいて足を、腹を、肩を、貫通し、粉砕し――血ち飛沫しぶきを散らし、壊していく。

　どんどんどん。ぐちゃ。ぐちゃっ。ぐちゃ！

　千切れていく藉口は、それでも直立不動のまま。少しずつ肉を削られているのに、倒れもせずに立っている。梅はひとしきり暴力をぶつけると、ぼろぼろ泣いた。熱い涙が嘘うそみたいに湧わいてきて、視界がにじんでぼやけていく。

　血霧と、骨の断片と、肉と、何かどろどろした内臓と――。

　星空と、闇やみが支配する世界で。

　確認するみたいに、いつもの台詞せりふを梅は言った。

「どう、手て長なが鬼おにの両腕おてて――とってもとっても長いでしょう？」

　するとどこから声がでているのか、もはや原形のない藉ぜき口ぐちの肉が応こたえた。

「……あぁ、大したもんだ」

　おそらく初めて素直に褒ほめられた、その直後――そっと無事だった藉口の手が梅うめに伸ばされて、頭をやや乱暴に撫なでてきた。

「…………えへへ」

　返り血を浴びた梅は、くすぐったくて微笑ほほえんだ。

「ゼキくんは、何を求めてるの？」

「…………」

「その目的っていうのは、私の笑顔より素敵なもの？」

「…………」

　応えはない。肯定も、否定もされない。けれどなんとなく――藉口の目的とやらは、梅の笑顔と引き替えにしても良いと、即答できるほど大切なものじゃないらしい。

　それは嬉うれしかったけど、ちょっとだけ拗すねて、梅は綺き麗れいに微笑んだ。

「……ゼキくんの意地悪。いつも私の質問に答えてくれなぁい」

「ごめんな」

　小さく、彼がつぶやいた気がした。

　聞き間違いかと思って、え？　と首を傾かしげた瞬間、梅の華きや奢しやな胸板ごと、藉口の腕が心臓を貫いた。
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「…………」

　梅うめは薄れゆく意識のなか、ぼんやりしていた。

　その身体からだはアパートの正面、乾いたコンクリートの上に放置されていて、こんな場所には人通りもないから、誰だれにも気づかれず倒れたままでいる。

　藉ぜき口ぐちの腕は肋ろつ骨こつを砕き肉を貫き心臓を破壊して、あっさりと梅に穴をあけた。林りん檎ごの力を蓄積する受容器である心臓をやられたから、たぶんもう自分は死ぬ。

　痛みはあったが、強烈すぎる痛みはなんだか麻ま痺ひしてぴりぴりした感じ。特に不快ではない。それより自分の胸から流れる生温い血液が気持ち悪い。

　綺き麗れいに死ねなかったなぁ、と梅は思う。

　いつでも不器用と呼ばれていた相あい沢ざわ梅は、やっぱり何事も成せないまま、世界に影響を与えられないまま、ここで死ぬ。もちろん本当ならもう何年も前に〝べろ包丁〟に殺されていたはずなのだから、これでようやく辻つじ褄つまがあうのだ。梅が生きて動いていることがそもそも不自然だったのである。

　命と血液が流れていくのを感じながら、梅は自分の短い生涯を思いだそうとした。なんだか普通で、ロマンチックな恋すらなかったし、まだまだ人生始まったばかりなのに、なんで死ななきゃいけないんだろと曖あい昧まいに考えた。

　悔しくはあったし、死ぬのは歯がゆかったが、なんだか安心してもいた。

　これで終わる。もう何も考えなくてもいい。疲れることも、苦しいことも、痛いことも、なんにもなくなる。思えば手て長なが鬼おにになってから、死と痛みの連続だった。不自然な生を与えられた鬼は、本当に罪深く、たくさんの人を殺してきた。

　申し訳がない。ただ、申し訳がない。

〝べろ包丁〟に殺された父と母は、梅がしてきたことを知ればたぶん哀かなしむ。申し訳がない。血まみれの自分の死を、きっと誰も哀しまない。自分が生きようが死のうが、何も変わらない。ただ、申し訳がない。

　なんのために、自分は生きたのか。徒いたずらに罪を重ねるためだろうか。

　だったら――本当に、哀しいな、と梅は思った。

「ご……」

　唇から血を流し、ごぼっ、と咳せきこんで梅は唸うなる。

「――ご……め………ん、な、さ」

　全身に疲労感があって、きっとその怠だるさは死へと繋つながっていて、それに身を任せながらも、梅は急に怖くなってがたがたと震えた。全身に悪寒があって、藉口に貫かれて空っぽになった胸に、嫌な空気が通って。

　梅うめは泣きじゃくった。

「ごめん……なさい……ごめんなさい、……ごめ、ん――なさい。ごめんなさい」

　もはや思考はない。ただ衝動的に、梅は愛いとしいひとたちの名前を呼ぶ。

「パパ、ママ」

　たくさん殺してきた。自分は血まみれだった。罪深い、誰だれにも褒ほめられない、恥知らずな人生をおくってしまった。父も母も、きっと自分を褒めてくれない。誰も、自分の死を哀かなしんでくれない。むなしい。申し訳がない。

「パパ――ママ、ごめんなさい……」

　呻うめくように、梅はつぶやいた。




「……………………………………………私、天国にいけない」




　ふと、気づく。

　すぐそばに誰かがいる。

「――。――――」

　何かを自分に言っているようだが、うまく聞きとれない。梅は最後の気力で、いつのまにか閉じていた目ま蓋ぶたをこじ開けた。しゃがみこみ、自分の肩を抱き、何事か叫んでいるひとの顔が見える。

「……クルキヨ」

　嘆なげ木き狂くる清きよ。自分を部屋に住まわせ、少しだけだったけど、人間らしい生活をさせてくれた刑事。彼は泣いていた。たぶん恋人を失ったときと同じくらい、肩を震わせ、自分の無力さを噛かみしめるようにして泣いていた。

　あぁ、そういえば、聞いたことがある。

　嘆木の恋人の名前は――梅といったらしい。

「………ごめんね」

　自分のために泣いてくれる嘆木に、誰かを失うつらさをまた味わわせて申し訳がない。

　梅という嘆木の恋人に、彼を哀しませたことを謝る。

　だけど自分が死んで、泣いてくれるひとがいた。それが梅にはちょっとだけ嬉うれしい。目を閉じ、天国にいけなくても――自分がすぐに梅ちゃんのそばに行ってあげるからって、おかしなことを言っている嘆木に憎まれ口をたたく。

「……くんな変態」

　そのまま、破壊された心臓から林りん檎ごの力が流れていき――。

「――梅ちゃん！」

　最後に自分の名を呼ぶ嘆木の声を聞いて、相あい沢ざわ梅は笑顔のまま、全存在を崩壊させて死んだ。






最終奏

愛だけじゃ救えないけど
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　手て長なが鬼おにを殺した嫌な感触が指先に残っている。いくら血を拭ぬぐっても、腕ごと肉体を変化させて造りかえても、それが消えない。ぬめぬめとした不快な手触り。他人を殺したことなどもちろん初めてではないし、その行為に罪悪感をおぼえたこともないはずだったのに。

「…………」

　藉ぜき口ぐち無なし法のりは目を細め、前方の闇やみを睨にらみつけたまま走っている。その大柄な肩には気絶したブレイクサンと、先ほどあのアパートで攫さらってきた少女を担いでいた。

「――――」

　少女は無言だった。特に気絶しているわけでも、もちろん死んでいるわけでもない。あのアパートから離れた瞬間、何か大切な電池が抜け落ちた玩具おもちやの人形みたいに、ぼーっとした意志など何もない表情になってしまった。

　彼女の名前は宇う佐さ川がわ鈴りん音ね。淡く桃色がかった髪をした、まだ少し幼さの残る顔立ちをした少女である。彼女は地味な普段着のままで、とりたてて何をするでなく、藉口の肩の上で完全に脱力していた。

　手長鬼を始末し、アパートを襲い、藉口の目的には必要不可欠な彼女――鈴音を手にいれた。人間にしては反応のいい金髪の男がそれを阻止しようとしてきたが、所しよ詮せんは藉口の相手ではなかった。肉体変化の能力をもつ藉口は単純な直接戦闘ならば大きな欠片かけらのなかでは最強だという自負がある。人間が立ち向かえるわけもない。

　ただ――最後に見た、あの人間の表情。

　絶望しきった、悲痛な表情を藉口は思いだす。思えばあの表情が始まりだった。自分もきっと、最初の最初、自分の人間性を放棄し目的のために行動しようと決めたときは、あんな顔をしていたのだろうと思う。

　世界を憎むような、神を恨むような、自分を呪のろうような、泣き顔。

「……なかないで」

　ぽつり、と肩の上で鈴音がつぶやいた。

　アパートに放置してきたあの男に言っているのかと思ったが、鈴音はじっと藉口を見つめていた。

「泣いてない」

　藉口は衝動的に首をふった。腹が蠢うごめき、胸が苦しい。どうしてかうまく呼吸ができなくて、はっはっと小刻みに息が吐きだされる。なぜだろう不安で堪たまらない。この感覚――覚えている。

　これはまだ藉口が人間だったころ、死や未来、死後の世界、そういった、答えのでない問題について考えたときのような不安。

「あはは。はは。ははは」

　不意に、鈴りん音ねが堰せきをきったように笑いだした。甲高い、どこか金属質な声。その声に寒気をおぼえる。その表情に、奇妙な恐れが生まれる。

　こいつ――藉ぜき口ぐちの目的には絶対に必要な要素、宇う佐さ川がわ鈴音のことを、自分は本当に制御できるのかと突然、藉口は不安になった。

　彼女の瞳ひとみを見つめる。驚くほど純粋で美しい。

　その真実の鏡のように澄んだ瞳には、恐怖に怯おびえる藉口の泣き顔が映っている。

「ないてる。いきてる。みんな。あなた。あたし」

　あははははは、と鈴音は笑いつづけた。
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　昔、まだ賢さか木き愚ぐ龍りゆうが実家の屋敷にいたころ、何度か血の繋つながらない義妹である竜たつゑえが泣きそうな顔で言っていたことを思いだす。




　――わたくしは、お義に兄い様のことが羨うらやましい。

　――お義兄様のような才能がほしかった。

　――お義兄様のように、強く生きてみたい。




「ははっ、竜ゑ……私が羨ましいのなら、どうか代わってくれないか」

　暗い部屋だった。古びたアパートの一室。宇佐川鈴音の名義で借りられた部屋に、賢木愚龍は座りこんでいる。金髪碧へき眼がんの芸術品のような美形は血にまみれ、その両手も両足も力なくだらんと投げだされている。

　部屋には照明が点ついていない。薄暗くて、何もかも輪郭が曖あい昧まいだった。部屋には布団が二組だけ敷かれていて、その枕まくら元もとにはいつか賢木が鈴音に買った携帯電話が置かれている。

　賢木は虚ろな表情で、のろのろとその携帯電話に手を伸ばす。これで何度も二人、他愛のない内容のメールをやりとりした。電源をいれると、メモリに記録されていたいくつものメールが蘇よみがえってくる。




　ＦＲＯＭ　★　宇佐川鈴音

　ＴＯ　★　賢木愚龍様

　題名　★　初めいる

　内容　★　こんにちは。賢木さん。携帯電話ありがとうございます。でもたぶん、あたしうまく使えないと思います。機械音痴なので。というか、ほんとうにごめんなさい。なんであなたはこんなに良くしてくれるのですか。あたしなんか騙しても、いや、ごめんなさい。うん、嫌な初メール。ごめんなさい。




　鈴りん音ねは賢さか木きに携帯料金を払わせるのを遠慮して、滅多にメールを打たなかったから、最初の最初、彼女の初メールもちゃんと送信トレイに残っていた。

　かちかち、と画面の明かりの照りかえしを顔に受けながら、賢木は無表情のまま携帯電話を操作する。

　そういえば出会ったころ、鈴音はこんな感じだった。笑うのが苦手だった。喋しやべるのはもっと苦手だった。母に捨てられ、父に暴力をふるわれ、暗くふさぎこんでいた鈴音。どこにでもいるような、決して特別ではないけど、たしかに不幸な一人の女の子がそこにいた。




　ＦＲＯＭ　★　鈴音

　ＴＯ　★　賢木愚龍様

　題名　★　うさりん閣下って呼ばないでください

　内容　★　こんにちは。賢木さん。あの渾名やめてください。というか町中で閣下って呼ばないでください……。すごく恥ずかしいです。あの、なんであなたはそんなに。あ、いや、うん。普通に呼んでくれると嬉しいです。

　ついしん。あたしが進学する予定の高校に先生としてくるって本当ですか？　えーと、えーと、どうしてそういうことに？




　うわぁ、そっけないなぁと鈴音のメールを見ながら賢木は苦笑する。ていうか自分、かなり周りが見えていないというか、空回りしているというか、鈴音を困らせている。

　自分は鈴音に何をしてあげられただろう。

　海に身を投げて死のうとした彼女に、どれだけ幸せをあげられたのか。

　守れずに、傷つけて、いらない苦しみを与えただけではないか。

　海で死にかけて、グリコに殺されかけて、さらに蟲むしに首を絞められ、あげく、殺菌消毒に肉人形にされて、今も狼おおかみの目をした男につれさらわれた宇う佐さ川がわ鈴音。

　どうして彼女がこんな目に遭わなくてはいけないのか。

　どうして、自分はたった一人の女の子も幸福にできないのか。




　ＦＲＯＭ　★　鈴音です

　ＴＯ　★　賢木さん

　題名　★　みことのり

　内容　★　あきらめました。あなたは何を言っても無駄なひとだとわかりました。そこまでこだわるなら思う存分にあたしを閣下としてあがめたてまつればいいわっ、女王様とお呼びっ。あ、いえ、すいません調子に乗りました。賢木さん、お仕事はいいんですか？　近ごろ毎日なんかうちにきますけど。いや、うん、迷惑じゃないんですが心配。なんであたしにこんなに。いえ。すいません中止。このメールは廃棄するであります。ぽい。




　携帯電話のゴミ箱に、書き途中のメールがいくつか残っている。むしろ実際に賢さか木きに送ったメールより、そうした書きかけの、何かの理由で放棄されたり、送るのをやめたメールのほうが多いことに気づく。

　あのころ、いつも何かに怯おびえているようだった鈴りん音ねは、メールで賢木に何かを伝えることにも遠慮して、たくさんの気持ちを封じこめて生きていたのだろう。

　自分は本当に、鈴音の正しい姿を見て、受けとめられていたのか。

　ただ誰だれかに頼られたい、自分だけが彼女を幸せにできるんだって、個人的な達成感と、奢おごりだけで接してはいなかったか。

　廃棄されたメールには、生々しい彼女の本心が書かれているものもあった。




　ＦＲＯＭ　★　宇佐川鈴音です

　ＴＯ　★　賢木愚龍様

　題名　★　死にたい

　内容　★　わかりません。わかりません。なにもわかりません。あなたの気持ちがわかりません。あたしがなんで生きてるのか、なんであたしにあなたがちょっかいだすのか、わかりません。近ごろすごく死にたい。どっかに逃げたいよ。死にたい。




　ボタンをでたらめに連打したのか、『死にたい』のあとは延々と意味のない文字がつづいていた。鈴音だって人間だから、精神的に不安定なときもたくさんあっただろう。賢木はこの場にいない鈴音を無性に抱きしめて、大丈夫だって言ってあげたくなったけれど、彼女はここにいない。

　どうして自分は鈴音のそばにいないのだろう。

　思いつつ、携帯電話を無為に操作する。しだいに鈴音のメールに朗ほがらかなものが多くなってくる。




　ＦＲＯＭ　★　うさりん

　ＴＯ　★　賢木さん

　題名　★　みことのり

　内容　★　誰かと喋るのが楽しいなんて信じていませんでした。自分が笑えるなんて知りませんでした。なんだか生まれかわったみたいな、おもしろい感覚です。あ、なんか女の子っぽく料理とかに挑戦してみました、添付した写メールはその料理。先生のおかげで買い食いばかりだからか体重が正気じゃなくなったので、ダイエットも兼ねてます。ちなみに料理の名前は知りません。野菜と肉を炒めて塩をふったのですが。なんでしょうかこれは……。




　このころから、鈴音は後々には趣味と実益を兼ねる料理をするようになった。彼女は変なところで格好つけなので、実際に賢さか木きに食べさせてくれたのは彼女自身が満足して傑作だと判断できる料理をつくれるようになってからだったが。

　鈴りん音ねのメールを読んで、賢木は薄く微笑ほほえんだ。

　誰だれかと喋しやべるのが楽しいって、賢木も鈴音と出会って初めて知ったのだ。自分が笑えるなんてこと、賢木だって知らなかった。似たもの同士だったのかもしれない。賢木と鈴音は、思っていた以上に。運命のように出会って、当たり前に愛した女の子。

　鈴音。

　どうして――こんなふうに、自分たちは得体の知れない化け物たちに引き裂かれて、離れ離れにならなくてはいけないのか。

　随分と遠いところにきてしまった。そんな感じがした。このメールを打っていたころには、想像すらもしなかった世界に賢木たちはいる。

　どこから、おかしくなったのか。

　不意に――グリコの顔が浮かんだ。

「………う」

　あそこからか？　グリコが現れたときから――自分たちの日常は歪ゆがみはじめた？

　何な故ぜか、ぞっとした。




　ＦＲＯＭ　★　鈴音

　ＴＯ　★　賢木さん

　題名　★　Re：確認

　内容　★　賢木さんはずるいと思う。なんにも信じられなかったあたしを助けて、こうして良くしてくれて、嫌えるわけないです。あの、ちょっと待ってください。五分後くらいに電話します。まず落ちつきます。




　頑かたくなに閉じられていた鈴音の心がしだいに開かれてきて。強こわばっていたその表情も、いつからか柔らかくなって。冗談めかして何度も言っていた愛している、結婚しようという言葉に、鈴音がいつになく真剣に返事をしてくれて。

　そうだ、このメールのあと、賢木が内容を無視して走って鈴音のアパートまで行って、その場で会話して、そのまま互いの気持ちをたしかめあった。

　賢木は鈴音のことを愛していて、鈴音もそれに応こたえてくれた。

　あのときから二人は、年齢も何もかもを越えて、気持ちをかよわす恋人になった。賢木が彼女を利用したり、戯れにもてあそんだりするのではないかとまだ疑っていた彼女と誓った、信頼と約束。鈴音は賢木を信じる。賢木も鈴音を真剣に愛する。その信頼と約束は幸福に繋つながっていた。

　決められた未来と、才能を消費していくだけの人生に嫌気がさしていた賢木の、初めて見つけた希望、派手ではなく、誰かが聞けば馬ば鹿かにするかもしれない類たぐいの幸福。鈴音のそばにいたい。彼女の声を聞いていたい。彼女の笑顔を見ていたい。

　それだけが賢さか木きの願いだった。鈴りん音ねもそれを許してくれた。

　なのに――自分は、信頼と約束を裏切った。

　鈴音を守れなかった。自分の能力などなんの役にもたたなかった。賢木は絶望し、無力感に囚とらわれている。もういい。疲れた、と思う。少し休みたい。

　自我を失い、肉人形となった鈴音を介護する生活。自分の至らなさを絶えず責められるような地獄。そんな生活が、鈴音を攫さらわれたことで終わるのではないかと、一瞬だけ喜んだ自分がいた。

　もう苦しみたくない。傷つきたくない。そう思った自分がいたのだ。

「ごめんなさい……」

　ふと、鈴音を連れ去った黒衣の男が開けっぱなしにしていた扉の向こう、誰だれかが呻うめくようにつぶやいた。

「ごめんなさい。ごめんな――さい」

　幼い女の子の声。これは、大家の嘆なげ木きが居候させている梅うめの声だった。力なく、今にも消えそうなほど儚はかない声音。ふと視線をやったが、ここからは何も見えない。黒衣の男に吹っ飛ばされ、背中を激しく壁に叩たたきつけられ、全身の骨が折れたらしく身体からだは呆あつ気けなく動かなくなった。かろうじて指先は動くも、携帯電話を操作する程度のことしかできない。賢木も林りん檎ごを持っているのですぐに回復すると思うが――今はまだあらゆる意味で立ちあがる力がない。

　ごめんなさい。

　賢木も同じ気持ちだった。弱くてごめんなさい。守れなくてごめんなさい。鈴音に謝りたい。涙が意味もなく頬ほおを伝う。

　やがて梅の声も途切れ、痛いほどの静寂がおりてくる。




　ＦＲＯＭ　★　うさりん

　ＴＯ　★　先生

　題名　★　みことのり

　内容　★　はろー。うさりんでーす。放課後で、先生はもしかしたら忙しい時間かもしれないけれども、いつでもメールしていいって言ってたので遠慮しないでメールしてみました。悪かったら怒ってください。今、おうちです。先生は学校ですか。都合が悪いようなら無視していいですが、もし暇でしたら折り返し連絡くれると嬉しいです。




　懐かしい、グリコたちと出会う前――自分たちの運命をまだ知らないころ、鈴音からもらったメール。それを眺めていると、不意に玄関口に誰かが立った。

　長い前髪で顔を隠した、猫背の男。このアパートの大家にして、殺人課の刑事だという――嘆木狂くる清きよ。

「梅うめちゃんが死にました」

「……そうか」

　賢さか木きはそう応こたえるしかなかった。会話をかわしたことすら少ない女の子だったが、それでもその死は傷ましい。あんな子供が、まだいくらでも幸福になれる可能性があっただろうに、死んでしまうのは哀かなしい。

「鈴りん音ねが――攫さらわれた」

　自分の声がやけに遠い。気け怠だるい、腹の底から這はいあがってくる無力感が鬱うつ陶とうしい。

　嘆なげ木きは唇を歪ゆがめ、嘲あざ笑わらうようにつぶやいた。

「……僕たちは無力ですね」

「…………」

「でも宇う佐さ川がわさんは、まだ生きてるかもしれないんでしょ？　なんであなた、そうして動かないでいるんです？」

　つぶやいて、憂ゆう鬱うつ刑事が項うな垂だれ、その姿を消していく。彼はどこへ向かったのか、特に興味はないが――たぶん、梅の仇かたきでも捜しにいくのだろう。彼が復ふく讐しゆうを遂げてもきっと世界は変わらないし、彼の心も救われないだろうが、そうするしかないのだろうと思う。無力で、世界を変える力なんかなくて、生きているだけの人間には生きている意味すらないかもしれないけど、だからといって何もしないのは悔しい。

　手を伸ばした先にいる、大切な誰だれかを守りたいと思う。その程度の力すら自分にはなかったみたいだけど、せめて――死ぬまで動こうと思った。せっかく生まれてきたのだから。神様に翻ほん弄ろうされるままに絶望して死ぬのは嫌だった。

　じわじわ、治っていく怪け我がの調子を感じつつ、賢木は足腰に力をいれる。

「鈴音……」

　意味なく手を伸ばした先には闇やみしかない。それでも賢木は立ちあがるしかなかった。

　りりりり。

「………？」

　と――不意に、手の中の携帯電話が鳴った。賢木はびくっとして、眼を見開くと無意識に画面を凝視する。

　あるはずのない名前があった。




　ＦＲＯＭ　★　宇佐川鈴音

　ＴＯ　★　全世界の人々へ

　題名　★　鏡よ鏡よ、鏡さん

　内容　★　世界でいちばん美しいのはだぁれ？




「なんだ……これ？」

　誰かの悪戯いたずらかとも思ったが、こんな意味のわからない文章を送る理由がわからない。思っているうちにも、何度も何度も同じ内容のメールが着信する。

　鏡よ鏡よ、鏡さん　世界でいちばん美しいのはだぁれ？

　携帯電話のメモリぎりぎりまでそのメールは届き、やがて、りんりんりん――と、最後にひときわ甲高く着信音を響かせて、それは終わった。

　何気なく賢さか木きは画面を見る。するとメールの内容が変わっていた。




　ＦＲＯＭ　★　宇佐川鈴音

　ＴＯ　★　全世界の人々へ

　題名　★　そろそろ終わるみたいです

　内容　★　世界でいちばん美しい、白雪姫のお話。真実の鏡に尋ねるまでもなく、きっと嫉妬の女王――魔女だってわかってた。狩人なんかじゃ手が届かない、毒林檎ですら殺せない、ただ王子様を待ちつづけている、白雪姫の正体。




　世界でいちばん美しいのは、神様に決まっているでしょう？





　　[image: ]






　なぜだか身体からだの震えが止まらない。携帯電話を握りしめ、そこに表示された不気味な文字列を見つめていた賢木は、不意に開けっぱなしの扉から差しこんでいた月明かりが途切れたことに気づく。戸口に誰だれかが立っているのだ。

　また嘆なげ木きだろうか――と思う。けれどすぐに賢木はその考えを自ら否定した。

　りん、と澄んだ鈴の音が鳴る。

「……ちょっとした思考のお遊びだと思えばいい。あまり意味のない独り言だ」

　そいつは特に前置きもなく、どこか発音のおかしな片言で語りだした。

「人間は、脳で世界を感覚している。視覚、聴覚、嗅きゆう覚かく、味覚、触覚――すなわち五感、感覚器官で世界に触れ、世界というものを認識している。もしも生まれた瞬間から五感が欠落していたら？　何も見えない聞こえないという我々が想像可能な暗くら闇やみすらもない、そこには虚無すらない、そんな者にとって世界はない」

　女性の声だった。どこかで聞いたような気がする、懐かしい声だが、賢木にはよくわからない。話の内容も、わかるような――わからないような、理解ができないこともないのだが、ここでこんなことを語る意味が不明だった。

　長い金髪を鈴で結んだ、外国人の女性である。着ているのは、肌を極端なまでに露出させない漆黒のスーツ。ご丁寧なことに手袋にサングラスまで嵌はめていて、映画に出てくる怪しいマフィアを想起するような外見だった。

　彼女はそんな自分の外見には無む頓とん着ちやくに、なぜだか不自然なくらい真剣に話している。

「では、もしも全すべての人間の感覚器官を操れる者がいたら？」

　淡々とした、冷たい、けれどなんだか哀かなしげな声だった。

「その者が、世界中の人類にとある存在があたかも存在するように思いこませたら？　本当はそんなものなど実在しないのに、嘘うその視覚、嘘の聴覚、嘘の嗅きゆう覚かく、嘘の味覚、嘘の触覚をすべて用意して、あたかもそこにいるように勘違いさせたら？」

　両腕を広げ、意味のとりにくい話をする。

「誰だれもそれを疑えない。誰もがそれがそこにいることを確信する。さて、そのとき、果たしてそれはそこにいることになるのか、いないことになるのか。それは実在していると言えるのか、やはり妄想だと片付けられるのか？」

「…………」

　彼女が何を言いたいのか、賢さか木きにはわからない。けれどなんとなく――恐ろしくなった。

「おまえは自分が妄想だと思ったことはないか？」

　不思議なことを、女性はつぶやく。

「誰もが勘違いして、おまえがそこにいるのだと認識しているが、本当はおまえなどおらず、おまえの全存在は誰かが用意した嘘で、誰もが五感を刺激する嘘の情報に騙だまされて、おまえがそこにいると思いこんでいる」

　どういう――ことだ。

　自分が、この賢木愚ぐ龍りゆうが、妄想だというのか。本当は自分などここにはおらず、誰かがつくりあげた妄想で、誰もがそれを知らずに彼がここにいると誤解している――？

　それは、想像するだけで恐ろしいことだった。

　自分が――ここにいない？　みんなが、ここにいると思いこんでいるだけ？

　ふふ、と女性は笑った。やけに寂しげな表情だった。

「安心しろ、おまえはそこにいるよ。妄想ではない。断言はしないがな、賢木愚龍。そう――誰にも自分が妄想であるという疑いを完全に否定することはできんのだ。自分がこうしてすごしている今が、この人生が、誰かの見ている夢や妄想だという疑いを捨て去ることはできんのだ。わたしにはそれが恐ろしい」

「私は……」

　どこか遠くを見つめる彼女を、賢木は不安げに見つめる。誰も救えない、世界を変えられない、愛した女の子すら守れない、何にも影響を与えられない――そんな自分が、妄想ではないと自信をもって断言することができなかった。

「きっと神様がいるとしたら、そういう恐れをいつも抱いているだろうな。だって誰にも声をかけられず、見てももらえず、ここにいるという実感がなさそうだ」

　どこか同情するふうに、女性はつぶやく。

「誰もが神様という言葉を知っているし、漠然と、本能的に認識しているが、誰もそれが妄想ではないと否定することはできんのだ。なぁ、愚龍、神様は本当にいないかもしれないぞ？」

　誰だれもが一度は疑って、それでも僅わずかにかもしれないが、信じているような気がする神の実在を、彼女はさらりと疑って、倒れたままの賢さか木きに歩みよると頭を撫なでた。

「この世界に神様はいないかもしれないけど、おまえは妄想ではない、たしかにここにいるよ。ここにいるから――たとえ僅かでも、世界を変えられるかもしれない。だから諦あきらめず、行動することだな、愚ぐ龍りゆう」

　言い捨てて、背を向ける、そういえば――彼女は誰なのか。

「………あ」

　あらゆる疑問が形になろうとして、けれど明確な輪郭を結ばず、賢木が口を開くと、彼女は肩越しに振りかえって微笑ほほえんだ。

「わたしは賢木ジョーカーという」

　そうだ、と賢木は思いだす。見覚えがあるわけだ。

「生まれは米国だが、おまえの父親に連れられてこの国にきてな――何度か会いたいとは思ったのだが、わたしは怖がりだから、今日まで姿を見せられなかった」

　サングラスをかけていたからわからなかった。ずっと以前に死んだと父からは言われていた、数少ない何枚かの写真にひっそり写っていた――それは賢木の母の顔だった。

「愚龍、わたしがおまえの実在を保証してやるぞ。なにせ保証しなければ、このわたしすら妄想ということになるからな。おまえはここにいる。だから僅かでも世界を変えられる。それを忘れず、諦めず、動くがいいよ」












　そしてまた前を向く、彼女の背中のみが賢さか木きには見える。他人の好意も悪意も何もかもを拒絶したような、堅苦しいスーツ姿。だが、その一瞬だけは、どことなく優しげだった。

「母らしいことが一度もできなかった。願がん鳳ほうにも、妻らしいことができなかった」

　悔いるようではない、ただ虚しそうな声。

「永遠なんか望まなければよかった。天国など、神など、求めなければよかった。限りない欲望に願鳳は狂い、わたしも狂い、わたしと願鳳とおまえと竜たつゑえ、家族で仲良く暮らすなんでもない幸福を捨ててしまった」

「母上」

　自然にその単語が口をついた。なんだか無性に彼女が寂しそうに見えたのだ。ジョーカーは、びくり、と背筋を震わせ、俯うつむく。

「嫌だな、わたしは結局――あの母と同じことを、おまえたちに――」

　独り言をのように囁ささやき、彼女は扉に手をかけた。

「もう会えないかもしれないから、おまえの顔が見たかった。ずっと会いにきたかった。けれど怖くてできなかった。ごめんな、寂しかったろう。わたしは、誰だれからも他人の愛しかたを教わらなかった。だけど、おまえらはそれを自分で見つけた。だからわたしは――母は、おまえを尊敬する、愚ぐ龍りゆう」

　おまえは幸せになれるといいな――と、つぶやいて、ジョーカーを名乗る女性は出口の向こうに消えていく。それをどうすることもできず見送りつつ、賢木はぼんやり考えた。

　彼女が彼女なりに、実の息子らしい賢木を励ましてくれたのは理解できた。

　けれど――彼女もなんとなく気づいていたようだったが、賢木が妄想で、その母のジョーカーすらも妄想で、世界が妄想だという可能性も、やはり否定できないのだ。

　曖あい昧まいな世界の夜が、それでも確実に更けていく。
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「……肉人形？」

「あぁ。知っているか、一人部屋？」

　眼がん球きゆう抉えぐり子こ、肉にく山やまカヂリ、殺さい原ばら美み名なと蜜みつ姫きの姉妹――超常の能力をもつ四人は、戦車隊をほぼ壊滅させ、ブレイクサンを攫さらった藉ぜき口ぐち無なし法のりを追跡していた。戦車が巻きおこした被害は大きすぎて把握できないが、遠く、繁華街のあたりは今も紅ぐ蓮れんの炎が天を染めている。

　グリコは、強大な化け物などの気配を察知することに長たけているらしい。ヘビ――『貴たか御み門かど御み貴たか』もそれが得意だったということだが、よくわからない、自分と彼に共通項のようなものは特にないし、とグリコは思う。とにかく、理屈などどうだっていい。今はただそんなグリコの能力だか体質だかが藉口を追うのに便利だという事実だけがありがたい。

　藉口は最弱アルティメットシールドという大きな欠片かけらをもった強大な存在である。追うのはそんなに難しくはない。ただ破局ポイズンのブレイクサンが無意識に『天然ステルス機能』こと因果腐敗を断続的に発動させているらしく、ときどき気配を見失ってしまう。追いかけるには厄介な能力だった。

「肉人形――ねぇ、んー、聞いたことねぇけど」

　鈴りん音ねを元に戻してもらうためには一人部屋の協力がいる。それゆえに、ブレイクサンを攫さらった藉ぜき口ぐちをこうしてみんなで追いかけているわけである。カヂリに協力し、その見返りに能力をつかってもらう。正当な取り引きだった。

　ブレイクサンが心配なのか、気のない返事をするカヂリに、少し遅れてついてくる美み名ながつぶやいた。

「そうね――知らなくてもおかしくはないわよ。死体に林りん檎ごを埋めこめば自由に操れる肉人形になるって、それ、私が偶然に発明したことだもの」

　なんでもないように語る彼女に、どこか楽しげに蜜みつ姫きが手をひらひら振って茶化した。

「にへへ。お姉ちゃんってロクな発明しないよね。こないだゴキブリ殺すための新しいトラップ、手作り小型の吊つり天井とか果てしなくどうでもいいもの発明してたし」

「ゴキブリ嫌いなのよ、私。あー、うん、ていうか馬ば鹿かに馬鹿にされると腹立つわー」

　冷酷な顔で美名が蜜姫のほっぺたをつねっている。どっちもどっちだとグリコは思う。とにかく、今は真面目まじめな話をしているのだ、彼女らのことは無視することにした。

「そもそも、一人部屋の能力はどういうものなんだ？　天地創造――と聞いているが、なんか死者を蘇よみがえらせるとか、時間を止めるとか、そんなことすら可能だと……」

　それは永遠研究所の事件の後、美名に教えられた事柄だった。美名が言うには、大きな欠片かけらたちのデータベースのような『役割』をもつ神じん蟲む天てん皇のうの情報だということだったが。

「……んあ？」

　八重歯を覗のぞかせた口元を一文字にして、カヂリが嫌そうな顔をした。

「あー、死人を生きかえらせるのかー、試したこたぁねぇなぁ気持ち悪いし」

　すごく頼りない返答がかえってきた。けれどグリコはへこたれない。鈴音を元に戻すのだ。そのためならなんだってするし、必要なものがあればなんでも用意する。

　聞いていたのとちがって、彼、カヂリがそんな神のごとき能力を持っているようには見えない。先ほどの戦闘でも、なんだか逃げに徹していたし、美名や蜜姫と比べてすごいのかどうかいまいち判断できない。

　カヂリは目を細め、考えるような顔をしている。

「ん？　その肉人形ってのは、なんだ死体なのか？　そいつを生きかえらせろって？」

「死体というか、似たものではあるのだが……、なんと説明したらいいか」

　困っていると、こういう説明は得意な美名が後ろから補足してくれた。

「肉人形ってのは、死体に外から欠片を埋めこんで、無理やり動かしている生ける屍しかばねって感じね。そこにはもう肉体そのものの意志はほとんど残ってなくて、欠片を与えたやつの言いなりになっちゃうの」

　眉まゆをひそめ、少し声を訝いぶかしげにして彼女はつづける。

「それよりも、私も聞きたいことがあるのよ、一人部屋。あなたが崩壊死から助けてくれた姫だけど――本当に、なんの後遺症もなく元に戻ってるの？」

「姫ってボクね。本名は蜜みつ姫き。その節はありがとうなの♪」

　蜜姫が気が抜けるような、ほとんど場違いな呑のん気きさでカヂリに挨あい拶さつしてる。カヂリもそんな彼女に毒気を抜かれたのか、蠅はえを追いはらうみたいに手を振り、彼女から目を逸そらした。

「んー。気まぐれだよ、感謝なんかされると逆にくすぐってぇよ。ブレ子を捜してたら間違えてその蜜姫ってのを見つけて、ほんで、俺おれも昔は時間のほとんど停止したみたいな場所に閉じこめられてたからさ――同情しちって、てきとーに助けてやっただけ」

　物言いは乱暴だが、その行動は優しい。さっきから見ていてわかったが、この少年、べつに悪いやつではない。頼めばきっと、それが可能なら、鈴りん音ねを助けてくれるだろう。グリコは内心でそんなことを考える。

　カヂリは遠い目をして、胸元に下げた尖とがった十字架に指で触れた。

「俺の能力は、そうだな、造りかえるって感じなんだよ。最弱アルティメットシールドとちがって肉体だけじゃなく、んー、なんつったらいいか、概念からいじくれる」

　自分でも説明が難しいのか、少し首を傾かしげ、彼は真面目まじめな顔で例示する。

「ん。例え話だけど、もしもこの世界がＴＶゲームだったとして、俺はそのゲームのシステムそのものを変えられるんだな。登場人物の顔を変えたり、服を変えたり、お店の外観を変えたり、そういう些さ末まつなことから、もうジャンルをＲＰＧから格ゲーに変えたり、敵をやたら強くしてクリア不可能にしたりできる」

「……ふむ、なるほど」

　納得すると、なんだか意外そうにカヂリがグリコを見てきた。

「ガンコ、ゲームとか知ってるのか？　なんとなく世間とズレてそうなのに。俺もブレ子から教わって初めてその存在を知ったんだぞ」

「失礼な。グリコだってゲームくらい経験済みだ。ファミコンだけでなくスーパーファミコンもやったことがある」

「……お姉ちゃん、ファミコンってなぁに？」

「けっこう前のＴＶゲームのハード。たしかＣＰＵが驚きの８ビット。ちなみに今の最新型だと１２８ビット。うん、グリ坊や、とても時代にズレているわね」

「そんなことはどうでもいい」

　話が横道に逸れそうだったので、グリコは真剣な表情になり、カヂリを見つめる。

「つまり、ほとんど不可能なことはないわけだな？」

「あぁ。そういう意味では万能だよ。発動まで面倒くせぇ手続きがあるから戦闘にゃ向かねぇけど」

　ぼやき、カヂリはグリコに希望を与えるようなことを言ってくれる。

「肉人形ってのを実際に見ないとわかんねぇけど、その鈴音ってのが肉人形になる直前、まだ普通の人間だったころまで時間を巻き戻せば大丈夫だと思うぜ。蜜みつ姫きってのもそれで治したし」

「……え？　っていうことは」

　美み名なが意外そうな顔をして、隣りを走る蜜姫に目線を向ける。

「姫、永遠研究所でのこと覚えてる？」

「ちゅ？　なぁにそれ？」

　きょとんと彼女は首を傾かしげる。それを見て、美名はなんだか納得していた。

「あぁ、身体からだを切り刻まれたくせになんでこんな以前と変わらずに呑のん気きなのかと思ってたら、時間を巻き戻されてぜんぶ忘れてたわけね。どうりで脳天気なわけよ。そうね――グリ坊やと戦う直前くらいまで戻ってるか、こりゃ」

「……ちゅ、ちゅう？」

　そんな美名の呆あきれたような気が抜けたような言葉に、蜜姫は何か自分は悪いことでもしただろうかと不安げな顔をする。そんな二人の遣やり取りを見て、グリコは胸に熱い感情が満ちるのを自覚した。

　鈴りん音ねを元に戻せる！　時間ごと過去に戻して、ぜんぶ遣やり直せる！

　それは想像しただけで幸福感が湧わいてくる、希望に溢あふれた事実だった。そうだ――それに、鈴音を守れなかった賢さか木きとグリコの罪もなかったことになる……。それは嬉うれしい。いけないことだとわかっているけれど、グリコは喜んでしまう。自分たちの失敗が帳消しになって、以前の幸せな生活がもとに戻って、またみんなで学校にいける。なんでもない、けれど和やかな日常を取り戻せるのだ。

　グリコは珍しい満面の笑みを浮かべて、思わず潤んだ目元を手の甲で拭ぬぐった。みんな元に戻るのだ！　以前の生活がまた味わえるのだ！

「良かった……。賢木も、きっと喜ぶ」

　もちろん、まだ安心はできない。カヂリがちゃんと協力してくれるかどうかはわからないし、そんな究極に近い能力を、ぽんぽん多用できるわけもない。何かあるのだ。厳しい能力の発動条件が。この世界は誰だれにでも平等に優しくない。都合のいい万能、そんなものが用意されているわけもない。

「ただ、な――俺おれの能力って、その結果、目的にもよるけど、時間とか因果とか命とかをいじくろうと思うと、すんげぇ力がいるんだよな」

　溜ため息いき混じりに、自じ嘲ちようめいた感じに、彼はぼやく。

「本当かどうか知らねぇけど、聖書によると――ずぅっと昔、神様は一週間でこの世界を創つくったんだってよ。六日間で世界を完かん璧ぺきに構築し、最後の一日は休んだらしい。……つまりよ、神様ですら疲れちまうような面倒なモンなんだよ、天地創造ってぇのはさ」

　そんな会話をしていると、不意に蜜姫がぴくりと顔をあげた。

「あう。……グリ坊や、お肉、お姉ちゃん、なんか聞こえるの！」

「お肉って俺か？　ん」

　とても嫌そうな顔でカヂリが呻うめき、犬みたいにただ無心に周囲を警戒する。立ち並ぶ水銀灯が仄ほのかに照らす、夜よ闇やみのせいで曖あい昧まいな住宅地。たしかに――耳を澄ませると、遠くで何か爆発するような音が聞こえる。

「……さっきの戦車が他でも暴れてるのか？」

「それにしては音が妙だ」

　グリコは険しい顔で音源を探す。どこかで聞いたような、ぱちん、ぱちん、という断続的な音。破壊的な感じではない。ただ――止まらない。

　ぱちん。

「これ――観かん音のん逆さか咲ざき高校があるあたりなのっ★」

　石塀に飛びのり、周囲を見まわした蜜みつ姫きが手を振り、焦った声で断言する。そういえば――グリコもかつて在籍していた平凡な田舎の高校、そこに蜜姫が通っていると聞いたことがある。たしかに、音がするのはそちらの方向だ。ここからもそんなに遠くはない。

「……らしいな。行ってみよう。藉ぜき口ぐちの気配もそのへんに感じる」

　グリコが告げると、全員が神妙に頷うなずいた。
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「……よう。必ず現れると思ってたぜ、泣き虫」

「おまえごときがわたしを蔑さげすむか、不定形の化け物ふぜいが」

　夜の校舎を背景に、二人の人物が向かいあっている。私立観音逆咲高校の広い校庭には、もちろん歩く人影もおらず、ただ乾いた風が無意味に砂すな埃ぼこりを渦巻かせていた。

「酷ひどい言いようだねぇ、涙歌メロディアノイズ。かつては仲良く協力して人間どもから魂を奪いまくった仲じゃないの。もっとさ、フレンドリーに会話してみない？」

「心にもないおべんちゃらを言うな。わたしはおまえのそういう道化たところが最初から嫌いだったぞ、最弱アルティメットシールド」

　神の役割を七等分した、大きな欠片かけらを寄生させた存在。

　長い髪を丹念に織りこんだ、狼おおかみの目をした長身の男――最弱アルティメットシールドの藉口無なし法のり。

　鈴の飾りで髪を結んだ、サングラスにスーツ姿の女――涙歌メロディアノイズの賢さか木きジョーカー。

　かつては人間にしか宿らない林りん檎ごをともに協力して回収し、同盟関係を結び、様々な行動をともにしていた二人だが、永遠研究所の一件以来、その仲は険悪になっていた。

　元よりそれぞれの目的のためには戦うよりも提携したほうが都合がいいと、済なしくずし的に共同戦線をはっていたのだ。彼とは友でもなんでもない。目的のために邪魔になるなら始末するだけだ、とジョーカーは思う。

　最弱アルティメットシールドの能力は肉体変化と肉体改造。兵隊を量産でき、かつ物理的に殴りあうなら最強の能力者だが、空間打撃と空間操作、その絶対無敵の攻撃と回避が可能な涙歌メロディアノイズの敵ではない。

　ジョーカーはそう判断している。一対一なら負けるわけがない。奥の手もある。だから怖がる必要なんかない。

「…………」

　そう思うのに、歯がゆいことに、足が少しだけ震えている。

「くすくす」

　それを目ざとい藉ぜき口ぐちは見逃さず、なんとも楽しそうに笑う。

「なぁんだ、怖いわけ、涙歌メロディアノイズ？　そうだろうねぇ、おまえ、ずぅっと戦うのは俺おれや俺の兵隊に任せっきりだったもんねぇ。実際にドンパチやるの、もしかして初めてなんじゃない？　そもそも、怖がりで、いつも隠れてたおまえが前に出てくるなんて珍しい。……あれれ、どうでもいいけど、そんな顔してたんだ。意外に美人だったんだねぇ涙歌メロディアノイズ」

「その浮かれた口調が不愉快だ最弱アルティメットシールド。それに、わたしは本当に大切なことはわたし自身の手でやる主義だ。怖がりなのでな、他人のやることなど過信しない」

　手招きするような仕草をして、涙歌メロディアノイズは鋭く脅しつける。

「〈ラヴソング〉を返せ。何を企たくんでいるかは知らんが、それはわたしのものだ、返せ！」

「……あらら、〈ラヴソング〉ねぇ」

　藉口はその背後に座りこみ、なぜかにこにこ笑っている宇う佐さ川がわ鈴りん音ねの膝ひざ元もと、倒れて目を閉じているブレイクサンに手を伸ばす。そしてその懐に隠れていた、黄金の林りん檎ごを取りだして放り投げた。

「ほい、こいつだろ。〈ラヴソング〉――どうぞ、あげる」

　ひゅーん、と放物線を描いてその黄金の林檎はジョーカーの眼前に迫ったが。

「……ふざけるな」

　瞬間、純金製のその置物は何もない空中で突然に炸さく裂れつした。

　空間打撃。かつて最大出力で夢界獣という巨大な化け物すら屠ほふった――調査能力に特化した感覚器官の涙歌メロディアノイズに唯一、与えられた攻撃方法。

　細かく塵ちりになって、月光を反射しきらきら輝く黄金の破片を見もせずに、ジョーカーは吐き捨てる。

「この黄金の林檎はただのモノだ。あの建物を運営しているやつがこっそり隠していたらしいな。なんでブレイクサンがそれを持っているのかは知らんが、黄金――否いな、そんな即物的な財宝になど興味はない。黄金に宿った価値など資本主義という時代が意味なく付加した価値でしかない。わたしはそんなものに興味などない」

　語気を荒げ、飄ひよう然ぜんと立つ藉口を怒鳴りつける。

「さぁ、〈ラヴソング〉を――わたしのブレイクサンを返せ！」

　ぱちん、ぱちん、と、音は間が抜けているが、激しい衝撃が藉口の周囲、その地面を抉えぐり飛ばす。空間打撃は本気で放てば藉口どころでなく、その後方の校舎すら容易たやすく吹き飛ばす。ジョーカーに宿る大きな欠片かけら、涙歌メロディアノイズの『役割』は救世主、あるいは預言者。この能力を振るえば、杖つえの一振りで海を真っ二つにしたという預言者モーセの奇跡すら不可能ではない。

　藉ぜき口ぐちを強く睨にらみつけ、その後方で気絶したままのブレイクサンを案ずる。彼女は――〈ラヴソング〉は、ジョーカーの心の平穏のためには必要不可欠な要素だった。それを横から藉口などに奪われてたまるものか。

　空気が激しく震しん撼かんする。藉口の言うとおりジョーカーは本気で誰だれかと向かいあって戦うのは初めてだが、まったく負ける気はしない。




　けれど――。




「夜の学校で騒いでんじゃねぇよ、近所迷惑だろぉ」

　不意に、甲高く、どこか挑発的な声が響いてくる。見る必要すらない。涙歌メロディアノイズの能力は空間の全すべてを把握する。学校の敷地内はすでに涙歌メロディアノイズの支配下だ、誰かが近づいてきたら蟻ありだろうが見逃さない。

「……今は取りこみ中だ。子供は帰って寝るがいいよ」

　ジョーカーが静かにつぶやくと、そう、子供――校門をくぐり、堂々と歩いてくる赤毛の少年は八重歯を剥むきだしにして笑った。

「へぇー、生意気だな、おまえ。ん――空間打撃をしてたな、見てたぞ、涙歌メロディアノイズか？　なんでこう偉そうなのかねぇ、救世主の『役割』もってるやつァどいつもこいつもよぉ」

　夜に混じらぬ真紅の髪を後頭部でまとめ、馬の尻尾しつぽのように揺らしながら彼は歩いてきた。その後方には招かざる客――眼がん球きゆう抉えぐり子こ、それと殺菌消毒に不快逆流の姉妹までいる。〝蒼あおざめた馬〟では足止めにもならなかったか。

　まぁいい。予想していなかった事態ではない。

　ジョーカーは思いつつも、自分に都合のよくない状況がたてつづけに起こるので苛いら々いらする。いつになったらなんの不安も不満もなく日々をすごせるのだろうか？

「それによ、返せ――は俺おれの台詞せりふだぜ」

　ブレイクサンを見つめ、少年は自じ嘲ちよう的につぶやいた。

　口調は戯おどけていたものの、その表情は恐ろしいほどに真剣だった。藉口は愉たのしげに笑っているが、ジョーカーは油断のない姿勢になる。

　こいつ。ただの子供じゃない。魂が――そこに宿った涙歌メロディアノイズの記憶が覚えている。ブレイクサンをつれだして、ジョーカーがこうして引きずりだされる原因をつくった忌いま々いましい相手。この気配、雰囲気、もしかして……。

「おまえ、一人部屋か？　封印の場所から消えたと思ったら、こんな場所にいて、どうしてわたしの邪魔をする？」

「そう言うてめぇは――やっぱ涙歌メロディアノイズだな、お、最弱アルティメットシールドもいやがるか。てめぇらの先代か――先々代か、わかんねぇけど、涙歌メロディアノイズ、破局ポイズン、最弱アルティメットシールド、てめぇらに閉じこめられた恨みは忘れてねぇぜぇ」

　殺気を全身に溢あふれさせ、一人部屋の少年は胸の十字架を握りしめた。もぎとるようにしてそれを外し、ナイフのごとく尖とがった先端をこちらに突きつけてくる。

「まぁ、とにかく。それよりも――返せよ、そいつと映画を観みにいくんだよ。なんかが評判の監督の四年ぶりの新作なんだよ、内容はよく知らねぇけど全米が泣いたんだってよ。下らねぇだろ？　下らねぇけど――俺おれを一人部屋として利用しようとすんじゃなく、そんな馬ば鹿かなこと言ってくれたやつはそいつが初めてなんだよ……」

　真しん摯しに、一人部屋が告げてくる。

「……だからてめぇら、そいつを返せ。嫌だっつっても従わせるけどな」

「断る。わたしの恐怖のない生活のためにはブレイクサンが必要なのだ」

　ジョーカーが冷淡に戦闘態勢になり、藉ぜき口ぐちも愉たのしそうに含み笑いで肩を震わせる。不真面目まじめな態度だが、逆に威圧感は増していく。

「……んー、奪いあうしかないんじゃない？　みんなで仲良く喧けん嘩かしてさ」

「……一人部屋、援護するぞ。そこに鈴りん音ねがいる、何があったかは知らんが取りかえす」

　宣言し、グリコが前に出ると、美み名なと蜜みつ姫きもそれぞれの道具を構える。

「そうね――ま、私の目的は達せたわけだけど、お義理で付きあってあげる。そいつら非常に胡う散さんくさいし、世界にとっても不要っぽい」

「ほんじゃ、ボクもお肉を手伝うのっ★　よぉし、どっからでもかかってくるがいいのっ♪　うー、蜜姫ちゃん、がんばっちゃう★♪」

　不快逆流が因果応報の手袋を握りしめる。

　殺菌消毒が全すべてを消し去るスプレー缶を振る。

　一人部屋が天地創造の能力を宿す十字架を構える。

　涙歌メロディアノイズは髪を結んだ鈴を鳴らして空気を痺しびれさせる。

　最弱アルティメットシールドも己の武器であり盾である肉体を前にだす。

　グリコも――愛用の武器であるスプーンを何本か取りだして。

「…………」

　じっ、とこちらを見つめ、無表情になっている鈴音に気づいた。

「……鈴音？」

「――――なんで、けんかするの？」

　彼女は――なぜだろう、因果を歪ゆがめる破局ポイズンを膝ひざ枕まくらしたまま、ぼそっ、とかろうじて聞こえるか聞こえないかの声で場違いにつぶやいた。

「……みんな――おなじなのに」

　それを契機とするように、超常の能力をもつ人外たちの争いは始まった。

　目的はブレイクサン――〈ラヴソング〉と呼ばれる女性。
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　かつて宇う佐さ川がわ鈴りん音ねと呼ばれていた肉人形の内側で、確実に、何かが切りかわっていた。相変わらず鈴音という少女の人格は破壊されている。破壊されることで目覚めた――というのか、もちろん肉人形にわかるわけがない。

　臨死体験をしたものは超能力を得たり、突然、信仰に目覚めたりすることがあるという。それと同じなのかもしれない。三途の川の向こうを生きるでなく、死ぬでなく、凝視しつづけた結果、肉人形の魂は何か人間とは違ってしまった。

「…………」

　肉人形はそのとき、見るでなく全体を見わたせて、聞くでなくあらゆる物音を聞きとった。感覚は鋭敏で、しかしそれは当たり前で、特に感慨も喜びもなかった。たぶん、ずっと前からそうだったのだ。気づかなかっただけで。鈴音の世界はずっとこうだった。

　ぽろり、と涙がこぼれた。

　はらはらと頬ほおを流れ、熱いものが顎あごを伝い落ちていく。

「………？」

　どうして泣いているのか、わからない。ただ――果てしなく、むなしい気持ちがあった。

「むし」

　その気持ちをごまかすように、鈴音は周囲のものを順番に指さし、その名前を呼ぶ。それが確かにここにあるのだと自分に言い聞かすみたいに、心をこめて。

　いつのまにか校舎の周囲を、紅あかい目をした人々が取り囲んでいる。何人――何十人、いるだろうか、一様に表情はなく、大きな欠片かけらたちの死闘を黙って見守っている。

　否いな、その中央、目覚めを待つ白雪姫のように、ただ蹲うずくまっている宇佐川鈴音を見つめている。肉人形は怖くなり、まさに今、藉ぜき口ぐち無なし法のりに肉薄してその眼球をスプーンで抉えぐりとった眼がん球きゆう抉えぐり子こに視線をやる。

「めだま」

　そして最後に、この戦いにも加わらず、寝言だろうか――曖あい昧まいに歌を口ずさんでいるブレイクサンを抱き寄せる。肉人形の膝ひざで眠っていた彼女は、むずかるように身をよじり、世界の平和と、隣人への愛と、神への憧あこがれをつづった聖歌を歌う。

「あいの、うた」

　何かが終わろうとしている、ここが世界の中心だった。
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　眼球抉子の眼球を抉る手つきは精密機械のそれに似ている。狙ねらいをつけて、弾丸のように放たれる彼女のスプーンは、ほとんど無防備な脳への入口――眼球に突きささり、眼がん窩かをくぐりぬけ、その内側のものをぐちゃぐちゃに掻かき乱す。

　グリコの狙ねらいは藉ぜき口ぐち無なし法のりだった。千年前、自分を殺したのだという男。さらに今、どういう理由か知らないが、鈴りん音ねを攫さらい、また危険にさらしている明確な敵。

「藉口！」

　脳に致命的な損傷を受けたはずなのに、まるで気にしている様子のない藉口は不気味だった。藉口無法。手て長なが鬼おにや〝べろ包丁〟の親玉にして、肉体変化と肉体改造の能力をもつ最弱アルティメットシールドという大きな欠片かけら。大きな欠片の実力は、何度も戦ってきたグリコがいちばんよく知っている。しかも――こいつはなんだか、ダメージを与えることすら難しい感じだった。

　どうする。どうすれば、殺せる。

「鈴音や、賢さか木きに、何かしたなら――グリコがおまえを引き裂いて殺してやる！」

「くすくす」

　抉えぐった眼球もすぐさま再生する。どころか、なんの意味があるのか三つも四つもその顔には眼球が生まれてくる。相変わらず気味の悪い相手だった。こちらの攻撃が効いている気がしない。

「宇う佐さ川がわ鈴音ちゃんはねぇ、君が思っている以上に重要な存在なわけ。だから手元に置いておくことにしたの。それを邪魔しようとしたあの男――賢木くんだっけ、彼はねぇ」

　くすくす、と藉口は意味ありげに笑った。

「殺しちゃったー、って言ったら、怒るかなヨノちゃん？」

「――――」

　瞬間、目の前が真っ赤に染まった。攻撃を受けたわけではない。頭に血がのぼったのだ。思考が吹っ飛んで、爆発するような感情がのぼってくる。あぁ激げつ昂こうしているのだ、と他人事のようにグリコは思った。

　みちり。みちり。

　軋きしむような音をたてて、グリコの左腕が変化していく。柔らかな肌は甲殻類のような真しん紅くの鎧よろいと化し、指の先端、爪つめもナイフのごとく伸びていく。腕だけではない。足が、肩が、顔が、髪の毛すら、グリコの激怒に感応するみたいに姿を変えていく。

　しゅるるるりゅる、とグリコの背中を突き破り、無数の糸が伸びていく。それらは瞬間的に縒よりあわされ、一対の翼を形成する。

　禍まが々まがしい魔女のような、グリコの本性、化け物の姿。

「おっ――」

　藉口が何かまた軽薄なことを言おうと口を開いたが、遅い。その瞬間にはもう変質したグリコの左腕が彼の胸、そのど真ん中を貫いている。全身に力が溢あふれる。ただ何かを壊したい。殺したい。破滅的な、また人間性の消失した、悪意の塊になった。

　グリコたち不死者に超常の力を与える林りん檎ご、または欠片は心臓に貯蓄される。当然、そこを破壊されれば欠片の力は流れてしまい、全存在を崩壊させて死ぬ。

　その原理に従い、藉ぜき口ぐちも即死したものと思われたが。

「とと、危ない危ない」

　軽やかに彼は笑い、胸に穴をあけたままグリコから跳んで距離をとった。血ち飛沫しぶきが生まれたが、藉口の命は消えていない。

　狼おおかみの目をした男は、なんだか楽しげな――可愛かわいい子供とじゃれるがごとく、幸福そうな顔をした。

「相変わらず、なんの躊躇ためらいもなく殺しにくるねぇ、ヨノちゃん。でも残念。俺おれの能力は肉体変化だから、当然、心臓もあるべき位置にあるとは限らない」

「じゃあ――ぜんぶ潰つぶす」

　グリコは止まらない。敵をすべて殺せば、鈴りん音ねと賢さか木きとの幸せな生活がかえってくる。すべての問題を撲滅すれば、またあの幸せな時間が味わえる。それだけを望み、縋すがりついてグリコは戦う。それがどんなに絶望的な可能性でも、手を伸ばしていればいつか届くと思いこむ。

「くすくす。やだなぁ、そんな本気で怒んないでよヨノちゃん。冗談だって、賢木くんはべつに殺してないからさぁ――おっと」

　投げ放たれたスプーンを避よけ、最弱アルティメットシールドは背中にグリコのそれと似た漆黒の翼を形成し、夜の真ん中、空に高々と舞いあがった。羽ばたき、避難し、怪け我がを再生するつもりだろうか――駄目だ。そんな暇は与えない。追いつめて、逃げ場を潰して、徹底的に殺してやる。















「愚かだな最弱アルティメットシールド」




　不意に、真横から声が聞こえてきた。先ほどから美み名なと蜜みつ姫き、カヂリの相手をしながらも、致命的な一撃を受けていないという驚くべき女、涙歌メロディアノイズだ。彼女はいつのまにかグリコと藉ぜき口ぐちが一対一で戦っていたこの場所に近づいており、空飛ぶ藉口を見上げるとにぃ、と口元を歪ゆがませた。笑った。

「弱いやつから、死んでいく。傷ついたやつから、潰つぶされていく。一度でも落ちたらあとは落ちていくだけ、ここはそういう世界――奈な落らくの底まで落ちるがいいよ」

　ぐん、と彼女は黒い手袋を嵌はめた指先を指揮者のごとく振りおろす。

　すると――瞬間、翼の制御を失ったのか、藉口が真っ逆さまに落下してくる。

「――――」

　その表情に驚きよう愕がくを張りつかせ。

「何を驚くか、馬ば鹿か者ものめ」

　せせら笑い、涙歌メロディアノイズはその髪を結んだ無数の鈴を鳴らした。

「滑空だろうが、飛行だろうが、翼で空を飛ぶのなら、風に乗れなければ落ちて死ぬ。単純だろう？　そしてわたしの能力はその空気を操れるのだぞ」

　言葉と同時に、藉口が落下してくる。仮かり初そめだったかのようにその顔には先ほどの驚きよう愕がくはなく、ただ楽しそうな笑顔だけが浮いていた。

　それがなんだか不安だったが――。

「口ほどにもない。やはりおまえは最弱だよ、名前のとおりな」

　刹せつ那な、彼女を飾る無数の鈴が踊り、けたたましい音が響きわたる。それを合図として――放たれた彼女の空間打撃が。

「砕けちるがいい！」

　言葉とともに、最弱アルティメットシールド――藉口無なし法のりの全身を粉々に吹き飛ばした。
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「くすくす」

　その瞬間、藉口は堪こらえきれない、というように笑っていた。

　何もかもが予想どおりで、少しばかり怖いくらいだった。もうじき――望みに手が届く。嫉しつ妬との女王が勝利する、白雪姫の物語。

「お」

　とぼけた声をだすのは、校庭の中央、ぼんやりとしていた鈴りん音ね。砕けちる最後の一瞬、藉口はすさまじい速度で右腕を伸ばし、その蛇や鞭むちのごとき腕は鈴音と、彼女の膝ひざ元もとで眠るブレイクサンを縛りあげ。

「――ぅあっ」

　二人まとめて、校舎に向けて激しい勢いで投とう擲てきした。

「さてさて……第二ラウンドぉ」

　そんな言葉とともに、涙歌メロディアノイズの空間打撃でこの肉体は弾はじけて消えた。
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「ブレイクサン！」

　いちばん最初に反応したのは、戦いの輪から少し離れ、こっそり能力の下準備をしていた一人部屋――肉にく山やまカヂリだった。殺しあいの緊張からわずかに遠ざかっていたからこそ、戦場の様子を俯ふ瞰かんし把握できた。

　基本的に有利に戦っていたのは、神の断罪、消化器官の殺菌消毒だった。すべての防御も装甲も何もかもを無視して存在を消し飛ばす彼女の《消滅霧ジェノサイドジャスティス》は、最弱アルティメットシールドがどんな形に変身しようとも、涙歌メロディアノイズが空間操作で見えない防御壁を構築しようとも、それらをあっさり貫通し相手を吹っ飛ばす。彼女の能力で破壊された部分は不死者でも再生できない。

　彼女と、空間把握で自分に有利な立ち位置を判断し、また攻撃を避よけ、空間打撃で反撃する涙歌メロディアノイズがほぼ互角。その空間打撃も不快逆流の蜜みつ姫きが因果応報で弾はじきかえすから、ほとんど涙歌メロディアノイズは反撃できない状況だった。

「鈴りん音ね！」

　しかしそんな涙歌メロディアノイズがグリコと藉ぜき口ぐちの戦いに乱入し、藉口を粉々に吹っ飛ばしたところから戦況は変化した。あくまで目的は相手の殲せん滅めつではなく鈴音とブレイクサンの奪回である。最優先されるのは、彼女らの身柄だった。

　けれど最弱アルティメットシールドの伸びる腕により鈴音とブレイクサンは放り投げられ、真夜中の校舎、その窓ガラスを粉砕して転がりこんでいった。彼女らも不死者なので死んだことはないと思うが、放っておくわけにもいかない。カヂリは走りだした。

　カヂリを先頭に、涙歌メロディアノイズとグリコ、ちょっと遅れて蜜姫と美み名ながついてくる。完全に最弱アルティメットシールドを仕留められたのか不安は残ったが、あそこまで細切れにされたら心臓も隠しようがないだろう、藉口無なし法のりは倒したと考えるのがいい。

　それよりも――ブレイクサン、彼女を取りかえさなくては。

「危ないっ、一人部屋！」

　紅あかい翼に甲かつ冑ちゆうのような肌。異形に変へん貌ぼうしたままのグリコが呼びかけてきて、同時にカヂリの背筋に寒いものがのぼってくる。なんだこの感覚は――と思う余裕もなく。

「どけ――小僧！」

　背後を走っていた涙歌メロディアノイズが、不可視の空間打撃を放ってきた。弾丸や衝撃波ではなく、空間そのものを殴りつけているのである。回避は難しい。カヂリは背中をもろに強打され、前のめりに倒れると地面をごろごろ転がった。

「ついでにおまえは死んでおけ」

　冷たい、片言の日本語だからこそ味気なく、逆に恐ろしい声が倒れたカヂリの真上から聞こえる。いけない。空間打撃が直撃すれば最弱アルティメットシールドと同じように肉片にされる。

「――っさせるか！」

　瞬間、煌きらめく銀光が涙歌メロディアノイズの身体からだのあちこちに突きささる。グリコの投げたスプーンだった。それらは涙歌メロディアノイズの身体を貫くほどの速度だったが、空気で薄い膜をつくっているのか、届かない。

　ただし涙歌メロディアノイズを一瞬だけ驚かせる役にはたったらしい。彼女は硬直し、空間打撃を放てない。その瞬間を見計らい、カヂリは自分自身の腹部に十字架を刺した。

「不用意に近づきやがって――馬ぁ鹿！」

　すると高々と血ち飛沫しぶきが舞いあがり、嘘うそかと思うほど大量の血液が涙歌メロディアノイズに降りそそいでいく。紅あかく燐りん光こうをまとった、一人部屋の力の源――血液。涙歌メロディアノイズにはやはり空気の皮膜が邪魔で触れられないが、彼女を取り囲めばそれだけで充分。

「俺おれの部屋へようこそ――だ、この野郎ッ！」

　叫ぶと同時に、涙歌メロディアノイズの全すべてが創つくりかえられ――。

「うっ、お！」

　その瞬間、涙歌メロディアノイズは危機感をおぼえたか身をひるがえして跳躍した。カヂリの血は空気の膜にそって滑り落ち、能力を放つ前に地面に落ちてただの染みになる。

「ちぇ、惜しい。あんまり変えられなかったぞ」

「大丈夫か一人部屋！」

　そのまま校舎の壁を破壊して、中に侵入していく涙歌メロディアノイズを追い、グリコが呼びかけてくる。カヂリは手を振り、無事をアピールすると軽やかに立ちあがった。

「へーき。スプーン投げてくれてあんがと。助かった」

「うん」

　頷うなずき、グリコが身をひるがえすと涙歌メロディアノイズを追う。血を失い、少しばかり頭がふらついたが、カヂリもそれにつづいていく。

「けけ、ちょっとだけ弄いじくってやったからよ、わりと戦いやすくなったと思うぜ。ひとまず空間打撃くらいは封じられたかな？」

「上出来だ。美み名な、蜜みつ姫き！」

　背後から追いついてくる、大きな欠片かけらの二人にグリコが呼びかけた。

「仕留めるぞ、涙歌メロディアノイズ！」

「そうね――でも眼がん球きゆう抉えぐり子こ、あなたに命令される筋合いはないわね」

「お、お姉ちゃん、そんなのどうでもいいじゃない。仲良くするのっ★」

　騒がしい一団が、深夜の学まなび舎やを駆けめぐる。
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　夜の校舎は静閑として暗い。延々と並ぶ扉と窓枠。誰だれもいない教室には、無数の机と椅い子すが趣味の悪いオブジェみたいに陳列されている。

「…………」

　一瞬――その場に立ちつくし、グリコはふと思った。

　学校にくるのも久しぶりだ。

「グリ坊や？　なに呆ぼう然ぜんとしてんのよ」

　美み名なの声で我にかえる。

　嘆息する。一息つくには、まだ早い。これからだ。これから――ぜんぶ良くなるのだ。良くしてみせるのだ。

　……。

　なぜだろう、嫌な予感が止まらない。





　　[image: ]






　階段を飛ぶように登り、涙歌メロディアノイズ――賢さか木きジョーカーは廊下を疾走する。不死のこの身体からだには疲労感などないが、どうしても思いが急いて落ちつかず、気疲れがする。だが――もう少しの辛抱だ。〈ラヴソング〉を取りかえし、また元の平穏な生活に戻る。そのためなら、何を犠牲にしても構わない。

「いた――」

　藉ぜき口ぐち無なし法のりが最後の力で投げ捨てたブレイクサンは、校舎の三階、窓を突き破って廊下に転がっていた。あたりには硝子ガラスの破片が散乱していて、彼女はその中央、月光を反射し輝く硝子の海で美しく眠っている。

　もう一人、誰か見知らぬ少女がいたように思ったが、その姿はない。どこか違う階に飛びこんだのか？　ブレイクサンばかり目で追っていたからわからない。空間把握をフルで働かせればわかるかもしれないが、敵が迫ってきているこの状況では無駄に欠片かけらの力を使いたくない。

　とにかく、ブレイクサンは確保した。彼女を抱き寄せ、深々とジョーカーは溜ため息いきをつく。

「――――」

　瞬間、その表情が強こわばった。肩がぶるぶると震え、唇を噛かみちぎりそうなほど強く噛みしめ、屈辱と怒りに吼ほえる。

「おのれ！」

　空間を操作する涙歌メロディアノイズの能力のせいか、周囲の空気が震えて窓硝子や壁を震しん撼かんさせた。だが足りない。してやられたという思いが、ジョーカーをさらに叫ばせる。

「おのれ！　謀はかったな最弱アルティメットシールドが！　おのれぇ！」

　ブレイクサンを抱きしめ、その身体からだを空間把握により解析する。

　見ただけでも最悪の事態だと理解はできたが――念のため。

　彼女は眠っていたのではなかった。




　心臓を抉えぐられて、ブレイクサン＝ヘンゼルマインは死んでいる。




　すでに顔色はなく、その肌も血の気をなくして蝋ろうのように白い。生々しい胸の陥かん穽せい、その周囲は血で染まっている。死んでいる。彼女はすでに命を失っている。

　心臓を抉られて――すなわち、大きな欠片かけらを誰だれかに奪われて。

「くそ、くそっ、誰だ――誰が！」

　喚き散らし、ブレイクサンの死体をその場にうち捨てた。ただの骸むくろに用などない。ジョーカーは彼女の歌も人格も好いていたが、その死を悼いたむほどに深い関係だったわけではない。それに今は目的のものを得られなかった怒りが身体を支配していて哀かなしむどころではない。

　ジョーカーの目的は、あくまで〈ラヴソング〉――そう呼称されるブレイクサンの心臓なのだから。

　それは最弱アルティメットシールドの肉体改造により極端にエネルギーの流出を抑制された、欠片の保存庫。先代や先々代の涙歌メロディアノイズ――あるいはその以前からずっと、最弱アルティメットシールドや神じん蟲む天てん皇のうとともに世界各地で収拾していた全すべての欠片が保存された超高濃度の大きな欠片。

　その信じがたいほどのエネルギー量を自分のものにできれば、どんな怪け我がでも瞬時に再生する肉体、さらにほぼ半永久的な不老不死が得られるはずだった。ほとんど神と呼ばれるべき存在――この世に恐怖が存在しない、万能無敵の存在に生まれ変われるはずだった。

　問題は、そんな高密度の欠片を自分に移植して身体が耐えられるかどうかわからず、永遠研究所などで実験をしているうちに――こうしてその行方が知れなくなったこと。

「どこに……」

　ブレイクサンが自分から心臓を抉って死んだとは考えにくい。誰かに奪われたのだ。だが彼女は最弱アルティメットシールドの肉体改造でも全ては抑えきれなかった因果腐敗により、一般人には感知できなくなっているはずだった。犯人は欠片の保持者。けれど誰だ？　最弱アルティメットシールドは殺したし、殺菌消毒たちはまだこの場に辿たどりついてもいないようだ。

　そういえば、先ほどは気にも留めていなかったが、ブレイクサンとともに最弱アルティメットシールドに放り投げられた少女が一人いたはず。しかし今、この場にその姿はない。

「……まさか、あの少女か？　けれど――だとしたら、どうしてあんな少女が〈ラヴソング〉を？」

　唇を噛かみしめ、少女を捜すため周囲の空間を把握しようと涙歌メロディアノイズの能力を発動すると――不意に。

　しゅん。

「―――む」

　こちらに迫る高速の物体を感知した。銀色に輝く、丸みを帯びた食器――スプーン。速度はたいしたものだし、威力もそれに比例しているだろうが、何かを投げる、そんな物理的な攻撃で空気を操る自分を傷つけられはしない。

　ジョーカーに触れる直前、スプーンは空気の層に弾はじかれて見当違いの方向に飛んでいった。即座にそれが投とう擲てきされた方向を無表情で振りかえる。

「…………」

　追いつかれてしまった。こちらは焦っているというのに――忌いま々いましい。

暗くら闇やみに支配された廊下の奥、階段の踊り場、眼がん球きゆう抉えぐり子こ、肉にく山やまカヂリ、殺さい原ばら美み名な、殺原蜜みつ姫き――自分の敵たちが姿を現している。

　四対一。だが不安はない。今はただ面倒くさい。邪魔だ――と思う。

「ブレイクサンを返しやがれ、涙歌メロディアノイズ！」

　カヂリが手招きしたが、ジョーカーは無視する。苛いらついていたのでこれはもう死体だと教えてやりたい欲求が芽生えたが、彼女が生きていると思わせておけば人質として利用もできる――と考え直す。とにかく、今はこいつらを圧倒的な戦力でもって殲せん滅めつし、それからあの少女をじっくりと捜さなくてはならない。

　ジョーカーは決断し、すう――とその指先をサングラスに伸ばす。

　相手を見る。そこに恐れや迷いの感情はない。自分が戦闘タイプの大きな欠片かけらではないからと侮っているのか。数で上回っているからか。けれど――涙歌メロディアノイズの『役割』は救世主、それは時として神とも並び評される存在なのだ。

　ならば己は最強であり、当然、彼らに負ける理由もない。

　足の震えも、喉のどの渇きも、いつものように怖がりな自分の怯おびえだ。冷静に、ただ機械のように、その能力のすべてを発揮すればこんな連中、全滅させるのは容易たやすい。

「ふぅ――」

　深呼吸し、気持ちを落ち着ける。

「――はぁ……」

　じり、と彼らが距離をつめてくる。ここが自分の終点ゴルゴダの丘になるか、あるいは素晴らしい起点ヨルダンの川になるか、それはこれからの決闘にかかっている。

　負けるつもりはない。皆殺しにしてやる。

　かちり、とサングラスを掴つかみ、なんの躊躇ためらいもなく放り捨てる。

　まずは――そうだな、いちばん危険なこいつから。

「殺菌消毒」

　そしてジョーカーは眼を見開いた。




「――石になれ！」




　刹せつ那な、白髪の女――殺菌消毒の殺さい原ばら美み名なは声にならない悲鳴をあげ、その場に棒立ちになった。石になったように。あらゆる機能を停止して。

「美名!?」

「お姉ちゃん――どうしたのっ!?」

　騒ぐ彼女らにジョーカーは滑るように接近し、美名の顎あごを掴つかむと遠慮しないで窓の外に放り投げた。硝子ガラスが砕けちり、美名の身体からだが校舎の外へ吹っ飛んでいく。

「………む？」

　そこに空間打撃をぶつけ、止とどめをさそうと思ったのだが、不思議なことに打撃が生まれない。戸惑っているうちに美名は地面に激突し、ぐちゃっ、と血の花を咲かせて倒れ伏した。

　まぁいい、死ななくても、あれでしばらくは動けまい。こうして一人ずつ、戦闘不能にしていけばいい。ジョーカーは思い、その寒々とした青い瞳ひとみで残りの三人を睨にらみつける。

「――石になれ！」

　今度は蜜みつ姫きの身体が強こわばる。あらゆる悪意を反射する手袋も、この能力には反応できない。何せ攻撃ではないのだ。防げるわけもない。

「な――なぁ、嘘うそ、やだぁ！」

　蜜姫が首をふり、あらぬ方向に手を伸ばして慌てふためく。

「何も見えないのぉぉっ！　聞こえない――肌の感覚、あうう、どこ？」

　がくがくと震え、蜜姫は恐慌状態になる。

「どこにいるの!?　みんな、どこにいるのぉぉ!?　あぁぁあ！」

　そんな彼女を姉と同じように、投げ飛ばして校舎の外へと追放する。

　ほうら――簡単だ。

　どん、と蜜姫の身体が窓の外、地面に跳ねて転がり、血の海で動かなくなった。
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　ギリシャ神話の英雄ペルセウスに退治された怪物メドゥーサは、見たものを石に変える能力を持っていたという。

　涙歌メロディアノイズの能力は厳密にはこれとは別物だが、相手は石ころと同様に無力な存在になる。発動条件は視線を合わせること。相手の視覚から侵入し、五感を乗っとるにはそういうプロセスを踏む必要があった。

　空間操作、その悪用とでも表現しようか。

　人間は視覚、聴覚、嗅きゆう覚かく、味覚、触覚の五感を元にして行動している。それらの一種類でも遮断されると、その行動に大きく支障をきたす。五感すべてなら、石のごとくあらゆる行動ができなくなる。何も見えず、聞こえず、感じられず、さながら死にも似た虚無に叩たたき落とされて呆ぼう然ぜんとする。

　五感の遮断。これが神の感覚器官――涙歌メロディアノイズの非常手段だった。

「おまえらは能力の使い方が下手すぎる」

　残ったグリコとカヂリを、嗜し虐ぎやく的に、手のひらの上で弄もてあそぶように視線でなぶる。

「せっかく与えられた神の七等分――その異能の、半分も活かせずに無駄にしている。だからわたしのような戦闘タイプではない、調査が主目的の欠片かけらに不覚をとるのだ」

　ジョーカーは臆おく病びよう者ものだ。その性格は生来のものだし、涙歌メロディアノイズという世界の悪意のすべて、危険のすべてを感じとってしまう欠片を得てからはさらに酷ひどくなった。もう何もかもが怖い。他人が怖い。世界が怖い。だから必死になって能力を磨いた。その結果がこれだ。

「くっ――」

　グリコが大地を蹴けり、その禍まが々まがしい腕を伸ばしてきたが、空気の膜に遮断されて弾はじかれてしまう。無意味だ。本当ならば空間把握により腕がどう進み、どの角度でこちらに向かってくるかもわかるのだが、わざわざ避よけるのも面倒くさい。どうせこの空気の防壁は生半可なことでは突破できない。際限まで凝縮された空気は地上のどんな鉱物よりも硬いのだ。

　己の優位を確信し、ジョーカーは笑う。

「ふふ。おまえらではわたしに勝てないよ。諦あきらめて死ぬがいい。わたしの素顔を見たのだ――生かしては帰さない」

「ちっ――」

　カヂリも戦力差を悟ったか、額に汗を浮かべて後ずさる。究極の能力者もこうなっては可愛かわいいものだ。能力の上に胡座あぐらをかいて、その研けん鑽さんを怠った自分の不明を恥じるがいい。

「どうして」

　彼は呻うめくように、こちらを凝視してつぶやいた。

「どうして、そんなに能力を連発できる？　補給もしないで、回復も追いつかない速度で、不自然だ――常に身体からだの周囲の空気を操って、壁をつくって、んなことしてたらすぐに力尽きるだろ？」

「だからおまえらは想像力が足りんというのだ」

　ジョーカーは微笑し、その碧へき眼がんでカヂリを見つめる。

「思考を停止して、ただ漫然と生きるならば豚と変わらない。努力せよ、人間ならばな、あらゆる要素を解析して自分のために用いればいい。少なくとも、わたしはそうした」

　あっさり殺してやろうかと思ったが、興が乗ったので説明してやる。殺菌消毒と不快逆流を倒し、奥の手により圧倒的に有利な――いつでも相手を始末できる立場を手にいれて、余裕がでてきた。

　しゅる、とジョーカーは、常に身にまとっていたスーツを脱いでいく。上着を捨て、シャツのボタンを外す。ズボンをおろし、下着にも手をかける。

「な――」

　カヂリが息を呑のんだのは、その行為の不自然さからではないだろう。グリコも眼を見開き、その変化した巨体を強こわばらせている。

「……どうしたおまえら、女の裸を見るのは初めてか？」

　一糸もまとわぬ姿になったジョーカーの、その全身から――刹せつ那な。




　ぉぉぉぉぉおおお。

　殺してくれぇぇ殺してくれぇぇ。

　助けてぇ助けてくださいぁああああ。

　苦しい痛い気持ち悪い。




　悲鳴が響いた。断末魔のような叫び。胸が気持ち悪くなる、人々の怨えん嗟さと苦しみの声だった。常に空間操作で自分の周囲に膜を張っているのは、何も防御のためだけではない。この声を外に漏らさないようにするためでもある。

　叫びはジョーカーの身体からだのどこからでも聞こえた。

　その少し痩やせすぎな身体には、痛々しく――生々しい、無数の顔面が浮かんでいる。

　男も女もいる。年若いのがほとんどで、まだ少年少女と呼んだほうがいい年齢の者が多い。幼い赤ん坊のような顔すら見える。

　それらは疑うことなく誰だれかの顔だった。眼球があり唇がある。その口からは涎よだれが零こぼれ、目からは涙が溢あふれる。発狂しているのか、笑いつづける顔もある。それら大小無数、有象無象の顔面たちが、びっしりとジョーカーの肌を埋め尽くしているのだ。

　異形。

　顔面まみれの女は、その全身で微笑ほほえんだ。

「これらは〈ラヴソング〉の失敗作だ」

「ラヴ――ソング？」

　カヂリが呻うめくようにつぶやく。ジョーカーは頷うなずき、涙を流しつづける無数の顔を愛いとしげに撫なでた。

「人間の身体には、受容器――欠片かけらの容いれ物ものがひとつずつしかない。それは大きな欠片でも、普通の人間でも変わらない。その受容器に入る欠片のエネルギー量には上限があって、大きな欠片の保持者が最大、林りん檎ごの保持者もかなり多いが、それには遠く及ばない」

　それは法則。誰が定めたのかもわからない、ただの決まり事だった。だが法則には裏側があり、定めには抜け道があるのが常識である。

「林檎や欠片を得た人間は、その肉体を徐々に変質させる。林檎の根が張る――と表現することがあるな、それは実際、林檎の重さに耐えられる受容器が身体に構築される現象をさす。そして、ここが重要なのだが、その肉体の変容は遺伝する」

　カヂリを指さし、グリコを指さし、最後に自分の胸に手を当てる。

「我々が動物であるかぎり、肉体の遺伝は宿命だ。ゆえに、欠片、あるいは林檎の保持者の子供はその肉体の形質を受けつぐ。大きな受容器をもつ欠片かけらの保持者の子供は、同様に大きな受容器をもって生まれてくる」

　ただし、とジョーカーは付け加える。

「受けつがれるのは肉体的な形質だけで、当然、大きな欠片や林りん檎ごの力、エネルギーは受けつがれない。それらは親の肉体が滅んだ時点で失われ、世界に帰依する」

　黒くろ木き竜たつゑえ、という少女がいた。彼女は自分と賢さか木き願がん鳳ほうのあいだに生まれた子供である。ただし、ジョーカーはかなり早いうちに戸籍上は死亡したということにして、あらゆる俗世のしがらみから離れた。今、竜ゑを養っている女はそのとき雇った無関係な女だ。それゆえ竜ゑへの愛情が薄く、ひたすら教育して願鳳に褒ほめられることしか考えていない。

　ただし、竜ゑは本当に涙歌メロディアノイズ、ジョーカーの娘なのである。ゆえにその肉体的な形質――大きな受容器と涙歌メロディアノイズの能力は受けつがれ、ちょっとしたきっかけで能力を覚かく醒せいさせてしまった。あとはエネルギーを与えてやればジョーカーと同じ程度の能力は行使できただろう。

「そして、もう一つの事実。わたしたち大きな欠片の保持者は、他人の受容器を自分の身体からだに埋めこむことで増やせる」

　先ほど校舎の外へと追放した殺菌消毒も、頭と心臓、二つの位置に受容器を持っていたおかげで一度は首を切り離されても生きのびた。

「理解できたか？　つまりそういうことだ」

　身体を彩る無数の顔面、それを指先で撫なで、吐き気を堪こらえるような顔をするグリコとカヂリを見まわした。愉たのしい。相手を言葉で嬲なぶり、追いつめ、その顔色を絶望で染めるのはなんと愉しいのだろう。

　肌を上気させ、ジョーカーはさらに饒じよう舌ぜつになる。

「こいつらは、破局ポイズンの受容器を受けついだ――先代の破局ポイズンの子供たちだ」
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　ブレイクサン＝ヘンゼルマインには七十七人の妹がいる。弟は六十六人いて、兄や姉は一人もいない。母親は五十五人もいるが、父親はたったの一人だ。
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「先代の破局ポイズンは男でな、大きな受容器をもつ人間を増やすため各地で子供をたくさんつくった。それがこれ――合計百四十三人の大きな受容器の保持者だ。そこに神じん蟲む天てん皇のうを利用したりして集めた林檎のエネルギーを保存し、自分の身体に移植したらこうなった」

　泣き叫ぶ少女がいる。笑いつづける少年がいる。譫うわ言ごとをつぶやく青年がいる。白目を剥むいて半ば死んでいる幼女がいる。彼ら彼女らはみなブレイクサンの弟や妹――集めた林檎の保管庫として生みだされ、育てられた大きな受容器の保持者たちだった。

「そのなかでも、実際に大きな欠片かけらを受けつぎ、こんなできそこないどもとは比べものにならない量のエネルギーを保存したもの、先代の破局ポイズンの長女、ブレイクサン＝ヘンゼルマインを特別に〈ラヴソング〉と呼ぶ。破局ポイズンは因果を歪ゆがめ、姿を隠すので保管所としてはうってつけでな、世界各国で何百年にもわたって集めつづけた欠片が彼女には保存されているのだ」

「てめぇ――」

　呻うめくようにつぶやき、カヂリが十字架のナイフを握りしめて威い嚇かくしてきた。その瞳ひとみを支配しているのは烈火のごとき怒り。

　おっと――と、ジョーカーはわずかに身構えて表情を消す。いけない。つい彼らの反応が愛いとしくて喋しやべりすぎてしまった。初めての実戦でいささか興奮しているのかもしれない。

　カヂリは歯は軋ぎしりし、こちらを睨にらみつけて怒鳴った。

「っざっけんな！　欠片を溜ためるなら自分に溜めろ！　保存だとか、貯蔵庫だとか、ふざけてんじゃねぇ！　他人をなんだと思っていやがる！」

「？　おまえ」

　彼の怒りはまったく正しい。正論であり正義だ。だがしかし、それだけだ。正しさだけでは救われないことのほうが多い。

　なぜだか微かに胸が痛んだが、きっと喋りすぎて肺が酷使されたせいだろう。

「おまえは、自分以外の人間は一人残らず、命をかけて、自分のために生きてくれるべきだ――と、一度も考えたことがないのか？　おまえは本当に人間か？」

「てめぇこそ、本当に人間のつもりかッ!?」

　正義。倫理。誰だれかのために怒るということ。それら、今、カヂリを動かしているだろう美しく輝く感情は、みんな愚かで価値のないものだ。そんなものをいくら持っていても何も得られないし、無駄にこうして命を危険にさらす。

　愚かだ、本当に、救いようのない馬ば鹿か者ものだ。

　つう――とジョーカーの目元から涙が流れる。

「………？」

　ジョーカーはよく泣くけど、自分がどうして泣くのかはわからない。自分は正しくて、誰よりも賢く生きているはずだ。そのはずなのに。なんでこんなに哀かなしいのだ？

「――石になれ！」

　命じて、五感の全すべてを奪ったはずのカヂリが、勢いを止めずに向かってくる。何も見えないはずなのに。聞こえないはずなのに。怖くないのか？　死のようなその虚無が？

「ぐ……」

　そのひたむきなカヂリの表情に少し怯おびえたが、ジョーカーは全身の顔を絶叫させ、欠片の力を吸いあげて――その腕力を爆発的に上昇させる。空間打撃が使えなくても、いくらでも他人を殺すことはできる。

　そう思い、無防備な相手に手を伸ばして。

「………………あれ？」

　ぽかん、と唐突に、ジョーカーは本当に不思議になって首を傾かしげた。

「なんで――わたし、戦ってるんだっけ」

　目的を、理由を、想おもいを、欲望を、思いださなくては――あぁ、でも、なんだかぜんぶ面倒くさい。どうしてこんな苦しんで、身体からだに他人の命を無数に埋めこんでまで、戦い、生きていなくてはいけないのか。

　怖いから？　何が、怖いんだったか――。

「……静かに、生きたいだけだったのに」

　つぶやく、涙歌メロディアノイズの顔面まみれの右腕が、カヂリの胴体を呆あつ気けなく抉えぐり飛ばした。
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　涙歌メロディアノイズの砲弾のごとき一撃はカヂリの腹部から右肩にかけてを豆腐のように抉りとり、血と骨と肉を夜の校舎にばら撒まいた。一気に体重を減らしたカヂリは枯れ木のように回転し、内臓を零こぼれさせ、血で顔を汚しながらもにいい――と微笑ほほえんだ。

「ガンコ、あと――頼んだぜ」

　声にすらなっていない、掠かすれた声でカヂリはつぶやき、その身体に欠片かけらの力を充満させた。

　一人部屋。世界を造りかえ、思うがままに改変させる究極の能力。その発動範囲はカヂリの血液が触れた、あるいは囲んだ範囲内。時間をかけて地球を一周すれば、惑星ごと変革させられる発動条件である。

　本来、カヂリはその血液を先端の尖とがった十字架で自らに傷をつけ、得る。ただし今はわざわざそんなことをする必要はない。血ならばたくさんある。今、涙歌メロディアノイズに吹き飛ばされ、空中に散っている己の鮮血が。

「……俺おれの部屋へようこそ。ま、楽しく遊んでくれや」

　その背中を突きぬけた返り血が背後に立っていたグリコの全身を濡ぬらす。びちゃびちゃ、と一人の人間から出たとは思えない量の血液が滴り、渦巻き、意志をもった生き物のように足を腹部を肩を頭を這はいまわる。

　それを確認し、その身体を弄いじくって、カヂリは廊下に音をたてて倒れこむ。

「あー………」

　最後、一瞬だけ床に伏せたブレイクサンが見えた。それから急激に視界が陰ってきて、カヂリは低く忍び笑った。

「悪ぃ、ブレ子。死ぬかもしんねぇ。ガンコ――勝てよぉ、おまえの願いを叶かなえてやるまで死ねねぇんだよ……面倒くせぇ」

　呻うめき、カヂリの意識が遠ざかる。その真上で、顔面だらけの女と、血まみれの真っ赤な化け物、ふたつの異形が激突していた。
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　周囲を破壊しながら、涙歌メロディアノイズとグリコの戦いはつづく。校舎に穴をあけ、瓦が礫れきを跳ね上げ、今にも学校を倒壊させそうな勢いで。しかしグリコは恐れない。獣のような熱い殺さつ戮りく衝動が頭を支配して、何も考えなくても身体からだが勝手に動く。

「が――あぁぁ！」

　咆ほう哮こうし、グリコの背中に生えた肉織りの翼が羽ばたく。爆風が一つの教室を根こそぎにして、渡り廊下を中途から崩壊させた。

「化け物が……！」

　涙歌メロディアノイズが叫び、その髪に結んだ鈴を甲高く鳴らす。すると彼女の全身にある顔面が苦痛か絶望か悲鳴をあげ、一斉に涙を零こぼす。

「――石になれ！」

　本来なら、それで終わりだっただろう。いかな変身後のグリコでも、五感を封じられた状態でこの涙歌メロディアノイズを倒せる自信はない。

　けれど。

「化け物は――おまえも同じだろう」

　グリコの視界は明めい瞭りようなまま、聴覚も研ぎすまされている、動きを停めずに向かってくるグリコが意外だったのか、涙歌メロディアノイズは一瞬だけ戸惑い動きを鈍らせた。

　そこを見逃すグリコではない。

「死ね」

　鎧よろいのごとき甲殻に覆われた腕はその外見に似合わないしなやかさで曲がり、その先端、容易たやすく他者の肉を切り裂く爪つめが疾走する。それは涙歌メロディアノイズの肩口に侵入し、彼女の右腕を抵抗なく切断した。

　肉がちぎれ、血が飛び、腕がくるくる回転して落ちる。

　どちゃっ――と濡ぬれた音。

「ぎゃああああ！」

　鮮烈な悲鳴が、涙歌メロディアノイズの喉のどから迸ほとばしった。

　どうして自分の五感が消えなかったのだろう、とグリコは不思議に思う。少し考え、すぐに理解した。

　おそらく――これは一人部屋のおかげだ。最後の力で彼は、自分の身を守るためではなく、グリコの援護になるようこの肉体を改造してくれたのだ。もう涙歌メロディアノイズの能力は効かない。空間打撃も封じているし――勝てる、と確信する。

　その直後。

「なめるな――化け物がッ！」

　右腕を失い、血を流しながら涙歌メロディアノイズの動きは止まらない。彼女の身長は変化したグリコよりもかなり小さいが、その拳こぶしは容易たやすく壁を撃ち抜き、空気を震わす絶叫はそれだけで一種の衝撃波だ。

　そんな二人の戦いに古びた校舎が耐えられるわけもなく――直後、あっさりと支柱が折れ曲がり、床が崩落し、グリコも涙歌メロディアノイズも、倒れたカヂリもブレイクサンも――平等に外の世界に放りだされる。

　思っていたよりも被害は深刻だったのか、校舎が見る見る崩れて大量の埃ほこりを舞いあがらせる。月光の下、照らされた校舎は半壊し、死体のような姿を晒さらしていた。

「ぐ――う」

　空中で翼をはためかせ、体勢を立て直したグリコはゆるやかに着地する。校舎の三階から落下したのだ、カヂリとブレイクサンは無事ではすまなかっただろうが――瓦が礫れきにまぎれ、二人の姿は見当たらない。

　涙歌メロディアノイズは――？

「馬ば鹿か者ものが！」

　思った瞬間、不意に背後から打撃を叩たたきこまれる。気配がなかった――驚きつつ、グリコは反転して戦闘態勢になる。おそらく五感を遮断するのと逆――自分の気配を空間操作で消したのだ。

　理解できたがもう遅い。

　校舎の破片――尖とがったコンクリートや鉄板が次々と飛来した。

「ぐ、あぁ！」

　どすどすどす、とそれらはグリコの分厚い装甲を削って突きささる。グリコはとうに痛みなどの感覚はないが、身体からだに異物が侵入してくるこの感覚には慣れない。衝撃で揺らぎ、倒れかけたグリコのすぐそば――全身を笑わせて、長い髪をたなびかせた涙歌メロディアノイズが接近している。

「よくも、よくも――わたしの腕を」

　怒りにその目は充血し、鬼気迫っていた。グリコは本能的に危険を感じたが、その瞬間には人間離れした速度で涙歌メロディアノイズがグリコの腕を掴つかんでいる。

　何を――と思ったときにはもう腕がもぎとられていた。

「ぎ、いぃぃぎゃ!?」

　ぶちぶちぶち、と神経が千切れ、筋肉が断裂し、グリコに唯一――残った腕が奪われる。両腕を失い、一瞬、立ちつくしたグリコの上半身に、蛇のように絡みついて涙歌メロディアノイズが低く囁ささやいた。

「まずは首を千切る。それで死ななければ四肢を裂き、心臓を抉えぐり、全身の肉を叩き潰つぶしてやる。……早めに死んでおいたほうが幸せだぞ」

　その腕がグリコの首に回されているのを知って、ぞっとする。首を千切られる――。しかし腕を奪われ、しがみつかれたこの状況では抵抗ができない。翼を動かしたが、振り落とされてくれない。

「が、あ、あぁ！　やめろ！　離せ――！」

　暴れ、乱れ、大地に倒れて転がる。だが敵も油断はない。万力のように首を締めあげ、壮烈な声で吼ほえてくる。

「往生際の悪い……、死ね！　死ね！　死ねぇ！」

　ぎりぎりみちみちみち、と首の筋肉が悲鳴をあげる。駄目だ。千切られる。怖い。これは――ものすごく怖い。首がなくなる？　鈴りん音ねや賢さか木き、仮かり初そめだったけど――両親、他にも、近ごろ友だちのように付きあえていた美み名なや蜜みつ姫きとの記憶ごと、頭がもぎとられる？

　嫌だ。それは嫌だ。

　殺される。殺される！　記憶が、魂が殺される！

「うぐぁああああ！」

　そしてグリコは本能的に。

「――――え？」

　噛かみついた。

　全身に力をこめ、一瞬だけ、固定された頭部を強引に動かした。あまりに不自然な動きだったせいで首が千切れかけたが、一瞬、一瞬だけは我慢する。その短い時間で充分だった。予想もしない反撃だったのか、唖あ然ぜんとする涙歌メロディアノイズの――グリコの肩の上、首をしめるためグリコの顔に半ば密着していた彼女の顔面を。

　ぐちゃ、と噛んだ。

「ひぃぃ――ぃぃ」

　涙歌メロディアノイズの鼻が噛みちぎられ、頬ほお肉にくが削げ、美しい彼女の顔が血まみれになる。その刹せつ那な――力が弱まった彼女の縛いましめを逃れ、グリコはほとんど衝動的に自分がこの恐ろしい存在に勝利する方法を思いつき、実行した。

　暴れ、憤怒に燃える瞳ひとみでこちらを睨にらむ涙歌メロディアノイズ――彼女を押し倒し、口を大きく開いた。牙きばがびっしりと生えた、以前のグリコからは考えられない禍まが々まがしいその口で。

「え？　何を――お、お、ぎゃぃあああ!?」

　噛みついた。腕を肩を喉のど元もとを、でたらめに牙で挟みこんだ。齧かじりつき、敵の肉を咀そ嚼しやくし飲みこむ。無数の、ただ巻きこまれただけの不幸な子供たち――貯蔵庫、〈ラヴソング〉の失敗作たちが哀願するように悲鳴をあげたが、無視した。

　こうするしかない。勝つには、こうするしかないのだ。

「うあぁぁっ――食べ、食べるなっわたしを食べるなぁぎゃああああぃあ!?」

　涙歌メロディアノイズが身み悶もだえし、痛みのせいか痙けい攣れんしながら哭こく声せいをあげたが、構わない。グリコは彼女の腕に噛みつき、腹部を引き裂くと内臓をむしゃぶり、柔らかい胸部を貪むさぼると血まみれの顔をふるわせて笑った。

　彼女の全身は――欠片かけらの力の貯蔵庫。

　ならば食べて食べて食べて吸収すればその力は自分のもの。

　簡単だった。いとも容易たやすい、考えるまでもない、涙歌メロディアノイズの弱点。

「ひ――――――い」

　防御のために張りめぐらされた空気の層を貫通し、切り裂き、軟らかな肉に手を伸ばす。抵抗されればそれ以上の力で彼女を押さえこみ、耳障りな絶叫も無視して本能のまま荒れ狂う。

　逃げようとした手を叩たたき潰つぶし、震える臓ぞう腑ふを引きずりだして、恐怖に濁った眼球を抉えぐって喰くらう。

　爆発――のように漲みなぎってくる活力。相手の肉を胃袋に送りこむたびに信じられないほどの力が生まれてくる。その感覚が心地良く、グリコは最も原始的な快楽にひたって笑う。

　そうか、とグリコの心のなかにある、どこかの部分が納得していた。

　なんだか――生まれかわったような、否いな、ようやく自分のしたかったことが理解できた気がした。そうだ。どうして自分は、いつも眼球を奪っていたのか？　スプーンで。スプーンは食器。通常、それが向けられるのは食べ物。

　自分はこれまで戦う相手を等しく食べ物と見ていた？

　だからこうして実際に食べてみたら、とても満たされた気持ちになれた？

「は――は、ははっ」

　笑えた。途方もない思考だったが、なんだか自分で納得できた。そんな感じがした。だってこうして敵を食べると気持ちいい。

　陰惨な時間がつづく。もはや誰だれにも止められない。グリコにもすでに思考はない。ひたすら悲鳴と鳴き声――涙歌メロディアノイズの全身から放たれる狂った歌声のような音の群れに、歓喜し、悦びながら食事をつづけるだけである。

　ここに戦闘という高潔な行為は終了し、ただの捕食が始まった。

　躍る血ち飛沫しぶき。月明かりに照らされて影がのたうちまわる。骨を引き抜き、血管をねぶり、神経繊維を引き裂いて囓かじる。相手の身体からだを好き放題に蹂じゆう躙りんし、だんだんと肉塊へと変わっていくその光景を愉たのしむ。もはや勝負は決している。この行為は、敗者をいたぶるただの残酷な饗きよう宴えんだった。わかっていても止められず、すでに反抗する気力もないのか呻うめくばかりのジョーカーを解体する。解体して、食べる。

「が――、あ、ぐが、あ」

　残ったのは、無惨な身体。

「え――い、は、ぐ」

　涙歌メロディアノイズの全身にあった顔面は、等しく食い破られるか、または完全に命の輝きを失い、死体の顔で呆ぼう然ぜんとしている。涙歌メロディアノイズ自身の肉体も――すでに原形はなく、食い荒らされてしまった。両腕は失われ、内臓は残らず食い尽くされ腹部は空洞、肋ろつ骨こつも折られ砕かれ、その奥のいちばん栄養がある部分――心臓が抉られている。美しかった顔も生皮が露出し、まだほとんど口のつけられていない下半身は――痛みかただの生体反応か、びくりびくりと時おり跳ねあがるのみ。

　決着だった。いとも無惨な、戦いの終わり。

「…………」

　涙歌メロディアノイズにはすでに戦闘の意欲すらない。ろくに動けもしないだろう。いかな不死者とはいえ、ここまで破壊されればお終しまいだった。中枢の受容器である心臓はすでにグリコの胃におさまり、それを補佐する無数の受容器も大半が食い散らかされている。

　涙歌メロディアノイズは死ぬ。その膨大な欠片かけらの力を残らずグリコに奪われて。欠片の力は無限には保存できないと説明したのは彼女だったが、グリコの受容器はまるで地獄のようにその全すべてを呑のみこみ、まだ貪どん欲よくに求めてすらいた。

「ば――け、も」

　かろうじて残った声帯で、涙歌メロディアノイズがつぶやいた。

「ばけもの――ばけ……もの、ばけ」

「…………」

　グリコは応こたえない。言われなくてもそんなこと知っている。豊富な栄養を得たからか、ついさっき千切られた腕はすぐに再生し、血まみれの翼を羽ばたかせて涙歌メロディアノイズを見下ろしている。その瞳ひとみには何の色もない。勝利の感慨も、罪悪感も何もない。

　ただ底が暗い、銃口の瞳だった。

「鈴りん音ねを……捜さないと」

　ふと思いだし、グリコはわずかにふらついたが、それでも少しずつ歩をすすめる。涙歌メロディアノイズは放っておいてもじきに死ぬだろう。そう思ったが――すぐに首をふり、唯一、綺き麗れいなまま残った彼女の碧へき眼がんを見つめる。どこかで見た色だった。

「ぐ……りゅう、たつ――え、がんほ……」

　何か譫うわ言ごとを言っているようだが、よく聞こえないし、きっと意味のない意志もない呻うめき声だろう。思いつつ、グリコはせめて彼女に止とどめをさし、その苦しみを断ってやろうと腕を振りあげた。

　涙歌メロディアノイズは、びくっとした。

「しにたくない」

「…………」

　拳こぶしを握りしめたまま、グリコの挙げた腕が硬直する。なぜだか儚はかなくなり――同時に、なんだか無性に虚しくなって、グリコは溜ため息いきをつくと、今度こそ涙歌メロディアノイズから目を逸そらして歩きだした。どこへ向かっているのか、なにを探しているのか、どうして生きているのかすら――グリコにはわからなかったが。

「………？」

　ふと顔をあげると、あちこちに無数の人々が立っている。そのどの顔にも見覚えがなかったけれど、推測はできた。

「蟲むし……」

　紅あかい瞳を夜よ闇やみに浮かばせた彼らは、グリコのことなど見ずに、ただ漠然と校舎のほうを見つめている。そこに世界の中心があるかのように。そこによっぽど美しいものでもあるのだというように。

　グリコもその視線を追い、すう、と校舎に目を向けた。

　半壊したその建物の、無事に残ったどこかの教室――その窓際、宇う佐さ川がわ鈴りん音ねがこちらを見ている。
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　微風そよかぜにのって漂うのは桜の香り。ふわふわ暖かな初春の午後は心地よくて、うっかり眠っていたらしい。肩をかるく揺すられながら、宇う佐さ川がわ鈴りん音ねは目を醒さました。

「――ん。む」

　快い惰眠の誘惑からは逃れがたく、身をよじって二度寝を堪能しようとしたが、相手も頑固で執しつ拗ようにこちらを起こそうとしてくる。

「鈴音、鈴音。起きろ」

「むう……――」

　低い、耳によくなじむ声。鈴音はその声に混じった困ったような響きに、ついに耐えきれなくなって仕方なく起きた。上体を起こし、大きく伸びをして欠伸あくびをかます。

「はぁ……ふ」

「よく寝ていたな。昨夜もぐっすり眠っていたくせに。あんまり寝てばかりいると馬ば鹿かになるぞ？」

「あはは、グリコちゃんに言われたくないよ……。授業中でもなんでもよく寝てるくせに」

拗すねたふりして顔をしかめ、すぐに朗ほがらかに微笑ほほえむ。同居人でありクラスメイトでもある眼がん球きゆう抉えぐり子こというこの不思議な名前をした女の子は、特徴的なオオカミヘアを掻かいて目を細めた。

「グリコのことなどどうでもいい。それよりも賢さか木きが何か用があるっておまえを呼んでいたぞ。あの教師め、鈴音を捜してこいなどとグリコに命令して偉そうだ。いつか眼球えぐっちゃうぞ」

「……先生が？」

　首を傾かしげ、もっかい伸びをして眠気を散らすと鈴音は頬ほおを染めた。賢木というのはフルネームを賢木愚ぐ龍りゆうといって、鈴音のクラスの担任教師であり、また鈴音の恋人でもあった。彼のことを考えるだけで鈴音の心はゆるやかな幸福感に満たされていく。

　私立観かん音のん逆さか咲ざき高校、その見慣れた一年Ｂ組、鈴音たちのクラスである。どうも寝ているうちに放課後になっていたらしく、周囲にはグリコの他には誰だれもいない。どのくらい眠っていたのかな、みんな起こしてくれればいいのに、と鈴音は時計を見て今日はバイトがあったっけと考える。

　というか今日は何曜日だろう？　何月の何日？

「先生が、あたしに用って？」

　不思議に思いつつも問いかけると、グリコが嫌そうな顔をした。

「あぁ、詳しくは知らんがな。あの教師、あちこちで閣下ぁ閣下ぁと捨てられた犬みたいに叫んでおまえを捜してたから早めに見つけて黙らせたほうがいいぞ」

　彼女が言うと、同時に。

「閣下！」

　ばーん、と扉を開いて金髪碧へき眼がん、びっくりするほど綺き麗れいな顔立ちの賢さか木き愚ぐ龍りゆうが現れた。グリコの言うとおりにあちこち捜していたのか、その顔には悲ひ愴そうな感情が浮かんでいた。髪の毛もちょっと乱れている。

「あぁ、良かった閣下、ここにいたのか！　家や携帯に電話しても反応がなかったから心配したぞ！」

　叫び、ものすごい勢いで走ってくるとグリコを押しのけて鈴りん音ねを抱きしめてくれる。その温かな体温が嬉うれしかったけど、鈴音は激しく照れて真っ赤になってしまう。

「ちょ、ちょっと先生。やめて、恥ずかしい。大げさだよぉ」

　微笑ほほえみ、それでも彼を抱きかえし、憮ぶ然ぜんとしたグリコに「困ったひとだよねー？」と目線で同意を求めて、つぶやく。

「だいじょうぶ。ちょっと寝てただけ。なんだろうね、嫌な夢を見ていたの……」
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　目覚めると血臭がした。世界からも、自分からも。

「あ――、……え？」

　あれ、と宇う佐さ川がわ鈴音は思った。なんだこれ、変な夢だ、と思った。思いこんだ。気がついたら何か薄暗い場所にいて、身体からだの節々が痛んで、やたらと脳が重い。












　グリコは？　先生は？　どこに消えた？

　穏やかなあの教室はどこに消えた？

「あれぇ……？」

　本当に理解できなくて、鈴りん音ねは間が抜けた声をあげてしまう。場所は――どうやら同じ。私立観かん音のん逆さか咲ざき高等学校、その一年Ｂ組の教室である。ただし何な故ぜだか強烈な地震でもあったみたいに、全すべての硝子ガラスに亀き裂れつがはしり、机や椅い子すもあちこちで倒れている。教室全体もなんだか傾いているように見える。

　けれど壁に残された落書きや、覚えている懐かしい匂においで、ここが自分の教室だということは理解できる。

「な、なんで……、こんな、夜に」

　理解できなくて、視界が明滅するような混乱におそわれ、鈴音はひとまず誰だれかいないかと周囲を見まわし、携帯電話を探してポケットをまさぐり、どちらにも失敗して立ちあがると窓へと向かった。

　何か物音がするのだ。誰かが争っているような。

「え……、夢？」

　思わず呻うめく。鈴音のいる教室のすぐ真横、どうやらそのあたりから校舎は見事に半壊していて、瓦が礫れきや棚、教壇なんかをあちこちに散らしている。なんだこれ。やっぱり悪夢なのだろうか。どうして自分は、こんな誰もいない廃はい墟きよみたいな学校で、血の匂いをさせて――。

「！………!?」

　ばん、と鈴音は割れかけの窓硝子に手をつき、外を凝視する。何か――変なものが見えた。真っ白な裸体に金髪の髪をなびかせた女と、真紅の巨大な体たい躯くに翼を生やした化け物が――戦っている。

「あれ、って――え、たしかグリコちゃん」

　その一方、真っ赤な身体のほうはたしかグリコが変身した姿だ。以前、夢界獣の事件で鈴音は見たおぼえがある。どうしてグリコが戦っている？　状況がわからない。何も理解できない。




「目が醒さめたかい、お姫さま？」




　不意に投げかけられた声に、鈴音はびくりと肩を震わせて振りかえる。教室の入口――そこに黒衣の男が立っている。神父みたいな外見だが、瞳ひとみには狼おおかみが棲すんでいる。にこにこ笑っているけれど、なんだか怖い……。

「あなた、は」

　喉のどが掠かすれてうまく喋しやべれない。もう長いあいだまともな会話をしなかったみたいに、言葉が舌の上を滑り落ちていく。思考がどこか曖あい昧まいで、記憶も信用ならなかった。

　ただひたすらに気味が悪い。鈴りん音ねは我知らず賢さか木きの姿を捜し、虚空に視線を泳がせる。

「肉体改造で元に戻るかどうかは微妙だったけど……その様子じゃ、自我を取り戻せたみたいだねぇ、宇う佐さ川がわ鈴音ちゃん」

「自……我？」

　何を言っているのかわからない。そもそも彼は誰だれなのだ？

「あなた――誰？　ここは、なに？」

「おぉ、やってるやってる」

　質問は無視され、男は自然な動きで窓際に近づき、外で繰りひろげられている死闘を楽しげに眺めた。その瞳ひとみが――校舎の周囲に向けられて。

「うん、蟲むしも確実に集まってる。じゃ――そろそろ始めよっか」

　ぐるん、と彼は振りかえり、こちらを笑顔で凝視してきた。それになんだか不安をおぼえ、というか――なんでこんなものと会話が成立すると思ったのか先刻の自分が理解できなくて、鈴音は踵きびすを返すと逃げようとした。何か――怖い。やばい、と思った。

「逃げられないよ」

　すると、奇妙なことに、男の腕が質量保存の法則を無視して伸び、鈴音の腰のあたりに巻きついて引き戻した。ものすごい力で、抵抗ができない。鈴音はじたばた暴れたが、なんの意味もなかった。

　そのまま男に密着するほど近くに抱き寄せられ、口元を、その大きな手のひらで押さえこまれる。鈴音は恐怖で眼を見開き、震えた。

「あ、心配しないで。べつに窒息死させようとか思ってないし」

　男は軽い調子で言い、顎あごに力をこめて鈴音の口を無理やり開かせる。

「どっちかっていうと――溺でき死し？」

　ごぽ、と奇妙な音がした。

　そして鈴音は次の瞬間、信じられないものを体験した。

「――――ッ」

　ごぼりごぼごぽ……異様な音とともに、鈴音の口を押さえこんでいる彼の手のひらから、何か生温かい液体が注入される。口を閉じられないのでそれを止められない。噎むせ、吐きそうになり――実際、溢あふれて鼻のあたりから液体が零こぼれた。

「うぐぅぐぐ、ぐううう」

　無理やり何かを飲まされる。飲みたくないのに。気持ち悪いのに。

　しかも――これ。

「ぐぐ！　うぐぅぐ！」

　嫌な事実に気づいて、鈴音は今度こそ本気で手足を振って抵抗した。これ――この、独特の鉄臭さと、生温かさと、喉のどに絡む固体感は――血だ。

　血を飲まされている！　それも大量に！

　涙を零こぼし、暴れたが、男の行為を止められない。誰だれのものかも知れない血液は、鈴りん音ねの喉のどを通過し、勝手に胃袋を占拠して、ぐるぐると沈殿した。

「ぐう！　うぅぅ！」

「そんなに嫌がるなよ。涙歌メロディアノイズが何百年もかけて集めた欠片かけらの力が溶けた血だぜ？　俺おれが飲みたいくらいだ」

「ううう！」

　どれほどの量なのか、まだ血が止まらない。すでに胃袋はいっぱいで、ぜんぶ吐きだしたいくらい気持ち悪いのに、止めてくれない。

「ん――決着ついたかな」

　窓の外をちらりと見て、くすくす、と男は笑った。その瞬間――不意に、その声が、口調が別人のものになる。人格が切りかわったとか、役者が演技をやめて普段の自分に戻ったとか――そんな感じだった。

「……ま、あんたはその程度だろうね、泣き虫のジョーカー」

　くすくす、と彼は――否いな、なんだか、女の声に聞こえるが……不気味に笑った。

　わからない。何もわからない。帰りたい。賢さか木きのところに帰りたい。

　先生！　グリコ！　誰か！　誰か助けて！

「救世主ジーザス・キリストのすべてが滅び、偽救世主アンチ・キリストが現れたとき、６６６の獣が目覚め、世界は滅び――人類もまた滅ぶ」

　聖書の一節らしい、意味のわからないことを言って――なんだか、ぐにゃぐにゃ、と男の輪郭がぼやけ、違う形に変わっていく……？

「……そうしたら、あたしが滅んだ世界の神様になってやろうじゃん」

　くすくす、と彼女は笑った。

「ぐ――がはっ、げほげほっ」

　そこでようやく手を離され、鈴音は激しく咳せきこみながら呻うめいた。胃袋が気持ち悪い。吐きたい――何もかも、身体からだの外に出してしまいたい。

「う、う」

　なんで、自分がこんな、酷ひどいことをされなくてはいけないのだろう……。

　鈴音は思いつつ、まだ笑っている不気味な女性から目を逸そらし、ふと――窓の外、同じくこちらを見つめている、血まみれのグリコを眺めた。




　その背景では６６６人の蟲むしたちが、林りん檎ごのように真っ赤な眼球でこちらをじっと見つめていた。





了







あとがき




　聖書において。大洪水が発生したとき、ノアは６００歳だったそうです。原始の人類たるアダムは、９３０歳まで生きたそうです。えーと、アダムの股間を隠している葉っぱが林りん檎ごか無花果いちじくか議論する前にその長寿の仕組みを暴いてください宗教の偉いひと。

　それはともかく。

　こんにちは、日日日あきらです。蟲むしと眼め球だまシリーズ第四弾、『蟲と眼球と愛の歌』をお届けします。近ごろ生活習慣が乱れ、睡眠時間が減り、食事も偏りがちになり、寿命がゴリゴリ減っております。

「そんなときこそ林檎を食べよう！」

　現実の林檎を食べてもべつに不老不死にはなりませんが、抗酸化作用で血液さらさら、老化も抑制できるらしいです。林檎っていうのは不思議な果実で、仲間である植物はエチレンという物質により急激に老化させ、花を散らし木々を枯らし、また発芽しないよう逆に成長を停めたりするまさに植物の殺し屋。周囲の植物の生気を吸いとり、人間の老いにブレーキをかけるという植物界の異端児なのです。

　林檎を食べるときは「あぁ、この林檎をひとつ実らせるために何枚の美しい花びらが枯れていったのか……。ほほほ、あたしの若さを維持するためには必要な犠牲なのよ！」とか想像するとお手軽エリザベート＝バートリ気分。

　エリザベート＝バートリで思いだしましたが、作中でジョーカーが語っていたような「他人の命を奪って自分の寿命を延ばす」という思想はわりと昔からあって、特に血液を生命の象徴とし、それを吸いたいと思ったりする吸血嗜好症ヘメトディプシアなどが有名です。エリザベートは６００人の処女の生き血を浴びて若さを保とうとしたそうですが、現実に他人の血を浴びても吸っても心臓を食べても寿命は延びませんので、変な犯罪に走らないでくださいね。眼球を抉えぐるのもだめですよ。こんな話を書いといて説得力ないですがー。

　以下、謝辞です。

　今回も、仕事が遅くて迷惑をかけてしまった担当の佐藤さん。せめて最終巻くらいは苦労をかけず……うん、がんばります。日日日がサボり始めたら叱しかってください。

　そして絵師の三み月つきまうすさん。いつにも増してイラスト化しにくい文章を、それでも独特の絵柄で彩ってくれました。あの顔面まみれジョーカーは読者さんにも見せたかった。

　あ、そうそう、「月刊コミックアライブ」にて蟲と眼球シリーズは漫画連載が始まっています。漫画家の浅あさ見み百ゆ合り子こさん、そしてこのシリーズにメディアミックスの機会を与えてくれた旧担当の金田一さんにも感謝を。

　次回が最終巻です。どうか、最後までお付きあいください。


日日日。
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　イラストレーター

　三月まうす（みつき・まうす）

　　新進イラストレーター＆漫画家。
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　　装丁／卯さ吉
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